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柔
整
師
の
療
養
費
改
定

　

柔
整
師
の
改
定
内
容
で
目
を
引
い
た
の
は
実

施
時
期
が
３
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
段

階
を
踏
ん
だ
実
施
に
関
し
て
、
あ
る
請
求
団
体

職
員
は
「
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
段
階
的

　

９
月
１
日
以
降
実
施
分

　

・
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
へ
の

記
載

　

①
3
部
位
以
上
の
請
求
に
係
る
負
傷
の
具
体

的
な
負
傷
の
原
因
を
申
請
書
の「
負
傷
の
原
因
」

欄
に
記
載
す
る

　

②
脱
臼
ま
た
は
骨
折
の
医
師
の
同
意
に
関
す

る
記
載
は
施
術
録
に
記
載
す
る
際
と
同
様
に
、

申
請
書
の
「
摘
要
」
欄
に
も
同
意
し
た
医
師
の

氏
名
と
同
意
日
を
記
載
す
る

　

・
領
収
書
及
び
明
細
書
の
交
付

　

①
柔
整
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の
一
部
負

担
金
等
の
費
用
の
支
払
を
受
け
る
と
き
は
、
領

収
証
を
無
償
で
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
、
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
る
領
収
証
は
、

保
険
分
合
計
お
よ
び
一
部
負
担
金
な
ら
び
に
保

険
外
の
金
額
の
内
訳
が
分
か
る
も
の
と
し
、
別

紙
様
式
１
（
図
１
）
を
標
準
と
す
る

　

②
患
者
か
ら
柔
整
師
の
施
術
に
要
す
る
費
用

に
係
る
明
細
書
の
発
行
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

明
細
書
を
交
付
す
る
。
こ

の
明
細
書
に
つ
い
て
は
、

一
部
負
担
金
等
の
費
用
の

算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
項

目
ご
と
に
明
細
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
と
し
、
具

体
的
に
は
、
療
養
費
の
算

定
項
目
が
分
か
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
明
細
書
の
様

式
は
別
紙
様
式
２
（
図
２
）

を
標
準
と
す
る
が
、
療
養
費
の
支
給
申
請
書
の

様
式
を
利
用
し
、
明
細
書
と
し
て
発
行
年
月
日

等
を
付
し
た
上
で
発
行
し
た
場
合
に
も
明
細
書

が
発
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
な
お
、
明
細
書

発
行
の
際
の
費
用
は
、
仮
に
徴
収
す
る
場
合
で

も
、
実
費
相
当
と
す
る
な
ど
、
社
会
的
に
妥
当

適
切
な
範
囲
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
実

質
的
に
明
細
書
の
入
手
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な

高
額
な
料
金
を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い

　

・
柔
道
整
復
療
養
費
の
受
領
委
任
の
取
扱
い

に
係
る
改
正

　

①
施
術
所
の
開
設
者
に
つ
い
て
は
、
受
領
委

任
を
取
扱
う
施
術
管
理
者
お
よ
び
勤
務
す
る
柔

整
師
が
行
っ
た
保
険
施
術
及
び
療
養
費
の
申
請

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
適
切
に
監
督
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
者
と
同
等
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る

　

②
受
領
委
任
の
登
録
ま
た
は
承
諾
す
る
た
め

の
開
設
者
の
要
件
等
を
新
た
に
10
項
目
追
加
し

た

特集①
　

厚
生
労
働
省
は
５
月
24
日
付
で
、療
養
費
の
改
定
に
つ
い
て
保
険
局
医
療
課
長
名
な
ど
に

よ
り
関
係
各
方
面
に
通
知
し
た
。今
回
の
療
養
費
の
改
定
は
、巷
間
噂
さ
れ
て
い
た
大
幅
な
療

養
費
の
削
減
で
は
な
く
、制
度
の
変
更
に
力
点
が
置
か
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。と
く
に
、柔
道

整
復
師（
以
下
柔
整
師
）の
制
度
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。6
月
、9
月
、23
年
1
月
と
段
階

的
な
施
行
も
特
徴
だ
。通
知
内
容
は
添
付
文
書
を
含
め
実
に
67
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
。そ
の
他

に『
柔
道
整
復
の
施
術
者
の
方
へ（
重
要
な
お
知
ら
せ
）』、『
社
団
法
人
の
会
員
以
外
の
方
へ
』、

と
い
う
文
章
も
９
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
た
。は
り
師
、き
ゅ
う

師
お
よ
び
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
の
通
知
の
合
計

が
14
ペ
ー
ジ
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
も
柔
整
師
に
対
す
る

改
定
内
容
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（別紙様式１） 

領  収  証 

 

             様 

 

平成  年  月  日 

 上記合計金額を領収いたしました。 

 

     住所 

       施術所名 

       氏名                ○印  

         電 話 

保険分合計 円 

① 一部負担金 円 

② 保険外 円 

合計金額（①＋②） 円 

な
改
定
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
改
定
の
概
要
が
事
前
に
掲
載

さ
れ
、
１
週
間
後
に
改
定
の
本
文
が
発
表
さ
れ

た
こ
と
も
記
憶
に
な
い
。
政
権
交
代
し
た
た
め

か
ど
う
か
判
ら
な
い
が
、
発
表
方
法
も
内
容
に

関
し
て
も
変
化
を
感
じ
た
」
と
言
う
。

　

３
段
階
を
実
施
時
期
ご
と
に
要
約
し
て
み
よ

う
。

　

６
月
１
日
以
降
実
施
分

　

・
打
撲
お
よ
び
捻
挫
の
後
療
料
「
４
７
０
円
」

を
「
５
０
０
円
」
に
改
め
る

　

・
施
術
部
位
が
３
部
位
以
上
の
場
合
は
、
後

療
料
、
温
罨
法
料
、
冷
罨
法
料
お
よ
び
電
療
料

に
つ
い
て
３
部
位
目
は
所
定
料
金
の
「
１
０
０

分
の
80
」
を
「
１
０
０
分
の
70
」
に
相
当
す
る

額
に
よ
り
算
定
す
る
よ
う
に
改
め
る
。
な
お
、

４
部
位
目
以
降
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
３

部
位
目
ま
で
の
料
金
に
含
ま
れ
る
と
す
る
た
め

４
部
位
以
降
は
支
給
し
な
い

図
１
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例
え
ば
施
術
管
理
者
ま
た
は
勤
務
柔
整
師

が
、
受
領
委
任
の
取
扱
い
の
中
止
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
施
術
所
の
開
設
者
も
施
術
管
理
者
と

同
様
に
原
則
と
し
て
5
年
を
経
過
し
な
い
と
新

た
に
当
該
取
扱
い
を
認
め
な
い
。
受
領
委
任
の

取
扱
い
の
中
止
を
受
け
た
施
術
管
理
者
に
代
え

て
施
術
所
の
開
設
者
か
ら
施
術
管
理
者
に
選
任

さ
れ
た
者
も
同
様
と
す
る
。
不
正
ま
た
は
不
当

な
請
求
に
係
る
返
還
金
を
納
付
し
な
い
と
き
も

取
扱
い
を
認
め
な
い
…
な
ど

　

③
登
録
ま
た
は
承
諾
施
術
所
の
住
所
が
変
更

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
「
確
約
」
お
よ

び
「
受
領
委
任
の
届
け
出
（
申
し
出
）」
の
手
続

き
を
行
う

　

④
開
設
者
に
も
施
術
録
の
5
年
間
保
管
義
務

を
課
す

　

⑤
審
査
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
施
術

所
の
開
設
者
お
よ
び
勤
務
柔
整
師
に
も
報
告
等

を
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

⑥
開
設
者
等
に
も
指
導
監
査
が
行
え
る
こ
と

を
明
記

　

⑦
施
術
所
廃
止
後
で
あ
っ

て
も
、廃
止
後
５
年
間
は
、開

設
者
、
施
術
管
理
者
お
よ
び

勤
務
柔
整
師
に
対
し
て
、
帳

簿
及
び
書
類
を
検
査
し
、
説

明
を
求
め
、
ま
た
は
報
告
す

る
場
合
は
こ
れ
に
応
じ
る
こ

と
　

⑧
こ
の
改
正
し
た
受
領
委

任
の
取
扱
い
を
９
月
１
日
以

降
も
継
続
し
よ
う
と
す
る
柔

整
師
は
、
平
成
22
年
8
月
20
日
ま
で
に
届
け
出

ま
た
は
申
し
出
を
、
施
術
所
の
所
在
地
の
厚
生

（
支
）
局
長
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
に
行
う
必

要
が
あ
る
。
改
正
後
か
ら
受
領
委
任
の
取
扱
い

を
継
続
し
な
い
柔
整
師
は
、
平
成
22
年
8
月
20

日
ま
で
に
届
出
事
項
の
変
更
ま
た
は
申
出
事
項

の
変
更
の
届
け
を
、
施
術
所
の
所
在
地
の
厚
生

（
支
）局
長
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
に
行
う
必
要

が
あ
る

　

来
年
１
月
１
日
以
降
実
施
分

・
施
術
日
を
申
請
書
に
記
載
す
る
こ
と

　

こ
の
際
の
施
術
日
を
記
載
す
る
申
請
書
の
様

式
は
お
っ
て
通
知
す
る

×　

×　

×

　

以
上
が
柔
整
師
療
養
費
の
主
な
改
定
内
容

で
、
療
養
費
制
度
の
改
正
に
手
を
付
け
始
め
た

感
が
あ
る
。
な
お
、
受
領
委
任
の
取
扱
い
の
届

け
出
ま
た
は
申
し
出
、
届
出
事
項
の
変
更
ま

た
は
申
出
事
項
の
変
更
の
届
出
様
式
、
送
付

先
お
よ
び
紹
介
先
は
、
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
だ
。（http://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/iryouhoken/

iryouhoken13/01.htm
l

）

　

受
領
委
任
の
取
扱
い
を
９
月
１
日
以
降
も
継

続
す
る
柔
整
師
は
、
届
出
期
限
が
平
成
22
年
8

月
20
日
と
な
っ
て
い
る
。
提
出
を
忘
れ
た
ら
９

月
以
降
の
受
領
委
任
の
取
扱
い
が
で
き
な
く
な

る
の
で
、
充
分
注
意
し
て
早
い
届
出
を
心
が
け

た
方
が
よ
い
。

　

一
方
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
は
従
来
、
初
回

の
み
の
料
金
と
し
て
初
検
料
分
と
施
術
料
の
合

算
だ
っ
た
も
の
が
、
初
検
料
と
施
術
料
と
明
確

に
分
離
さ
れ
た
り
、
電
療
料
な
ど
の
用
語
が
新

設
さ
れ
た
が
、
従
来
通
り
に
費
用
だ
け
の
変
更

と
な
り
制
度
そ
の
も
の
の
大
き
な
変
更
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

師
は
、
施
術
料
の
変
更
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

は
り
師
、
き
ゅ
う
師

　

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
療
養
費
の
主
な
改
定

内
容
は
次
の
と
お
り
（
６
月
１
日
実
施
）。

　

・
新
設
さ
れ
た
初
検
料
は
、１
術（
は
り
ま
た

は
き
ゅ
う
の
い
ず
れ
か
一
方
）の
場
合
は「
１
４

０
５
円
」、２
術（
は
り
、き
ゅ
う
併
用
）の
場
合

は「
１
４
５
５
円
」を
施
術
料
に
合
算
す
る
。

　

な
お
、
初
検
料
支
給
の
定
義
は
次
の
通
り
。

　

①
初
検
料
は
、
初
回
の
場
合
に
の
み
支
給
で

き
る
。
②
患
者
の
疾
病
が
治
癒
後
、
同
一
月
内

に
新
た
な
同
意
に
基
づ
き
新
た
な
疾
患
に
対
し

て
施
術
を
行
っ
た
場
合
の
初
検
料
は
支
給
で
き

る
。
③
施
術
継
続
中
に
他
の
疾
病
に
つ
き
初
回

施
術
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
疾
病
に
係

る
初
検
料
は
併
せ
て
１
回
と
し
、
新
た
な
初
検

料
は
支
給
で
き
な
い
。
④
再
発
の
場
合
は
初
検

料
が
支
給
で
き
る
。
な
お
再
発
と
し
て
取
り
扱

う
基
準
は
、同
意
書
等
に
よ
り
適
宜
判
断
す
る
。

⑤
施
術
継
続
中
に
保
険
種
別
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
の
初
検
料
は
、
支
給
で
き
な
い

　

・
は
り
ま
た
は
き
ゅ
う
と
併
せ
て
、
施
術
効

果
を
促
進
す
る
た
め
、
は
り
、
き
ゅ
う
の
業
務

の
範
囲
内
に
お
い
て
人
の
健
康
に
危
害
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
な
い
電
気
針
ま
た
は
電
気
温
灸
器

お
よ
び
電
気
光
線
器
具
を
使
用
し
た
場
合
は
、

電
療
料
と
し
て
1
回
に
つ
き
「
30
円
」
の
加
算

　

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師

　

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
の
療
養
費

の
主
な
改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
（
６
月
１
日

実
施
）。

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
た
場
合　

１
局
所
に

つ
き
「
２
５
０
円
」
を
「
２
５
５
円
」
に
改
め

る
　

・
変
形
徒
手
矯
正
術
を
行
っ
た
場
合　

１
局

所
に
つ
き
「
５
２
５
円
」
を
「
５
３
０
円
」
に

改
め
る

　

背
景
と
将
来

　

昨
年
11
月
の
行
政
刷
新
会
議
の
第
１
弾
事
業

仕
分
け
で
、「
柔
整
師
の
療
養
費
に
対
す
る
国
庫

負
担
」
が
審
議
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

� � �

様

〈初検料・再検料等〉
保

初 検 料 円

初検時相談支援料 円

再 検 料 円

〈施術情報提供料〉 円

険 〈往療料〉 円

〈施術料等〉 （負傷ヵ所）
ヵ所

整復・固定・施療料 円

後 療 料 円

温 罨 法 料 円
分

冷 罨 法 料 円

電 療 料 円

〈その他〉 円

計 円

① 一 部 負 担 金 円

② 保 険 外 円

合計金額（①＋②） 円

�� � � �

��合計金額����������

住 所

印氏 名

（別紙様式２）

図２
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治療院経営に悩んだらPCC  
9,800円
代引送料税込

不況時代に見るDVD
治療院売上げアップ
フリー（無料）テクニック36

ほとんどお金を使わず治療院の
売上げが上昇するテクニック
36個を厳選。
DVDにして緊急リリース!
ぜひ奥様と一緒に見て下さい!!

成功する治療院経営
1,000円

口コミ本
4,200円

セット販売
4,500円

は
「
療
養
費
」
と
い
う
と
、
柔
整
、
鍼
・
灸
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
が
一
様
に
指
さ
れ

て
い
た
が
、
あ
え
て
「
柔
整
師
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
、「
柔
整
師
の
療
養
費
は
国

民
医
療
費
の
伸
び
率
を
上
回
る
率
で
増
加
し
て

お
り
、
適
正
化
の
必
要
が
あ
る
。
一
部
地
域
の

柔
整
師
に
多
部
位
請
求
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ

が
容
認
さ
れ
て
い
る
た
め
に
統
一
す
る
必
要
が

あ
る
。
柔
整
師
の
療
養
費
の
保
険
給
付
は
、
２

部
位
80
％
、
３
部
位
50
％
く
ら
い
で
よ
い
。
３

部
位
請
求
に
４
部
位
同
様
、
負
傷
理
由
を
報
告

さ
せ
、
給
付
率
を
33
％
に
引
き
下
げ
る
べ
き
。

治
療
に
つ
い
て
は
不
正
請
求
の
疑
念
は
ぬ
ぐ
え

な
い
。
柔
整
師
の
養
成
数
を
管
理
で
き
る
法
制

度
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
養
成
定
員
を

減
ら
す
べ
き
」
な
ど
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
を
呼
び
、「
国
庫
負

担
金
廃
止
」「
部
位
数
制
限
」
や
「
全
部
位
の
負

傷
原
因
記
載
」
な
ど
か
ら
、「
６
月
の
療
養
費
改

定
に
大
幅
に
反
映
さ
れ
る
の
で
は
」「
受
領
委
任

が
廃
止
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
部
位
数
の
制
限
と
逓
減

率
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
、
打
撲
お
よ
び
捻

挫
の
後
療
料
が
30
円
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
で
、
多

部
位
請
求
が
多
い
治
療
院
は
別
に
し
て
大
半
の

接
骨
院
が
売
上
げ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
い

結
果
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

療
養
費
の
改
定
は
、
２
年
に
一
度
の
医
療
費

（
診
療
報
酬
）
の
改
定
と
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ

る
。
社
会
的
・
国
民
的
な
影
響
等
を
考
え
る
と

厚
労
省
が
診
療
報
酬
改
定
に
力
を
注
ぐ
の
は
当

然
で
、国
民
医
療
費
の
１
％
程
度
の
療
養
費
は
、

従
来
か
ら
や
や
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

と
思
う
の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
回
の
療
養
費
改
定
後
、
今
回
改
定
ま
で
の

間
に
政
権
交
代
が
あ
っ
た
。
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
は
「
官
僚
へ
丸
投
げ
の
政
治
か
ら
政
権

党
が
責
任
を
持
つ
政
治
家
主
導
の
政
治
へ
」
と

う
た
っ
て
い
た
が
、そ
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
自
民
党
政
権
下
の
平
成
19

年
10
月
の
国
会
会
期
中
に
、
あ
る
民
主
党
議
員

が
福
田
総
理
（
当
時
）
に
「
療
養
費
の
支
払
金

額
の
総
額
実
績
を
示
さ
れ
た
い
」
と
い
う
質
問

主
意
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は

「
厚
労
省
と
し
て
は
、柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
に
つ
い
て
、
支
払
実
績
等
の
抽
出
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
は
膨
大

な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
把
握
し
て
い
な

い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
現
政
権
下
で
の
事

業
仕
分
け
に
お
い
て
は
「
療
養
費
は
約
３
４
０

０
億
円
」
と
具
体
的
な
金
額
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
「
民
主
党

統
合
医
療
を
普
及
・
促
進
す
る
議
員
の
会
」
の

柔
道
整
復
師
小
委
員
会
で
は
、
柔
整
の
業
界
団

体
の
一
部
と
国
会
議
員
そ
し
て
厚
労
省
の
官
僚

が
出
席
し
た
。
出
席
団
体
の
選
出
方
法
は
と
も

か
く
、
こ
う
い
う
形
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
画
期
的
だ
。

　

そ
の
委
員
会
で
、
拙
速
感
は
あ
る
が
、
出
席

し
た
業
界
団
体
が
提
出
し
た
「
柔
道
整
復
師
業

界
団
体
の
不
正
請
求
に
関
す
る
自
主
規
制
の
提

案
」
の
２
番
目
の
項
目
「
明
細
表
示
の
領
収
書

等
の
発
行
の
義
務
化
お
よ
び
算
定
基
準
に
つ
い

て
」
の
中
で
の
明
細
表
示
の
領
収
書
等
の
発
行

の
義
務
化
が
う
た
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
改

定
で
は
、「
明
細
書
と
領
収
書
」
と
し
て
採
用

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
柔
道
整
復
師
業
界
か
ら
現
況
の
問
題
点
な

ど
の
意
見
や
積
極
的
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
改

定
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
道
筋
が
少
な
か
ら
ず

つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

そ
れ
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
柔
道
整
復
師
業

界
の
個
々
の
思
惑
を
捨
て
大
同
団
結
し
、
意
見

集
約
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

小
委
員
会
の
関
係
者
は「
あ
る
メ
ン
バ
ー
が

療
養
費
改
定
の
少
し
前
、厚
労
省
に
顔
を
出
し
、

今
度
の
改
定
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
訪

ね
た
と
こ
ろ
、『
現
状
維
持
で
す
』と
変
化
を
求

め
な
い
役
人
の
模
範
的
な
答
え
が
返
っ
て
き
た

ら
し
い
。そ
の
人
は
、自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し

た
う
え
で
再
度
つ
く
ら
せ
、今
回
の
改
定
に
な

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
回
の
改
定
で
柔
整
療
養
費
に
力
点
が
置
か

れ
た
理
由
は
、
不
正
請
求
を
め
ぐ
る
一
連
の
マ

ス
コ
ミ
報
道
に
よ
っ
て
世
間
か
ら
注
目
を
集
め

た
と
い
う
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。

　

他
方
の
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
お
よ
び
あ
ん

摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
も
受
領
委
任
、
同

意
書
、
往
療
料
と
施
術
料
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

料
金
設
定
、
施
術
料
は
最
低
賃
金
に
も
満
た
な

い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
方
も
一
刻
も
早
い
小
委
員
会
の
開
催

が
望
ま
れ
る
。

特集①　平成22年療養費改定とその裏側
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1 　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
・
事

業
仕
分
け
で
、
厚
生
労
働
省
担
当
職
員
が
「
柔

道
整
復
師
の
療
養
費
の
伸
び
は
一
般
療
養
費
の

伸
び
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
多
部
位
の

請
求
が
目
立
ち
、
県
に
よ
っ
て
は
（
多
部
位
請

求
が
）
７
割
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
２
割
く
ら
い
し
か
な
い
所
も
あ
り
、
地
域

差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
」
と
評
価
委
員

の
質
問
に
答
え
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。

　

こ
れ
を
受
け
て
か

平
成
22
年
の
療
養
費

の
改
定
で
は
、
３
部

位
目
の
逓
減
率
が

80
％
か
ら
70
％
に
変

更
さ
れ
、
４
部
位
目

か
ら
は
支
給
し
な
い

と
さ
れ
た
。

　

編
集
部
で
は
、
関

東
圏
の
接
骨
院
50
院

と
関
西
圏
の
接
骨
院

50
院
と
に
改
定
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
、

改
定
か
ら
１
カ
月
が

経
過
し
た
6
月
30
日

に
緊
急
電
話
イ
ン
タ

電
話
ア
ン
ケ
ー
ト

柔
道
整
復
療
養
費
改
定
に
よ
る
影
響

関東

　

結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

各
院
の
回
答
は
「
数
字
的
に
は
7
月
初
旬
に

な
ら
な
い
と
正
確
に
は
出
て
こ
な
い
」
と
い
う

前
提
付
き
だ
っ
た
が
、
関
東
圏
は
「
影
響
な

し
」
が
関
西
圏
よ
り
も
13
ポ
イ
ン
ト
多
い
結
果

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
双
方
と
も
に
「
影
響
な

し
」
が
過
半
数
を
占
め
た
。

　

関
東
圏
で
は
、
今
回
の
改
定
で
売
上
げ
が
伸

び
た
と
回
答
す
る
院
が
多
か
っ
た
。
「
3
部
位

ま
で
は
後
療
料
が
30
円
ア
ッ
プ
し
た
の
で
売
上

げ
が
若
干
伸
び
た
」
「
3
部
位
以
上
は
請
求
し

て
い
な
い
の
で
影
響
は
な
い
。
む
し
ろ
売
上
げ

が
上
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
院
を
筆
頭
に
、

「
時
期
や
土
地
柄
の
せ
い
か
若
干
下
降
気
味
だ

が
改
定
の
影
響
は
な
い
と
思
う
」
「
当
院
で

は
影
響
は
な
く
、
知
り
合
い

の
先
生
か
ら
影
響
が
あ
っ
た

と
も
聞
か
な
い
」
が
多
数
だ

っ
た
。
中
に
は
「
影
響
な
し
だ
が
、
今
ま
で
3

部
位
の
負
傷
の
原
因
を
書
く
こ
と
に
慣
れ
て
い

な
い
先
生
に
と
っ
て
面
倒
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
10
％
程
度
の
売
上
げ
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
出
る

よ
う
だ
」
「
保
険
請
求
額
は
若
干
減
少
し
た
か

も
知
れ
な
い
」
と
「
影
響
あ
り
」
と
答
え
た
院

は
少
数
派
だ
っ
た
。
「
保
険
は
少
な
い
の
で
影

響
は
な
い
」
「
う
ち
は
保
険
に
よ
る
治
療
を
し

て
い
な
い
の
で
関
係
が
な
い
」
な
ど
自
費
に
よ

る
治
療
を
中
心
に
し
て
い
る
院
も
多
か
っ
た
。

　

関
西
圏
で
は
、
多
部
位
請
求
を
減
ら
し
た
院

が
多
か
っ
た
こ
と
や
自
費
治
療
を
取
り
入
れ
る

院
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
「
新
聞
報
道
以
来
、

多
部
位
請
求
を
減
じ
て
き
た
の
で
影
響
が
な

い
」
「
３
部
位
目
は
ほ
と
ん
ど
取
っ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
売
上
げ
が
向
上
し
て
い
る
」
「
と

く
に
売
上
に
変
化
な
し
。
療
養
費
改
定
問
題
も

影
響
は
な
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。

　

一
方
で
、
影
響
あ
り
と
答
え
た
院
で
は

「
１
～
２
割
く
ら
い
は
落
ち
て
い
る
」
と

い
う
の
が
平
均
的
だ
っ
た
が
、
「
影
響
は

大
き
い
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
月
額
３
０
０

万
円
以
上
は
下
が
る
見
込
み
」
と
売
上
減

が
突
出
し
て
い
る
院
も
あ
っ
た
。
他
に

「
療
養
費
改
定
と
は
関
係
な
く
、
経
営
は

厳
し
い
」
「
そ
れ
ほ
ど
直
接
影
響
は
受
け

て
い
な
い
と
思
う
が
、
9
月
以
降
の
領
収

書
や
明
細
の
発
行
方
法
や
処
理
の
方
が
も

っ
と
不
安
」
と
い
う
実
態
も
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
。

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
関
西
圏
に
限
定
し
た
の

は
、
２
年
前
の
朝
日
新
聞
で
3
部
位
以
上
の
多

部
位
請
求
が
大
阪
府
、
奈
良
県
、
徳
島
県
の
順

で
、
西
日
本
に
集
中
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
。

　

設
問
は
平
成
22
年
の
柔
道
整
復
療
養
費
の
改

定
で
、
①
売
上
げ
は
影
響
を
受
け
た
か
②
影
響

を
受
け
た
と
す
る
と
ど
の
程
度
だ
っ
た
か
、
の

２
点
に
絞
っ
た
。

関
東
で
８
割
、関
西
で
７
割
弱
が「
影
響
な
い
」

ひーりんぐ28.indd   7 2011/08/14   18:57:02
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人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

〝
言
葉
〟
は
必
須
だ
。
治
療
院
な
ど
、組
織
と
し

て
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
院
内
の

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
意
味
を
理
解
し
て

い
な
い
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
保
ち
続
け
る
こ

と
は
難
し
く
、
結
果
的
に
勝
利
（
目
標
達
成
）

は
得
ら
れ
な
い
。
技
術
的
な
指
導
と
は
別
に
、

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
勝
利
に
導
く
た
め
の
会
話

法
の
１
つ
の
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」（Pep Talk

）

が
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
、
試
合
に
臨
む
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

励
ま
す
た
め
に
監
督
や
指
導
者
が
使
っ
た
「
短

い
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
だ
っ
た
が
、
現
在
で

は
「
語
学
」
と
「
心
理
学
」
の
分
析
も
進
ん
で

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン

（A
ffirm

ation
＝
自
分
に
対
し
て
意
識
的
に
前

向
き
な
言
葉
を
言
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

意
識
や
心
の
あ
り
方
を
変
え
て
、
自
分
の
望
む

方
向
に
進
ん
で
行
く
と
い
う
方
法
）
な
ど
と
と

も
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
営
業
研
修
や
Ｉ
Ｔ
技
術

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
、
経
営
向
上
の
た

め
の
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
わ
け
だ
が
、
日
本
国

内
で
理
論
体
系
を
確
立
し
た
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
の
岩
﨑
由
純
氏
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
う
か
が
っ
た
。
同
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を

生
か
し
て
日
本
で
初
め
て
「
プ
ロ
契
約
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ

ツ
」で
23
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
以
後
、

短時間で効果絶大の〝ペップトーク〟

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

経
営
に
も
十
分
に
活
用
で
き
る

　

前
述
し
た
よ
う
に
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
は
、
試

合
前
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
し
て
監
督
や
コ
ー

チ
が
行
う
、
短
く
て
（
２
～
３
分
）
分
か
り
や

す
く
て
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ

ー
チ
が
も
と
も
と
の
定
義
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
コ
ー
チ
ン
グ
の
技
術

が
拡
が
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
普
及
し
て

い
る
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
が
な
ぜ
日
本
で
拡
が
ら
な

い
の
か
疑
問
だ
。
本
気
に
な
っ
て
戦
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
面
で
は
肯
定
的
な
言
葉
を
選

び
、
選
手
を
励
ま
し
て
最
大
限
の
能
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
重
要
」
と
岩
﨑
氏
は
語
る
。
指
導

者
に
と
っ
て
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
は
不
可
欠
の
条
件

な
の
だ
と
指
摘
す
る
。

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
（
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に

よ
っ
て
、
①
選
手
の
気
持
ち
を
鼓
舞
し
、
確
実

に
実
力
を
出
し
切
る
②
チ
ー
ム
全
体
の
士
気
を

上
げ
、
気
力
、
集
中
力
を
持
続
さ
せ
勝
利
へ
導

く
―
―
と
い
う
効
果
が
得
ら
れ
る
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指
導
者
へ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
最
短
コ
ー

ス
を
歩
む
た
め
に
は
、
絶
対
必
要
だ
。

　

岩
﨑
氏
は
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
＆
ア
フ
ァ
メ
ー
シ

ョ
ン
が
企
業
経
営
や
組
織
運
営
に
も
十
分
に
活

用
で
き
る
と
言
う
。

　
「
必
ず
売
れ
る
」
と
い
う
確
信
を
も
っ
た
社

員
と
「
本
当
に
売
れ
る
の
か
な
ぁ
？
」
と
疑
心

暗
鬼
な
社
員
と
で
は
、
明
ら
か
に
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
結
果
（
レ
ベ
ル
）
が
違
っ
て
く
る
か
ら

だ
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
＆
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ

ン
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
対
象
に
開
発
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
「
即
効
性
」
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
点

だ
。

Ａ
Ｔ
は
ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー

　

岩
﨑
氏
は
日
本
の
体
育
会
系
の
縦
社
会
の
序

列
を
自
ら
経
験
し
、
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年

に
米
国
シ
ラ
キ
ュ
ー
ズ
大
学
に
留
学
し
た
。
と

こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
実
力
に
よ
る
さ
ら
に
厳

し
い
序
列
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
社
会
的

に
地
位
が
高
く
、
大
き
な
尊
敬
を
受
け
な
が
ら

選
手
を
ま
と
め
る
立
場
の
監
督
や
コ
ー
チ
が
試

合
前
に
選
ぶ
言
葉
に
は
、
非
常
に
重
み
が
あ
り

ま
す
」
と
し
、
そ
れ
が
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
は
渡
米
し
て
１
年
く

ら
い
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
同
大
の
大

学
院
に
通
い
な
が
ら
、
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ

ー
ナ
ー
（
Ａ
Ｔ
）
の
認
定
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
教
科
、
実
習
を
学
び
、
昭
和
60
（
１
９
８

５
）
年
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　
「
現
在
行
っ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は〝
ド
リ
ー

ム
サ
ポ
ー
タ
ー
〟、
す
な
わ
ち
誰
か
の
夢
を
実

現
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
正
し
い

言
葉
遣
い
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
教
え
て
い
ま
す
」
と
岩
﨑
氏
は
話

す
。

　

帰
国
後
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
か
ら
24
年

アスレティックトレーナー　岩﨑由純氏
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期間限定で治療院集客必携DVDを無料でお手元にお届けします｡
・新たなテクニックをセミナーで習得して次にすることは？
・患者さんがあなたの施術院にくる３つの理由とは？
・先生が明確にしなければいけないことは？
・ベルカイロプラクティックの「利便性、親和性、品質性」について
・有効な紹介制度を確立する。
・３つのコースと今までにない会員制度
・まずはあなたの施術院がとるべき５つの行動とは？

完全無
料 !!

先着300名様
限り

　　　　　　実は…無料でお渡しする様な
内容ではありません｡２時間弱のDVDです。
　　　　　　実は…無料でお渡しする様な
内容ではありません｡２時間弱のDVDです。

　　　　　　　　　―鈴木直之プロフィール―
1965 年　長野県生まれ、祖父は鍼灸自然療法事で、父はカイロプラクターという
　　　　  ３代に渡る手技療法一家。
1989 年　明治大学経営学部卒
1997 年　村上整体学校卒業。 ※卒業を待たずにべルカイロプラクティックを開業。
1998 年　開業一年目で月商 100 万円達成 !!
2006 年　筋膜施術をしながら無料腰痛撲滅運動を開催。3ケ月闇毎週一回、
　　　　  ３時闇で毎回 50 人以上を施術。筋膜の施術法を確固たるものとする。
2007 年　筋膜施術などの手技と卓越したダイエット理論で、ダイエットセミナー
　　　　  を開演。理論を実践したセミナー受講者が 7キロやせる。
2010 年　５月、この不況下に最高売り上げを達成！！講師：鈴木直之

無料DVDのお申し込みはこちら ⇒ FAX:072-463-1441【24時間受付中】

お名前（必須）
〒ご住所（必須）

フリガナ（必須）

TEL（必須）MAIL（必須） @
治療院経営サポートドットコム （株）カイロベーシック 〒598-0054 大阪府泉佐野市栄町8-1 メゾンドフルール２階Ｂ

実は…無料でお渡しする様な内容でありません。しっかり内容が詰まった、本来は
２万円前後で販売できる治療院経営セミナーDVDです。しかし、この不況下で、
たくさんの真面目で勤勉な先生が廃業していることを受け、緊急で｢無料｣とさせて
頂きました。ただ、この無料にも限界がございます。よって､８月31日までの期間
までとし､限定300本とさせて頂きます｡９月１日から正規の料金で販売となります
ので、無料の今のうちにお申し込み下さい。  ※配送料なども全て完全無料です。
ただ、治療院経営にご興味のない先生はお申し込みをお控え頂ければ幸いです。

短時間で効果絶大の〝ペップトーク〟

間
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
を
務
め
、
昨
年

チ
ー
ム
を
離
れ
た
。

こ
れ
ま
で
夢
中
で
チ

ー
ム
の
こ
と
ば
か
り

を
考
え
て
い
た
岩
﨑

氏
が
、
退
職
後
改
め

て
ト
レ
ー
ナ
ー
界
を

見
て
み
る
と
、
資
格

を
持
ち
な
が
ら
テ
ー

ピ
ン
グ
も
満
足
に
巻

け
な
い
ト
レ
ー
ナ
ー

が
い
た
り
、
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
が
で
き
な
い

監
督
や
コ
ー
チ
が
い

る
こ
と
、
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
が
で
き
な
い
選

手
や
そ
の
両
親
が
い

る
こ
と
な
ど
を
知
り
、
驚
い

た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
」
と
い
う
思
い
で
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
の
普
及
に
動
き
始
め

た
。

　

岩
﨑
氏
が
理
事
を
務
め
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ル
ド
・
ア

ス
リ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ

ー
）
は
、
選
手
の
支
援
を
目

的
に
昨
年
設
立
さ
れ
た
。
確

定
申
告
の
指
導
の
よ
う
な
経

済
的
な
支
援
や
、
適
切
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

う
と
い
う
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
対
応
、
さ
ら
に
は

引
退
後
の
生
活
設
計
な
ど
の
支
援
活
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、
岩
﨑
氏
は
そ
の
中
で
指
導
者
を

対
象
に
し
た
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
指
導
を
主
に
行

っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
リ
ー
ダ
ー
の
条
件

　　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
双
方
の
聞
く
力

と
話
す
力
が
必
要
」
岩
﨑
氏
は
言
う
。
た
と
え

ば
治
療
院
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
院
長
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
を
聞
き
と
り
患
者
さ
ん
に
行
動

を
起
こ
す
。
人
と
接
す
る
職
業
で
あ
れ
ば
必
ず

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
と
な
る
。 

　

Ｎ
Ｆ
Ｌ
や
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
に
、
監
督
・
コ
ー

チ
よ
り
も
年
俸
・
人
気
・
実
力
の
あ
る
ス
タ
ー

選
手
た
ち
を
ま
と
め
て
、
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導

く
た
め
に
は
、日
本
の
よ
う
に
「
上
か
ら
目
線
」

で
指
示
・
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
選
手
ひ
と
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り
ひ
と
り
が
持
つ
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
せ

る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
「
私
が
い
た
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
、
選
手

は
時
に
は
ケ
ガ
人
や
病
人
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
状
態
に
応
じ
て
話
し
方
も
話
し
か
け

る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
当
然
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
共
通
す
る
考
え
方
と
し
て
、
医
療
の
現

場
に
お
け
る
ム
ン
ト
テ
ラ
ピ
ー
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

ケ
ア
は
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
っ

た
と
き
に
学
び
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ア
ス
リ
ー
ト
達
は
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
個
性
的
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と

っ
て
何
が
〝
普
通
〟
な
の
か
を
聞
き
取
る
傾
聴

力
が
必
要
で
す
」。

　

現
在
、
よ
り
効
果
的
に
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
成

功
さ
せ
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ

う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
成
功
の
科
学
と
心
理
学
（
思
考
は
現
実
化

す
る
）

　

②
言
葉
の
科
学
と
心
理
学
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

単
語
や
会
話
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
導
き
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
単
語
や
会
話
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

結
果
を
導
く
）

　

③
教
育
の
科
学
と
心
理
学（「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン

効
果
」
と
「
ゴ
ー
レ
ム
効
果
」
の
よ
う
に
、
期

待
さ
れ
る
と
人
は
伸
び
る
）

　

④
治
療
の
科
学
と
心
理
学
（「
催
眠
療
法
」
や

「
プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
」で
実
証
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
自
己
暗
示
が
好
結
果
に
繋
が
る
）

　

⑤
興
奮
の
科
学
と
心
理
学
（
興
奮
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
「
逆
Ｕ
字
曲
線
」
で
解
明
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
人
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
適
度
な
緊
張
・
興
奮
が
必
要
）

　

⑥
話
法
の
科
学
と
心
理
学
（
メ
ラ
ビ
ア
ン
効

果
と
呼
ば
れ
る
、
人
が
曖
昧
な
会
話
か
ら
情
報

を
得
る
場
合
、
言
語
そ
の
も
の
の
情
報
よ
り
も

視
覚
や
聴
覚
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
多
い
と
い

う
研
究
結
果
）

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
で
効
果
を
得
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
研
究
し
た
結
果
、
多
く

の
共
通
点
は
、「
よ
い
イ
メ
ー
ジ
は
よ
い
結
果
を

も
た
ら
す
」「
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
悪
い
結

果
を
招
く
」
こ
と
だ
。
ど
の
よ
う
に
し
て
「
よ

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
か
」
を
色
々
な
側
面

か
ら
研
究
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
使
う
こ
と
が
条
件

　

監
督
や
コ
ー
チ
が
選
手
た
ち
に
伝
え
る
〝
送

り
出
し
〟
の
言
葉
で
、
必
ず
プ
ラ
ス
思
考
で
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
単
語
で
構
成
さ
れ
る
。

　
「
今
か
ら
試
合
だ
と
い
う
と
き
に
余
計
な
イ

メ
ー
ジ
を
描
か
せ
な
い
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
描

か
せ
る
こ
と
が
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
岩
﨑
氏
。

　
「『
負
け
る
な
』『
ミ
ス
す
る
な
』
と
い
う
言
葉

は
、潜
在
意
識
に
『
負
け
る
か
も
』『
ミ
ス
し
ち

ゃ
う
か
も
』
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
反
応
を
与
え

て
し
ま
う
の
で
、『
勝
っ
て
こ
い
』『
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
だ
』
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
単
語
を
使
う

必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

し
か
し
、
現
実
に
プ
レ
ー
す
る
の
は
指
導
者

で
は
な
く
選
手
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
は
選
手
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の「
助
言
」

で
し
か
な
い
。 

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
最
も

大
切
な
こ
と
は
、
目
標
・
目
的
と
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
し
、
成
功
の
イ

メ
ー
ジ
を
共
通
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。 　

　

常
日
頃
か
ら
、
選
手
が
最
大
限
の
能
力
を
発

揮
す
る
た
め
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
キ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
」、そ
し
て
「
成
功
イ
メ
ー
ジ
」
を
植

え
つ
け
て
お
く
こ
と
で
、
最
終
的
に
ペ
ッ
プ
ト

ー
ク
が
選
手
の
成
功
へ
の
道
標
と
な
る
。

誰
に
で
も
な
れ
る
ペ
ッ
プ
ト
ー
カ
ー

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
は
ト
ッ
プ
の
人
間
が
自
分

の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
、「
自
分
が
描
い
て
い
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
て
い
る
相
手
の
頭
の
中
に
描

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
正
解
」
と
岩
﨑
氏
は
言

う
。

　
「
負
け
る
な
」「
ミ
ス
す
る
な
」
と
い
う
言
葉

は
、
潜
在
意
識
に
「
負
け
る
か
も
」「
ミ
ス
し

ち
ゃ
う
か
も
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
反
応
を
与

え
て
し
ま
う
の
で
、「
勝
っ
て
こ
い
」「
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
だ
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
単
語
を
使

う
。
選
手
に
勝
つ
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
い

の
に
「
負
け
れ
ば
グ
ラ
ン
ド
20
周
だ
」
と
監
督

が
言
え
ば
、
選
手
の
頭
の
中
に
は
勝
つ
こ
と
で

は
な
く
グ
ラ
ン
ド
を
20
周
し
て
い
る
自
分
の
姿

が
描
か
れ
て
し
ま
う
。
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
の

Ｐ
Ｋ
で
「
前
に
向
か
っ
て
蹴
る
だ
け
で
い
い
。

お
前
は
そ
れ
が
で
き
る
選
手
だ
！
」
な
ど
、「
成

功
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
か
せ
た
け
れ
ば
一
切
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
は
使
わ
な
い
こ
と
が
鉄
則
」
と

岩
﨑
氏
は
指
摘
す
る
。

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
カ
ー
と
し
て
、
選
手
に
信
頼
さ

れ
、ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

①D
irector

（
演
出
家
）
②Scenario W

riter

（
脚
本
家
）
③A

ctor

（
俳
優
）
―
―
な
ど
の
側

面
も
求
め
ら
れ
る
。

　

演
出
家
的
要
素
と
し
て
は
、
選
手
や
チ
ー

ム
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握
し
、
目
的
・
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役
会
協

せ
わ
合
い
問
お

目
標
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
求
め
ら

れ
る
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
環
境
を
準
備
す

る
。
脚
本
家
的
に
は
、
選
手
や
チ
ー
ム

の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
選

手
の
気
持
ち
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
し
、
戦

う
勇
気
・
闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
勝
利

を
確
信
さ
せ
る
た
め
に
「
魂
を
ゆ
さ
ぶ

る
」
ス
ピ
ー
チ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
。 

　

ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
人

は
言
葉
の
持
つ
意
味
を
理
解
す
る
の
は

「
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
」
は
約
７
％
に

過
ぎ
ず
、
残
り
93
％
は
、
話
す
ス
ピ
ー

ド
や
口
調
・
語
調
な
ど
の
「
言
語
表
現
」

と
顔
の
表
情
や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
・
ボ

デ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
「
非
言
語

表
現
」
か
ら
得
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
選
手
の
心
を
掴
み
、
選
手
の
脳
裏

に
焼
き
付
け
る
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
行
う

た
め
に
は
迫
真
の
演
技
が
で
き
る
名
俳

優
で
あ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
元
日
本
代
表
監
督
の

オ
フ
ト
氏
が
、
宿
敵
を
迎
え
た
大
一
番
の
戦
い

の
前
に
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
、
相
手
国
の
メ

ン
バ
ー
表
を
ひ
き
ち
ぎ
り
、「
こ
ん
な
も
の
は
忘

れ
て
、
目
の
前
の
敵
だ
け
を
潰
せ
」
と
ゲ
キ
を

飛
ば
し
た
話
な
ど
が
有
名
だ
が
、
オ
ー
バ
ー
な

ア
ク
シ
ョ
ン
も
時
に
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

医
療
現
場
に
も
応
用
を

　

最
後
に
岩
﨑
氏
は
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
現
在
の
指
導
者
が
言
葉
遣
い
を
改
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。戦
略
・
戦
術
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
思

い
を
選
手
達
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
を
も
う
少
し
勉
強
さ
れ
た
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
は
も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ

の
試
合
直
前
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ま
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
文
化
活
動
、
さ
ら

に
は
医
療
現
場
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
〝
本

番
〟
を
迎
え
る
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
成
功
の
イ
メ

ー
ジ
を
描
か
す
手
段
と
し
て
広
く
普
及
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
よ
く
言
わ
れ
る
プ
ラ

ス
思
考
と
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
と
い
う

考
え
方
に
も
共
通
す
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
い
う
切
り
口
で
拡
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

監
督
・
コ
ー
チ
と
選
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
院
長
・
経
営
者
と
ス
タ
ッ
フ
（
ま

た
は
患
者
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
置

き
換
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

経
営
者
側
か
ら
「
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
」「
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
が
理

解
で
き
な
い
」「
自
分
の
思
い
（
考
え
）
が
患
者

に
伝
わ
ら
な
い
」、
あ
る
い
は
ス
タ
ッ
フ
の
立

場
か
ら
、「
院
長
の
言
っ
て
い
る
こ
と
や
気
持

ち
が
理
解
で
き
な
い
」「
自
分
の
思
い
（
考
え
）

が
経
営
者
に
伝
わ
ら
な
い
」
な
ど
、
思
い
当
た

る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
い
う
治
療
院
で
は
、
多
く
の
指
導
者
が

取
り
入
れ
、
実
践
し
て
き
た
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
解
決
の

糸
口
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

◇　

◇　

◇

　

現
在
、（
Ｗ
Ａ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー
）
で
は
、
正

し
い
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
を

開
設
し
て
い
る
。
講
座
の
予
定
な
ど
問
い
合
わ

せ
は
左
記
へ
。

　

Ｗ
Ａ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
03
─
６
３
８

０
─
８
４
１
５
）

　

U
R

L:http://w
w

w
.w

ac-academ
y.org

　岩﨑氏の「ペップトーク体感セミナー」などでよく紹介される映
画『ミラクル』（Miracle：2004 年、アメリカ、ギャヴィン・オコナ
ー監督）の１コマ。
　1980 年のレイクプラシッド冬季オリンピックでの実話。それま
で世界最強で無敗のソビエト代表チームに対して、アメリカは寄せ
集めの大学生チームで勝ちあがり準決勝で対戦する。その試合前の
ロッカールームでカート・ラッセルが演じるハーブ・ブルックス監
督のペップトーク。

「偉大な瞬間は偉大なチャンスから生まれる。お前達のチャンスは今
夜だ。
それをその手で掴み取ったんだ。
１試合だ。10 試合戦えばソ連が９回勝つだろうが、この１試合は、
今日は違う。
今夜は敵と肩を並べ、とことん喰らいついていく。
そして完全に封じ込めるんだ。必ずできる。
今夜は俺達が世界で最も偉大なチームだ。
お前達はホッケーをやるために生まれてきた。今夜お前達がここに
来たのは運命だ。
その時が来たぞ。
ソ連の時代は終わった。もういいだろう。いい加減、聞き飽きた。
どこへ行ってもソ連は凄いという話ばかり聞かされ続けて、もう古
い。
時代はお前達のものだ。
必ず奪い取って来い！」

　このペップトーク終了と同時に選手たちが一斉にロッカールーム
を飛び出していく。
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特
集
③  

治
療
家
が
と
っ
て
お
き
た
い
も
う
ひ
と
つ
の
資
格

健
康
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で

差
別
化
が
図
れ
る
こ
と
が
人
気
の
要
因

　

最
近
、
治
療
院
に
訪
れ
る
患
者
か
ら
の
健
康
相
談
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。
ス
ト
レ
ス

社
会
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
に
な
っ
て
健
康
に
漠
然
と
し
た
不
安

を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
。
ど
こ
が
痛
い
な
ど
と
具
体
的
で
は
な
い
た
め
、
病
院
に
も
行

か
な
い
。
医
療
関
連
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
患
者
は
何
で
も
聞
い
て
く
る
。
そ
の
問
い
か
け

に
答
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
よ
っ
て
患
者
か
ら
費
用
を
い
た

だ
く
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
治
療
院
で
は
、
患
者
の
健
康
全
般
に
対
す
る
疑

問
に
答
え
て
い
る
う
ち
に
、
「
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
増
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
患
者
さ
ん
に
限
っ
て
知
人
を
紹
介
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
も
…
…
。
つ
ま
り
、
お
金
は
取
れ
な
い
け
ど
増
患
に
役

立
つ
わ
け
だ
。
し
か
し
、
そ
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
は
ず
。

そ
こ
で
今
、
予
防
医
学
と
い
う
観
点
で
の
資
格
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
健

康
管
理
士
だ
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
成
人
病
予
防
協
会
の
安
村
禮
子
専
務

理
事
と
渡
辺
芳
久
渉
外
部
課
長
の
お
二
人
に
、
そ
の
役
割
、
資
格
取
得
の
メ
リ
ッ

ト
、
治
療
院
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

　

健
康
管
理
士
の
資
格
は
、
健
康
社
会
の
実
現

を
目
的
に
掲
げ
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
に
認

定
さ
れ
た
。

　
「
認
定
当
時
は
医
療
関
係
者
に
さ
え
予
防
医

学
と
い
う
概
念
は
な
く
、
国
民
は
病
気
に
な
っ

た
ら
病
院
に
行
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
時
代

で
し
た
。
し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
の
社

会
変
化
を
背
景
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
正
し
い
健
康
管
理
の
知
識
を
持

つ
指
導
者
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
」
と
安
村
氏
は
言
う
。

　

健
康
管
理
士
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
や
は
り
高
齢
社
会
の
到
来
と
い

う
社
会
的
な
背
景
が
あ
る
。
高
齢
社
会
に
よ
っ

て
、
疾
病
の
増
加
、
個
人
と
社
会
の
医
療
費
に

か
か
わ
る
負
担
増
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
時
代
、
国
民
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
、
年

齢
･
性
別
に
お
け
る
健
康
リ
ス
ク
の
多
様
化
―

―
な
ど
に
よ
り
年
齢
、
性
別
、
生
活
習
慣
に
合

わ
せ
た
適
切
な
健
康
管
理
指
導
が
で
き
る
人
材

が
、
嘱
望
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
５
～
６
年
前
ま
で
は
、
運
動
・
栄
養
・
休

養
が
予
防
の
３
本
柱
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
は
国
民
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
生

き
が
い
や
仲
間
作
り
な
ど
も
健
康
を
維
持
す
る

健
康
管
理
士
が

期
待
さ
れ
る
理
由

ひーりんぐ28.indd   12 2011/08/14   18:57:19
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書籍＆DVDプレゼントのお知らせ
●１日１０人くらいの施術で“体力・経営”の限界を感じている…。
●“新患獲得”ができなくて将来に不安を感じている…。
●“スタッフ育成”に時間がかかっている…。

■そんな不安や悩みを解消しませんか？
この書籍とDVDには全国 120 店舗
（１店舗平均月間売上 100 万円超）の
ノウハウが詰まっています。

【プレゼントのお申し込みは今すぐ！】
氏名・院名・電話・ＦＡＸ・住所を記載の上、
メールかＦＡＸで申込受付。
mail：toyo1@toyo-care.com
FAX：03-6662-6243
mail：toyo1@toyo-care.com
FAX：03-6662-6243

私たちのやり方なら､施術スタッフ１人で
１日１０万円以上の施術収入が可能です！

｢技術体験セミナー｣も
毎月開催中 !!

詳細はＨＰで！今すぐアクセス！
http://www.kaifukuschool.com/

【プレゼントの内容はDVDと､以下の書籍の内いずれか 1冊になります】

っ
た
り
、
子
供
と
お
母
さ
ん
に
対
し
て

食
育
に
関
わ
る
講
座
を
設
け
る
な
ど
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
年
齢
、
性
別
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
指
導
が
必
要
で

す
」
と
安
村
氏
は
言
う
。
き
め
細
か
い

指
導
の
担
い
手
と
し
て
健
康
管
理
士
が

期
待
さ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

加
え
て
、
治
療
家
が
健
康
管
理
士
一

般
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
定
期
的

に
健
康
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
施

術
後
の
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

∃
ン
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
お
客
様

に
安
心
感
を
与
え
、
そ
の
後
の
リ
ピ
ー

ト
、
紹
介
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

患
者
に
合
わ
せ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
、
生
活
習
慣
を
把
握
し
て
疾
病
予
防

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
栄
養
・
運
動
・
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
環
境
等
の
指
導
を
行
う
こ
と
は
、

施
術
の
効
果
を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
顧
客
満

足
度
を
大
き
く
向
上
さ
せ
、
他
院
と
差
別
化
を

図
る
大
切
な
要
素
に
な
る
。

　
「
た
と
え
ば
接
骨
院
で
胸
椎
に
問
題
が
見
つ

け
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
た
め
に
発
症
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
に
つ
い

て
、
正
し
い
説
明
や
適
切
な
食
事
指
導
が
で
き

る
か
ど
う
か
で
患
者
さ
ん
の
満
足
度
は
大
き
く

変
わ
る
」
と
渡
辺
氏
は
指
摘
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
健
康
管
理
士
の
正
し
い
知
識
に

も
と
づ
い
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
、
患
者
と
の

信
頼
関
係
を
高
め
、
そ
の
結
果
が
リ
ピ
ー
ト
・

紹
介
の
増
加
、
さ
ら
に
売
上
の
向
上
に
繋
が
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

大
切
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
ま
で

視
野
に
入
れ
た
指
導
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」（
安
村
氏
）。

　

わ
が
国
で
は
生
活
習
慣
病
が
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
治
療
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん

の
中
に
も
、
生
活
習
慣
病
を
す
で
に
抱
え
て
い

る
方
や
予
備
軍
の
方
が
非
常
に
多
い
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
生
活
習
慣
病
は
年
齢
・
性
別
・
生

活
習
慣
に
併
せ
た
指
導
が
必
要
だ
が
、
そ
の
た

め
に
は
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
、
正
し
い

知
識
が
必
要
に
な
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
中
高
年
の
方
を
対
象
と
し
て

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
講
演
を
行

資
格
取
得
の
メ
リ
ッ
ト

　

健
康
管
理
士
の
資
格
認
定
試
験
は
、
東
京
、

大
阪
は
年
3
回
、
そ
の
他
、
札
幌
、
仙
台
、
名

古
屋
、
福
岡
、
沖
縄
で
も
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
講
座
は
、
目
安
４
カ
月
の
通
信
教
育
だ

が
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
通
学
コ
ー
ス
も
あ
る
。
通

学
コ
ー
ス
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
全
４
回
、
土
日

を
利
用
し
た
集
中
コ
ー
ス
で
、
テ
キ
ス
ト
の
学

習
だ
け
で
な
く
現
場
で
役
立
つ
知
識
の
内
容
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
。
「
接
骨
院
な
ど
で
勤
務
中

の
方
で
も
、
テ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
ま

す
が
短
期
間
で
取
得
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば

1
カ
月
で
と
る
こ
と
も
可
能
で
す
」
（
渡
辺

氏
）
。

　

受
験
者
数
は
東
京
、
大
阪
の
場
合
、
１
回
の

受
験
者
が
約
３
０
０
～
５
０
０
人
、
全
国
で
は

年
間
４
０
０
０
～
５
０
０
０
人
に
上
る
。
受
験

者
は
健
康
に
関
わ
る
従
事
者
が
多
く
、
柔
道
整

復
師
、
鍼
灸
師
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
分
か
り
や
す
い

テ
キ
ス
ト
は
資
格
取
得
後
も
ご
自
分
の
バ
イ
ブ

安
村
専
務
理
事

特集③ 治療家がとっておきたいもう１つの資格
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ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
か
た
も
い
ま
す
。
ま

た
合
格
ラ
イ
ン
は
6
割
以
上
で
す
が
、
落
と
す

た
め
の
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も

資
格
を
取
得
し
た
あ
と
、
社
会
の
実
践
の
場
で

大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
渡
辺
氏
）。

　

現
在
、
健
康
管
理
士
の
有
資
格
者
は
全
国
で

約
５
万
５
０
０
０
人
だ
が
、
そ
の
う
ち
整
体
・

接
骨
関
係
が
１
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
受
験
対
策
講
座

は
、
健
康
関
連
で
は
唯
一
、
厚
生
労
働
大
臣
指

定
講
座
と
な
っ
て
い
る
た
め
内
容
に
関
す
る
信

頼
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
看
護
師
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
・
福
祉
・

介
護
関
係
職
種
の
方
も
数
多
く
受
験
さ
れ
て
い

ま
す
。
整
体
・
接
骨
等
の
治
療
院
で
も
正
し
い

知
識
を
も
と
に
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
信
頼
は
高
ま

り
、他
院
と
の
差
別
化
が
図
れ
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
に
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
中
で
、
施
術

だ
け
で
な
く
新
た
な
健
康
指
導
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
リ
ピ
ー
ト
率
も
上
が
り
売
上
げ
に

繋
が
っ
た
と
い
う
事
例
を
聞
い
て
い
ま
す
。
養

成
校
の
指
導
者
の
薦
め
に
よ
る
受
験
者
も
増
え

て
い
ま
す
」
と
渡
辺
氏
は
話
す
。

　
「
専
門
学
校
関
係
で
は
、受
験
者
が
30
人
以
上

集
ま
れ
ば
独
自
試
験
の
開
催
が
可
能
で
す
。
独

自
試
験
の
前
に
、
ご
希
望
に
よ
り
試
験
合
格
対

策
講
座
（
勉
強
会
）
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
各
校
の
授
業
ス
タ
ー
ト
時
（
ガ
イ
ダ

ン
ス
）
に
『
健
康
管
理
士
の
果
た
す
役
割
』
の

講
義
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
」
と
の
こ

と
で
、
認
定
講
座
の
開
催
件
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
最
近
で
は
年
間
50
回
を
超
す
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。

　

資
格
取
得
後
に
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
現
場

で
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
予
防
普
及
の
た
め

に
各
地
で
講
演
会
活
動
を
展
開
し
て
い
る
資
格

者
も
増
え
て
い
る
と
渡
辺
氏
は
話
す
。
「
企
業

関
係
者
の
方
で
も
地
域
で
健
康
相
談
や
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

有
資
格
者

10
万
人
を
目
指
す

テキスト１　健康管理学
第１章　健康の概念
第２章　保健統計と疫学
第３章　ライフスタイルと健康づくり運動
第４章　健康なときの心掛け
第５章　上手な医療施設の選び方
テキスト２　生活習慣病の基礎知識
第１章　生活習慣病についての知識
第２章　がん
第３章　メタボリックシンドローム
第４章　糖尿病
第５章　脂質異常症
第６章　高血圧
第７章　動脈硬化
第８章　虚血性心疾患
第９章　脳血管疾患
第 10 章　高尿酸血症・痛風
第 11 章　肝臓病
第 12 章　アレルギー
第 13 章　骨粗しょう症
テキスト３　心の健康管理
第１章　健康管理士一般指導員の心構え
第２章メンタルヘルス
第３章　ストレス
第４章　ストレスがもたらす病
第５章　年代における心の病気
第６章　ストレスの解消法

第７章　心身医学とは
テキスト４　生活を守る栄養学
第１章　栄養と健康
第２章　栄養素と食事摂取基準第３章代謝のしくみ
第４章　年代別の栄養
第５章　病気と栄養
第６章　食育
第７章　健康食品
第８章　食の安全
テキスト５　生活環境と健康
第１章　人体と環境
第２章　物理環境と健康
第３章　環境問題と健康
第４章　地球規模での環境問題と健康
第５章　環境保全
健康管理の進め方
第１章　健康管理の方法
第２章　地域社会における健康管理活動
第３章　母子の健康管理活動
第４章　学校における健康管理活動
第５章　職場における健康管理活動
第６章　高齢者の健康管理活動
テキスト６　身体を守る健康知識
第１章　介護法
第２章　体を守る薬剤学第３章東洋医学
第４章　運動と健康
第５章　救急蘇生法

あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。
日
常
、
患
者
さ
ん
が

多
く
十
分
な
受
け
答
え
が
で
き
な
い
よ
う
な
治

療
院
で
は
、
希
望
す
る
患
者
さ
ん
を
集
め
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
取
得
し
た
資
格
の
応

用
は
幅
広
い
。　

　

健
康
管
理
士
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
た
い
と
い

う
同
協
会
。

　
「
知
識
が
な
け
れ
ば
正
し
い
疾
病
予
防
は
で

テキストには、食・ストレス・運動・メタボ・病気の知識などがわか
りやすく紹介されていて、無理なく学習できる。
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　日本で最も古い伝統を誇る全日本オステオパシー協会が設立 40周年記念に

「正統なオステオパシー」を東京池袋駅前で開校。

全日本オステオパシー学院
～２年制で土日編成　　　　短期で高技術を習得できる～
医系国家資格取得者のための臨床対応卒後教育専門学院です

http://www.ajso.co.jp/（学院専用）

土曜 15 ～ 20:30 時
日曜　　9 ～ 17 時

全日本オステオパシー協会事務局

’11年度
４月生
 募集！
オープン教室
面接日
９月 ５日
毎週
日曜日

[ 全日本オステオパシー協会 ]
  新会員募集　随時受付
 ( 有資格者 )
国際認定資格ＭＲＯ (Ｊ )の受験資格
者を養成しています。

・東京支部　tel.fax 03-3427-8807
・京都支部　tel 0584-23-1447／fax 0584-23-3299
・名古屋支部　tel 0566-52-0080／fax 0566-52-3823
   (東京･京都･名古屋支部のみ一般有資格者参加可)
・北陸支部　tel.fax 076-286-5725
・北海道支部　 tel.fax 01464-3-3681
・長野支部　tel.fax 026-295-3302

〒156-0054 東京都世田谷区桜丘２-21-８-101
HP:www.alljapan-osteo.net    Tel&Fax  03-3427-8807

支
部
連
絡
先

き
ま
せ
ん
。
今
年
、
42
歳
の
知
人
が
心
筋
梗
塞

で
他
界
し
ま
し
た
が
、
も
し
そ
の
前
触
れ
が
分

か
っ
て
い
た
ら
、
早
期
に
何
ら
か
の
対
応
が
で

き
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
同
様
の
例
と
し

て
、
49
歳
の
経
営
者
の
方
が
、
高
血
圧
で
上
が

２
０
０
前
後
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頭
痛

を
訴
え
る
ま
で
病
院
へ
の
受
診
を
怠
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、脳
卒
中
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
年
健
康
診
断
を
受
け
る
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
結
果
か
ら
何
を
読
み
と
る
か
が
と

て
も
重
要
で
す
。
重
篤
な
症
状
に
な
る
前
に
受

診
し
て
お
け
ば
助
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
日
常
の
食
生
活
を

ど
う
改
善
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う
時
で
も
、
正

し
い
知
識
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
」。

　
「
現
在
は
有
資
格
者
５
万
５
０
０
０
人
で
す

が
、
健
康
社
会
実
現
の
た
め
に
、
ま
ず
は
10
万

人
を
目
指
し
将
来
的
に
は
ご
家
庭
に
一
人
は
健

康
管
理
士
が
い
て
ほ
し
い
」と
安
村
氏
は
言
う
。

　

渡
辺
氏
は
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、
「
全
国

各
地
に
資
格
者
を
配
し
て
予
防
を
推
進
す
る
と

い
う
構
想
は
、
埼
玉
県
川
口
市
で
健
康
管
理
士

が
市
職
員
と
同
行
し
て
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

す
る
と
い
う
事
業
と
し
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
」
と
し
、
健
康
管
理
士
と
い
う
資
格
の
重

要
性
が
、
自
治
体
や
行
政
に
認
識
さ
れ
始
め
た

ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

講
座
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
お
よ
そ
２

年
で
改
訂
し
常
に
新
し
い
内
容
に
更
新
し
て
い

る
。
ま
た
、
資
格
取
得
後
は
協
会
の
発
行
す
る

「
ほ
す
ぴ
」
と
い
う
会
報
を
通
じ
て
、
健
康
指

導
に
関
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｍ
な
ど
の
最
新
情
報
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
。

　
「
多
く
の
企
業
、
医
療
･
福
祉
施
設
、
46
の
大

学
に
お
け
る
教
育
に
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
健

康
管
理
士
の
活
躍
の
場
は
地
域
･
企
業
･
医
療

･
福
祉
･
学
校
･
家
庭
な
ど
、
ま
す
ま
す
拡
大

し
て
い
る
」
と
渡
辺
氏
は
言
う
。

　
「
糖
尿
病
の
方
た
ち
に
週
１
回
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
食
事
指
導
を
し
て
指
導
料
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
い
ま
す
」
と
安
村
氏
。
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
健
康
管
理
士
の
役
割
が
拡
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

現
在
、
各
都
道
府
県
に
は
健
康
管
理
士
会
と

い
う
組
織
が
あ
る
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
渡
辺

氏
は
、
「
純
粋
に
勉
強
す
る
集
ま
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
と

の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
し
、
地
域
へ
の
全
国
的

な
展
開
と
と
も
に
、
健
康
管
理
士
が
活
躍
す
る

場
が
さ
ら
に
拡
が
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

健
康
に
不
安
や
悩
み
を
持
つ
患
者
に
対
し
、

よ
り
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
資
格
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

受
講
費
用
は
６
万
３
０
０
０
円
で
、
テ
キ
ス

ト
代
・
添
削
指
導
料
を
含
ん
で
い
る
。
オ
プ
シ

ョ
ン
講
座
費
用
と
し
て
、
①
養
成
講
座
受
講
料

２
万
円
（
全
４
回
）
②
合
格
対
策
講
座
受
講
料

５
０
０
０
円
。
資
格
認
定
試
験
受
験
料
５
０
０

０
円
、
資
格
認
定
試
験
合
格
後
に
か
か
る
費
用

は
、
資
格
認
定
試
験
後
、
登
録
料
１
万
円
、
資

格
維
持
管
理
料
６
０
０
０
円
（
年
間
）
が
か
か

る
（
上
記
金
額
は
い
ず
れ
も
税
込
）
。

　

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
同
学
院
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
03
─
３
６
６
１
─
０
５
８
５　

東
京
都
中

央
区
日
本
橋
３
─
２
─
３
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://W

W
W

.ini.

ne.jp/

）
か
ら
も
受
け
付
け
て
い
る
。

渡
辺
渉
外
部
課
長　

健康関連企業では資格取得後、名刺などに印刷して
肩書きとして使用している人もいる

特集③ 治療家がとっておきたいもう１つの資格
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吉村龍夫

治療院

開業マニュアル

勝ち残りのための
治療院経営 １

　

商
売
の
三
要
素

　

近
年
、
経
済
不
況
を
背
景
に
し
た
政
府
の
制

度
変
更
や
専
門
学
校
乱
立
か
ら
始
ま
る
接
骨
院

同
士
の
競
合
の
拡
大
な
ど
で
、
ま
さ
に
筆
者
が

２
０
０
４
年
の
本
誌
７
号
に
記
載
し
た
「
治
療

院
は
運
営
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
時
代
も
終
焉

を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
で
あ
り
、
競
合
、
過
当
競
争
の
時
代

と
な
る
」
と
い
っ
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
過
当
競
争
、
接
骨
院
戦
国
時
代
に
勝
ち

残
る
た
め
に
は
、
よ
り
一
層
、
経
営
に
対
す
る

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
商
売
は
「
人
・
金
・
も
の
（
コ

ト
）
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

治
療
院
の
場
合
の
「
人
」
と
は
院
長
自
身
も

含
め
た
ま
さ
に
人
材
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

「
金
」
と
は
、
開
業
の
た
め
の
投
下
資
本
で
あ

り
、
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
毎
月
の

経
費
を
賄
え
る
だ
け
の
売
上
に
対
す
る
入
金
の

こ
と
で
す
。
「
も
の
」
と
は
、
一
般
の
商
売
で

は
商
品
と
な
る
も
の
で
す
が
、
接
骨
院
に
お
け

る
商
品
と
は
、
治
療
・
施
術
技
術
、
そ
の
他
の

商
品
の
こ
と
で
す
。
こ
の
３
者
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
状
態
で
開
業
、
そ
し
て
継
続
的
な
運
営

へ
と
移
行
し
て
行
か
な
い
と
、
途
中
で
挫
折
す

る
こ
と
に
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

　

第
一
番
目
の
「
人
」
と
三
番
目
に
挙
げ
た

「
も
の
」
に
関
し
て
は
、
と
く
に
治
療
院
の
場

合
に
お
い
て
は
、
保
険
請
求
中
心
の
接
骨
院
で

あ
っ
て
も
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
癒
し
を
中

心
と
し
た
サ
ロ
ン
で
あ
っ
て
も
、
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
材
で
あ
る
「
人
」

と
商
品
で
あ
る
「
コ
ト
」
が
治
療
院
ビ
ジ
ネ
ス

で
の
商
品
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
絶
え
ず

「
人
」
も
「
技
術
」
も
磨
い
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
重
要
で

す
。

　

そ
の
具
体
的
な
手
法
に
関
し
て
は
、
筆
者
が

自
院
で
行
っ
て
い
る
方
法
を
前
号
の
27
号
で
詳

細
に
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
に
商
売
の
３
つ
の
要
素
の
１
つ
で

あ
る
「
金
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
商
売
に
お
い

て
は
「
出
る
を
制
し
て
、
入
る
を
促
す
」
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
可
能
な
限
り
支

出
を
抑
え
、
可
能
な
限
り
売
上
、
入
金
を
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
儲
け
」
を
極
大
化
す
る

こ
と
で
す
。

　

商
売
で
あ
る
以
上
、
「
儲
け
」
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
儲
け
を
出
せ
な
い
商
売

は
犯
罪
に
等
し
い
」
と
世
界
的
企
業
と
な
っ
た

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
旧
・
松
下
電
器
産
業
）
の
創

設
者
で
あ
る
松
下
幸
之
助
翁
は
喝
破
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
は
、
「
ど
う
し
た
ら
儲
け
を
出
せ

る
商
売
が
出
来
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
答
え
は
「
儲
け
が
出
る
仕
組

み
」
に
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
接
骨
院
業
界
は
以
前
、
確
か
に
「
利
益
の

出
る
仕
組
み
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
代

が
変
わ
り
接
骨
院
を
取
り
巻
く
種
々
の
環
境
も

変
わ
り
、
現
在
の
経
営
環
境
と
な
っ
た
訳
で
す

か
ら
、
こ
の
経
営
環
境
に
お
い
て
は
「
儲
け
の
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出
る
仕
組
み
」
を
創
造
し
、
そ
れ
を
詳
細
に
検

証
し
、
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

経
費
試
算
の
留
意
点
・
固
定
費

　

商
売
に
お
い
て
「
開
業
」
か
ら
「
経
営
の
継

続
」
へ
移
行
し
て
ゆ
く
の
に
際
し
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
開
業
時
と
運
営
時
の

試
算
と
予
算
を
作
成
し
、
計
画
的
に
経
営
を
進

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
「
そ
ん
な
こ
と
、
当

た
り
前
だ
ヨ
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
一
般

的
に
開
業
資
金
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
（
試
算
）
し
ま
す
が
、
実
際
の
日
常
業

務
で
あ
る
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
に
な

る
と
、
「
や
れ
ば
、
何
と
か
な
る
！
」
と
い
う

気
合
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
勇
ま
し
い
方
が

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

開
業
時
と
い
う
の
は
、
支
出
の
み
に
大
き
な

資
金
が
動
き
ま
す
の
で
、
自
然
と
細
心
の
注
意

を
は
ら
う
も
の
で
す
。
そ
の
半
面
、
開
業
時
ほ

ど
大
き
な
金
額
が
動
か
な
い
日
常
業
務
の
積
み

重
ね
で
あ
る
毎
日
の
運
営
と
な
る
と
、
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
「
慣

れ
」
と
「
散
漫
」
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
り
易

い
も
の
で
す
。

　

「
商
売
は
桶
、
お
金
は
水
で
あ
る
」
と
思
っ

て
下
さ
い
。
桶
の
そ
こ
に
穴
が
開
い
た
ら
、
び

っ
く
り
し
て
穴
を
塞
ぎ
、
水
が
大
量
に
流
失
す

る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
あ
ま
り
怖
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
桶
の
底
の
小
さ
な
穴
か
ら
ジ
ワ
ジ
ワ
と

し
み
出
て
来
る
よ
う
な
水
の
場
合
、
目
に
見
え

な
い
だ
け
に
怖
い
も
の
で
す
。
日
常
業
務
に
長

期
間
に
渡
っ
て
シ
ミ
出
て
く
る
よ
う
な
、
穴
が

な
い
経
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

経
営
上
の
各
種
経
費
は
固
定
費
と
流
動
費
に

大
別
で
き
ま
す
。
「
儲
け
の
出
る
仕
組
み
」
と

は
固
定
費
の
極
小
化
が
最
初
の
一
歩
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
固
定
費
と
は
家
賃
や
各
種
の
リ
ー

ス
代
等
の
毎
月
決
ま
っ
て
発
生
す
る
経
費
の
こ

と
で
す
。
固
定
費
は
、
往
々
に
し
て
開
業
時
に

決
定
し
、
あ
る
一
定
期
間
継
続
し
ま
す
の
で
、

細
心
の
注
意
を
持
っ
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
賃
借
料
が
月
額
20
万
円
で
あ
る
と
す

る
と
「
毎
月
家
賃
を
20
万
円
払
え
ば
よ
い
の

だ
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
治
療
院
が
不
動
産

物
件
で
賃
貸
借
契
約
な
ら
ば
、
純
然
た
る
賃
借

料
（
家
賃
）
の
ほ
か
に
不
動
産
業
者
へ
の
手
数

料
と
保
証
金
や
敷
金
等
の
支
払
い
が
発
生
し
ま

す
。
１
回
目
の
不
動
産
契
約
時
に
発
生
す
る
こ

れ
ら
の
コ
ス
ト
は
開
業
コ
ス
ト
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
不
動
産
契
約
に
よ
り

発
生
す
る
償
却
分
と
契
約
更
新
時
に
掛
か
る
コ

ス
ト
は
不
動
産
契
約
期
間
の
賃
借
料
に
分
散
し

て
計
算
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
不
動
産

物
件
の
更
新
の
条
件
は
、
更
新
手
数
料
が
１
カ

月
分
、
保
証
金
償
却
料
２
カ
月
分
が
一
般
的
で

す
。
つ
ま
り
契
約
期
間
が
２
年
で
、
賃
借
料
が

20
万
円
、
更
新
時
の
不
動
産
契
約
更
新
料
が
１

カ
月
分
、
保
証
金
償
却
が
２
カ
月
分
と
す
る
と

60
万
円
の
費
用
が
契
約
期
間
で
あ
る
24
カ
月
の

間
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
60
万

円
÷
24
カ
月
＝
２
・
５
万
円
/
月
、
つ
ま
り
、

実
質
的
に
は
家
賃
を
22
・
５
万
円
と
し
て
計
算

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　　

リ
ー
ス
費
用
と
人
件
費

　

治
療
院
の
場
合
、
固
定
費
と
し
て
大
き
な
割

合
を
占
め
る
も
の
に
医
療
機
器
や
レ
セ
プ
ト
発

行
用
の
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
の
各
種
リ
ー
ス
料
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
材

の
導
入
に
際
し
て
は
、
「
買
取
」
か
「
リ
ー

ス
」
か
と
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
資
金
的
に

余
裕
の
な
い
場
合
は
リ
ー
ス
が
良
い
と
思
い
ま

す
が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
「
毎
月
、
○
○
円
の

お
支
払
で
す
」
と
い
う
金
額
だ
け
に
目
を
向
け

ず
に
、
リ
ー
ス
の
料
率
（
手
数
料
）
も
詳
細
に

検
討
し
て
、
で
き
る
限
り
低
い
料
率
の
リ
ー
ス

会
社
と
契
約
を
す
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
医
療

機
材
を
導
入
す
る
場
合
、
そ
の
機
材
の
生
産
性

も
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
こ

の
治
療
機
器
は
知
人
の
施
術
所
に
お
い
て
も
導

入
し
て
い
る
か
ら
、
ウ
チ
も
…
」
と
い
う
考
え

方
で
は
な
く
、
機
材
の
コ
ス
ト
は
○
○
円
で
、

５
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
か
ら
、
月
額
○
○

円
と
な
り
、
１
日
に
何
人
の
患
者
に
利
用
し
て

も
ら
え
ば
採
算
が
と
れ
る
か
と
い
う
計
算
に
基

づ
い
た
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

リ
ー
ス
契
約
は
通
常
５
年
間
に
渡
る
契
約
行

為
で
す
の
で
、
途
中
で
止
め
た
く
な
っ
て
も
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
不
幸
に
し
て
閉
院

や
廃
業
等
の
最
悪
の
状
況
に
陥
っ
た
時
に
は
、

そ
の
債
権
が
残
り
、
閉
院
後
も
支
払
い
だ
け
は

継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
最
悪
の
事
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―――　何もしない「患者獲得法」はありません　―――
保険もチケットも物品販売も必要のない治療院経営法
　　 　(治療院経営の基本)

　　 ―――――1,000 円
       (治療院経営のワナとは？ )
     ――― 4,000 円
     ――――――――――― 8,000 円

※何冊でも代引き送料500円。３冊セット13,000円　

中
売
発
評
好

　あなたは患者さんが少ないことで、将来を不安に思うことはありま
せんか？　そして患者さんが少ない理由を「治療技術が低いから…」
と思っていませんか？　実はこれが致命的な間違いなのです。患者さ
んを増やそうと思い、テクニックセミナーに出席してあなたは患者さ
んを増やせましたか？　きっと、思うように増やせなかったと思いま
す。なぜなら、あなたの患者さんが少ない理由は、あなたの技術力に
問題があるわけではなく、あなたの経営力に問題があるからです。
　あなたは成功した施術家が、治療院経営の秘訣を公開している教材
があるのをご存知ですか？

これでダメなら
転職してください!

業界初！治療家サクセスストーリー

患者獲得緊急レポート

患者を増やす7つの法則患者を増やす7つの法則

患者を増やす人､減らす人｡患者を増やす人､減らす人｡
口コミ患者増殖法口コミ患者増殖法

●書店では販売しておりません。住所・氏名・電話番号を記入し、
　今すぐFAXかメールで「ひーりんぐを見た」とご注文下さい。

態
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
得
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
固
定
費
に
関
し
て
は
可
能
な
限
り
小
さ
な

支
払
い
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
筆
者

の
場
合
も
可
能
な
限
り
固
定
費
の
極
小
化
を
目

的
と
し
て
、
以
前
は
療
養
費
支
給
申
請
書
（
レ

セ
プ
ト
）
発
行
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
リ
ー
ス

契
約
で
導
入
し
て
、
月
に
３
万
円
程
度
の
額
を

支
払
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
日
本

手
技
療
法
協
会
の
ネ
ッ
ト
会
員
と
な
っ
て
月
額

２
０
０
０
円
で
レ
セ
Ｐ
ｒ
ｏ
（
Ｍ
）
と
い
う
ソ

フ
ト
を
使
用
し
て
固
定
費
の
極
小
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
レ
セ
コ
ン
は
、
同
協
会
の
サ
ー

バ
ー
に
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
、
制
度
改
定

等
の
場
合
に
も
、
管
理
者
側
が
変
更
し
て
く
れ

る
た
め
、
使
用
者
側
は
何
等
の
作
業
を
す
る
こ

と
な
く
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
で
す
。
以
前
の
様

に
開
発
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
制
度
改
定
対

応
用
の
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
変
更
も
全
く
不
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
操
作
性
も
非
常
に
高
く
、
発
行
出
来
る

帳
票
な
ど
も
豊
富
で
大
変
に
重
宝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
月
額
２
０
０
０
円
と
い
う
費

用
は
本
誌
、
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
代
金
も
含

ま
れ
て
お
り
、
事
実
上
、
月
額
１
７
０
０
円
程

で
レ
セ
コ
ン
を
利
用
で
き
る
た
め
経
費
上
も
大

変
に
有
利
と
な
っ
て
い
ま
す
。
読
者
諸
氏
諸
兄

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
レ
セ
コ
ン
の
買
換
え
や

導
入
を
検
討
中
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
強

く
お
勧
め
し
ま
す
。

　

治
療
院
の
経
費
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
も
の
に
人
件
費
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
人
材

を
月
給
20
万
円
の
給
与
で
雇
用
す
る
場
合
、
単

純
に
月
給
20
万
円
×
12
カ
月
で
年
間
に
２
４
０

万
円
の
人
件
費
と
計
算
し
が
ち
で
す
。
実
際
に

は
そ
れ
以
上
の
人
件
費
が
発
生
し
ま
す
。
一
般

的
に
賞
与
を
年
間
に
２
回
程
度
支
給
し
ま
す
。

こ
の
支
給
額
を
給
与
の
月
額
と
同
額
と
す
る
と

年
間
の
１
人
当
た
り
の
支
給
総
額
は
、
（
給
与

20
万
円
×
12
カ
月
）
＋
賞
与
（
20
万
円
×
２
カ

月
分
）
＝
２
８
０
万
円
÷
12
カ
月
＝
23
万
３
３

３
３
円
／
月
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
保

険
等
の
福
利
厚
生
面
の
充
実
が
優
秀
な
人
材
雇

用
の
条
件
と
昨
今
で
は
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

法
定
福
利
等
を
加
算
す
る
と
支
給
額
の
約
15
％

前
後
を
雇
用
主
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
人
材
を
１
人
雇
用
す
る
と
そ
の
コ
ス
ト
は

月
間
約
26
・
８
万
円
、
年
間
で
は
３
２
２
万
円

と
な
り
、
単
純
に
給
与
の
12
カ
月
分
と
計
算
す

る
の
と
は
、
１
人
あ
た
り
年
82
万
円
も
の
大
き

な
差
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
上
の
問
題
を
軽
ん
じ
て
扱
う

と
後
に
大
き
な
ヤ
ケ
ド
を
負
い
か
ね
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
リ
ー
ス
や
賃
借
料
等
の
固
定
費
に
つ

い
て
は
、
充
分
検
討
し
て
か
ら
決
定
し
た
い
も

の
で
す
。

　

本
誌
創
刊
号
の
本
稿
第
１
回
目
よ
り
筆
者
は

い
ろ
い
ろ
な
業
者
と
の
取
引
に
際
し
て
強
力
に

値
引
き
交
渉
を
行
う
こ
と
を
勧
め
て
き
ま
し

た
。
人
に
よ
っ
て
は
口
う
る
さ
く
ケ
チ
臭
い
と

思
う
で
し
ょ
う
、
し
か
し
こ
れ
は
、
前
述
し
た

「
儲
け
を
出
せ
る
商
売
」
に
す
る
た
め
の
「
儲

け
の
出
る
仕
組
み
」
の
基
本
的
な
方
法
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

　

経
営
状
態
の
グ
ラ
フ
化

　

ど
の
よ
う
な
商
売
に
も
い
ろ
い
ろ
な
経
費
は

付
き
も
の
で
す
が
、
休
業
日
、
営
業
日
に
関
係

が
な
く
決
ま
っ
た
金
額
が
支
出
さ
れ
る
固
定
費

に
対
し
て
、
毎
月
の
活
動
度
合
い
に
従
っ
て
そ

の
金
額
が
変
動
す
る
経
費
が
流
動
費
と
言
い
ま

す
。

　

ど
の
よ
う
な
商
売
で
も
必
ず
経
費
が
発
生
し

ま
す
。
そ
し
て
、
経
費
は
経
理
上
の
約
60
項
目

に
も
上
る
勘
定
科
目
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ

ま
す
が
、
勘
定
科
目
を
あ
ま
り
に
詳
細
に
固
定

費
と
流
動
費
に
分
類
す
る
と
、
煩
雑
な
作
業
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
則
さ
な
い
学
問
上
の
も
の
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

経
営
状
態
を
掌
握
す
る
に
は
、
数
値
の
み
を

基
準
と
す
る
方
法
と
数
値
を
グ
ラ
フ
化
し
て
視

覚
的
に
判
断
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
内
容

を
理
解
す
る
に
は
視
覚
的
な
方
が
格
段
に
有
利

で
す
。
一
般
的
に
治
療
家
の
み
な
ら
ず
経
理
や

財
務
業
務
に
直
接
的
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
々

に
と
っ
て
決
算
書
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

読
み
解
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

し
て
、
決
算
資
料
か
ら
そ
の
事
業
体
の
経
営
状

況
を
頭
の
中
で
グ
ラ
フ
と
し
て
組
み
立
て
る
こ

と
は
至
難
の
業
で
す
。
そ
こ
で
、
会
計
上
・
税

務
上
は
約
60
項
目
に
分
類
さ
れ
る
勘
定
科
目
の

重
要
性
は
理
解
し
な
が
ら
、
単
純
に
月
次
で
の

経
営
状
態
を
掌
握
す
る
と
い
う
目
的
で
経
営
の
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消痛心療整体・横山式筋二点療法ゼミナール

８年前の出版で好評だった書籍
｢痛みを消す最後の治療法･横山式筋二点療法｣の
待望の続編･全国書店で発売中

頚部から下肢までの各種治療法掲載
出版記念各種割引キャンペーン実施中

第２次リニューアル･ホームページをご覧下さい

URL：http://www.yokoyama-kin2ten.com/
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グ
ラ
フ
化
を
図
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
筆

者
は
以
下
の
手
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
保
険
種
別
、
来
院
患
者
別
、
年
齢
別

な
ど
の
患
者
分
布
や
自
由
診
療
売
上
の
売
れ
筋

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
レ
セ
コ
ン
の
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
た
め
に
省
き
、
単
純
に
売
上
金
額
の
み
を

対
象
と
し
ま
す
。
次
に
、
全
て
の
経
費
を
「
人

件
費
」
、
「
一
次
経
費
」
、
「
二
次
経
費
」
の

３
種
に
大
分
類
し
て
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
と
、

視
覚
的
に
も
理
解
し
易
い
も
の
が
で
き
あ
が
り

ま
す
。

　

売
上
…
治
療
院
は
、
保
険
診
療
系
治
療
院
と

自
由
診
療
系
治
療
院
、
そ
の
両
者
の
混
合
治
療

院
と
の
３
種
に
分
類
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

治
療
院
に
お
い
て
も
全
て
の
経
営
の
源
と
な
る

売
上
を
保
険
売
上
と
自
由
診
療
売
上
、
物
品
販

売
売
上
の
3
種
類
に
大
別
し
ま
す
。

　

人
件
費
…
給
与
・
賞
与
・
雑
給
・
法
定
福
利

・
通
勤
旅
費
交
通
費
。

　

一
次
経
費
…
基
本
的
に
担
当
部
署
で
制
御
で

き
な
い
、
固
定
的
な
性
格
の
強
い
諸
経
費
で
賃

借
料
・
保
険
料
・
租
税
公
課
・
報
酬
手
当
・
支

払
い
手
数
料
・
車
両
費
・
リ
ー
ス
代
・
諸
会
費

等
の
諸
経
費
。

　

二
次
経
費
…
担
当
部
門
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
可
能
な
諸
経
費
で
、
営
業
活
動
に
直
接

的
に
関
与
す
る
消
耗
品
備
品
費
・
事
務
用
品
・

福
利
厚
生
費
・
手
数
料
・
水
道
光
熱
費
・
会
議

費
・
運
賃
・
調
査
研
究
費
・
広
告
費
・
接
待
交

際
費
・
通
信
費
・
新
聞
図
書
費
・
雑
費
・
出
張

交
通
費
な
ど
の
諸
経
費
。

　

当
月
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
利
益
が
出
て
い

る
、
黒
字
の
状
態
は
図
１
と
な
り
、
同
じ
く
当

月
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
損
失
が
発
生
し
て
い
る

赤
字
の
状
態
が
図
２
と
な
り
ま
す
。
こ
の
様
に

視
覚
化
さ
れ
た
経
営
状
態
を
月
別
に
並
べ
て
見

る
と
そ
の
治
療
院
が
「
上
昇
状
態
」
な
の
か
、

「
下
降
状
態
」
な
の
か
な
ど
の
経
営
推
移
の
方

向
性
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

●
　

最
後
に
、
と
く
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
に
「
利
益
」
と
「
儲
け
」
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
し
ば
し
ば
「
利
益
」
と
「
儲
け
」
は

同
じ
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

筆
者
は
「
利
益
」
と
は
税
務
署
が
納
税
額
算
出

の
た
め
に
つ
く
っ
た
会
計
（
税
務
）
制
度
に
基

づ
い
て
算
出
さ
れ
た
数
値
で
あ
り
、
現
実
の

「
儲
け
」
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
利
益
」
と
「
儲
け
」

の
違
い
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
「
利
益
」

は
出
て
い
る
が
、
お
金
、
す
な
わ
ち
「
儲
け
」

が
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
こ
の
会
計
上
の
「
利
益
」
と
お

金
、
す
な
わ
ち
「
儲
け
」
と
の
違
い
を
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
観
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。
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●第 10回●

身近なようで
謎に満ちた裁判所  ８

畑
中
鐵
丸

　

今
回
か
ら
、お
客
様
よ
り
も
神
様
よ
り
も
エ

ラ
く
、尊
く
お
わ
し
ま
す
裁
判
官
の
コ
コ
ロ
を
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
、「
裁
判
所
に
出
入
り
す
る
際
に
遵
守
す
べ

き
鉄
則
」の
解
説
を
通
じ
て
、明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
さ
れ
ま
す
が
、無
論
こ
れ
も
納
期
厳
守
で
す
。

仮
に
納
期
が
維
持
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
ホ
ー
レ
ン
ソ
ー（
報
連
相
＝
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
こ
と
）に
よ
り
事
前
に
対
応
を
協
議

し
て
お
く
べ
き
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

弁
護
士
さ
ん
の
中
に
は
、ル
ー
ズ
な
人
も
い

ま
す
が（
と
い
う
か
、世
間
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
に

反
し
て
ほ
と
ん
ど
が
雑
で
ル
ー
ズ
で
、マ
メ
な

人
の
方
が
稀
）、基
本
的
に
こ
う
い
う
人
は
裁
判

官
に
嫌
わ
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
裁
判
官
と
い
う
の
は
、「
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
宿
題
と
か
課
題
と
か
い
っ
た
も
の
は
す

べ
て
期
限
内
に
相
当
中
味
の
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
提
出
し
て
先
生
や
マ
マ
に
褒
め
ら
れ
て
き

た
」と
い
う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
ば
か
り
で
す
。

　
「
夏
休
み
の
宿
題
を
忘
れ
て
廊
下
に
立
た
さ

れ
る
」と
い
う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
間
は
、司
法

試
験
や
司
法
研
修
の
段
階
の
は
る
か
以
前
で
淘

汰
さ
れ
る
の
で
、そ
ん
な
い
い
加
減
な
人
間
は

裁
判
官
に
は
皆
無
で
す
。

　

そ
う
い
う「
謹
厳
実
直
を
絵
に
描
い
た
よ
う

な
人
」が「
お
客
様
」で
あ
り「
神
様
」で
す
の
で
、

納
期
感
覚
が
い
い
加
減
な
出
入
り
業
者
は
裁
判

所
で
は
非
常
に
不
快
な
印
象
を
も
た
れ
ま
す

し
、ま
た
客
で
あ
り
神
で
あ
る
人
の
不
興
を
被

っ
て
稼
業
が
成
り
立
つ
ほ
ど
甘
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

で
す
の
で
、訴
訟
遂
行
上
、納
期
厳
守
は
も
ち

ろ
ん
こ
と
、遅
れ
そ
う
な
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
は
、

単
純
な
こ
と
で
す
が
、少
し
で
も
裁
判
官
の
心

証
を
こ
ち
ら
に
有
利
に
運
ぶ
た
め
に
は
き
わ
め

て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

一
、
裁
判
官
の
コ
コ
ロ
を
つ
か
む
鉄
則
１

　
　

ル
ー
ズ
な
こ
と
を
し
な
い
。
納
期
は
絶
対
厳
守
す
る

二
、
裁
判
官
の
コ
コ
ロ
を
つ
か
む
鉄
則
２

　
　

裁
判
官
に
早
め
に
事
件
の
全
体
像
を
見
せ
る
よ
う
に

　
　

努
め
、
仕
事
が
効
率
的
に
処
理
で
き
る
よ
う
協
力
す
る

　

訴
訟
弁
護
士
と
い
っ
て
も
、世
間
で
言
わ
れ

る
ほ
ど
エ
ラ
イ
人
間
で
は
な
く
、実
体
は
、裁
判

所
と
い
う
お
役
所
の
出
入
り
の
業
者
み
た
い
な

も
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、出
入
り
の
業
者
風
情
が
納
期
を
遅

ら
せ
た
ら
出
入
禁
止
に
な
る
の
と
同
じ
で
、納

期
厳
守
は
絶
対
で
す
。

　

一
般
社
会
に
お
け
る
仕
事
と
同
様
、訴
訟
を

遂
行
す
る
上
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
提
出

が
要
求
さ
れ
、そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
納
期
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

　

曰
く
、「
何
日
何
時
ま
で
に
、こ
の
点
を
調
べ

て
こ
い
」「
こ
の
点
に
つ
い
て
主
張
内
容
を
整
理

し
ろ
」「
こ
う
い
う
証
拠
が
あ
れ
ば
と
っ
と
と
出

せ
」と
。

　

さ
ら
に
い
い
ま
す
と
、法
廷
や
弁
論
準
備
室

で
の
や
り
と
り
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、時
間
を
効
率
的
に
使
う
た
め
に
は
、議
論
の

素
材
と
な
る
べ
き
主
張
や
証
拠
は
事
前
に
出
し

て
お
く
べ
き
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

で
す
の
で
、た
い
て
い
は
、課
題
提
出
期
限

は
、期
日
の
１
週
間
前
と
か
に
前
倒
し
し
て
設

　

次
に
、裁
判
官
に
は
早
め
に
事
件
の
全
体
像

を
み
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

裁
判
官
に
は
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

弁
護
士
が
忙
し
い
と
い
っ
て
も
、長
時
間
か

け
て
晩
飯
を
食
っ
た
り
、ク
ラ
ブ
で
遊
ん
だ
り
、

ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
り
す
る
程
度
に
は
時
間
的
余

裕
が
あ
る
も
の
で
す
が
、裁
判
官
の
忙
し
さ
は

殺
人
的
で
す
。実
際
よ
く
自
殺
者
が
出
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、「
自
殺
」と
い
う
毒
々
し
い
死
亡

原
因
で
逝
去
さ
れ
る
裁
判
官
が
後
を
絶
た
な
い

と
な
る
と
裁
判
官
の
な
り
手
が
い
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
か
、公
式
発
表
に
お
い

て
は「
自
殺
」と
い
う
表
現
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
、

判
を
つ
い
た
よ
う
に「
急
性
心
不
全
」と
い
う
死

亡
原
因
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、業
界
の
人
間
は
、司
法
研
修

所
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
っ
た
30
代
、40
代
の
裁

判
官
が「
急
性
心
不
全
」と
い
う
死
亡
原
因
で
殉
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畑中鐵丸（はたなか・てつまる）　
弁護士・ニューヨーク州弁護士
　弁護士法人畑中鐵丸法律事務所（千代田区丸
の内）代表弁護士。東京大学法学部在学中に司法
試験（日本）に合格後、新日鐵勤務を経て弁護士
登録。ペンシルヴァニア大学ロースクールに留
学し、法学修士号を取得後、米国ニューヨーク州
司法試験に合格。著書は『戦略的コンプライアン
ス経営』( 弘文堂刊 ) 『法律オンチが会社を滅ぼ
す』（東洋経済新報社刊）ほか多数。雑誌「経済界」
にて『勝ち組企業養成講座』を連載中。企業法務・
国際法務のほか、医療・治療（柔道整復、鍼灸、マ
ッサージ等）・ヘルスケアに関する法律問題にも
意欲的に取り組んでいる。
　最新刊は「企業法務バイブル 2010」（弁護士法
人畑中鐵丸事務所著）。
　ウェブサイトは http://www.tetsumaru.com/

職
し
た
場
合
、「
仕
事
に
煮
詰
ま
っ
て
ク
ビ
で
も

く
く
っ
た
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
高
度
の
推
測
を

働
か
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、実
際
少
な
く
な
い
数
の
殉
職

者
が
出
る
と
い
う
く
ら
い
、文
字
通
り「
死
ぬ
ほ

ど
忙
し
い
」裁
判
官
に
、「
あ
る
種
、ど
う
で
も
い

い
、ロ
ク
で
も
な
い
ト
ラ
ブ
ル
の
話
」を
聞
い
て

も
ら
う
の
で
す
か
ら
、相
当
要
領
よ
く
話
を
し

な
い
と
、話
の
全
体
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
前
に

う
ん
ざ
り
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

時
間
に
追
わ
れ
る
裁
判
官
は
、少
し
で
も
早

く
事
件
の
全
体
像
を
把
握
し
た
が
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、一
度
把
握
し
た
事
件
の
全
体
像

は
、よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、修
正
し
た
り

し
ま
せ
ん（
事
件
の
全
体
像
を
コ
ロ
コ
ロ
変
え

る
と
時
間
の
無
駄
に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
）。

　

で
す
の
で
、事
件
は
後
半
で
は
な
く
、初
動
段

階
が
勝
負
で
す
。こ
の
段
階
で
、い
か
に
裁
判
官

に
効
率
的
に
事
件
の
全
体
像
を
示
す
か
が
、勝

負
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

弁
護
士
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、事
件
の
初
動
段

階
で
は
素
っ
気
な
い
主
張
し
か
せ
ず
、最
終
段

階
で
あ
ー
だ
こ
ー
だ
議
論
を
展
開
す
る
、「
差
し

馬
」み
た
い
な
方
が
い
ま
す
が
、後
半
で
が
ん
ば

っ
て
も
裁
判
官
は
す
で
に
心
証
が
形
成
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、訴
訟
後
半
で
出
さ
れ
た

「
大
ど
ん
で
ん
返
し
」を
狙
っ
た
書
面
や
証
拠
は

ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
い（
あ
る
い
は
逆
に
粗

探
し
の
材
料
を
提
供
す
る
だ
け
）と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、後
半
巻
き
返
す
と
い
う
戦
略
は
、

定
石
か
ら
か
な
り
外
れ
ま
す
。

　

要
す
る
に
裁
判
官
は
、食
の
細
い
食
通
み
た

い
な
も
の
で
、前
菜
で
料
理
の
腕
が
判
断
さ
れ

る
の
で
、前
菜
で
手
を
抜
く
と
、メ
イ
ン
や
デ
ザ

ー
ト
で
い
か
に
美
味
し
い
料
理
を
作
っ
て
も
星

が
も
ら
え
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
訴
訟
は「
先
行
逃
げ
き
り
」の

戦
略
が
重
要
で
、裁
判
官
が
早
め
に
事
件
の
全

体
像
が
つ
か
め
る
よ
う
に
初
動
段
階
で
充
実
し

た
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
遂
行
上
必
須
で

す
。

　

と
は
い
え
、き
ち
ん
と
調
べ
た
上
で
主
張
し

な
い
と
、依
頼
者
の
い
い
加
減
な
話
を
鵜
呑
み

に
し
て
客
観
証
拠
を
精
査
せ
ず
に
風
呂
敷
を
広

げ
る
の
も
危
険
で
す
。

　

依
頼
者
の
話
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
た
り
、相

手
が
提
出
し
た
客
観
証
拠
と
の
矛
盾
を
露
呈
し

た
り
、釈
明
に
窮
し
た
り
す
る
と
、挽
回
が
不
可

能
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。

　

ま
た
、高
度
な
戦
略
に
な
り
ま
す
が
、相
手
方

に
好
き
な
よ
う
に
言
い
た
い
だ
け
言
わ
せ
て
、

後
半
山
の
よ
う
に
相
手
の
主
張
と
矛
盾
す
る
客

観
証
拠
を
提
出
し
て
、そ
こ
で
心
証
を
逆
転
さ

せ
た
方
が
効
果
的
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
例
外
も
あ
り
ま
す
が
、裁
判
官

に
よ
っ
て
は
、こ
う
い
う
弁
護
士
に
と
っ
て
小

気
味
の
い
い
逆
転
劇
も
、時
間
の
浪
費
で
あ
り

う
ん
ざ
り
で
あ
る
と
感
じ
る
人
も
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　

で
す
の
で
、あ
ら
ゆ
る
訴
訟
上
の
戦
略
は
、

お
客
様
で
あ
る
裁
判
官
の
事
実
把
握
の
負
荷
を

少
し
で
も
軽
減
し
て
あ
げ
る
、と
い
う
顧
客
第

一
の
発
想
が
重
要
で
す
。

と
が
一
杯
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。自
分
自
身

に
と
っ
て
は
、関
心
も
興
味
も
な
い
、つ
ま
ん
な

い
こ
と
が
延
々
書
い
て
あ
る
長
文
を
読
め
と
い

う
の
は
、上
記
の
と
お
り
非
常
な
苦
行
な
わ
け

で
す
が
、当
事
者
が
裁
判
官
に
求
め
て
い
る
の

は
要
す
る
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
裁
判
官
は
お
客
様
、お
客
様
は

神
様
」と
言
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、「『
訴
訟
に

お
い
て
言
い
分
を
書
い
た
書
面
を
提
出
す
る
と

い
う
こ
と
』は
、『
尊
い
神
様
に
苦
行
を
強
い
て

い
る
』の
と
同
じ
で
あ
る
」と
い
う
自
覚
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、少
し
で
も
神
様
を
苦
行
か

ら
解
放
さ
せ
て
あ
げ
る
努
力
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
神
に
も
等
し
い
裁
判
官
」に
と

っ
て
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
具
体
的
努
力
に
つ

い
て
は
、次
回
以
降
、詳
し
く
述
べ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。	

（
続
く
）　

　

訴
訟
に
お
い
て
は
、訴
状
、答
弁
書
、準
備
書

面
と
い
う
形
で
訴
訟
の
進
行
に
応
じ
て
様
々
な

書
類
を
裁
判
所
に
提
出
し
ま
す
。

　

法
律
家
は
、小
難
し
い
こ
と
を
書
い
た
大
量

の
文
書
に
常
に
接
し
て
い
る
た
め
、速
読
に
長

け
た
人
が
多
い
で
す
し
、裁
判
官
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、速
読
に
長
け
た
ス
ー
パ

ー
マ
ン
と
い
え
ど
も
、仕
事
と
し
て
義
務
感
で

や
る
か
ら
で
き
る
わ
け
で
、小
難
し
い
文
書
を

三
、
裁
判
官
の
コ
コ
ロ
を
つ
か
む
鉄
則
３

　
　
「
裁
判
官
に
と
っ
て
は
、ど
う
で
も
い
い
、ツ
マ
ン

　
　

ナ
イ
事
件
の
情
報
」を
な
る
べ
く
負
担
な
く
読
ん

　
　

で
い
た
だ
く
工
夫
を
す
る

長
時
間
読
ま
さ
れ
る
こ
と

が
苦
痛
な
こ
と
に
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

訴
訟
事
件
と
い
う
の
は
、

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
、あ
い

ま
い
な
資
料
を
も
と
に
、事

実
が「
あ
ー
だ
っ
た
、こ
ー

だ
っ
た
」と
言
い
争
う
わ
け

で
す
か
ら
、つ
ま
ん
な
い
こ
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専門学校探訪⑧

　柔道整復学実技は、学内にある柔道場での実習や附属鍼灸
整骨院での臨床実習、また包帯・テーピング・ギブスを用いた
固定実習など、実践的な学習を重ねる。骨折や脱臼、打撲や捻
挫などによる損傷を想定し、整復・固定・処置を具体的に学ぶ。
実技を繰り返して技術の精度を高める。
　柔道を学ぶことで、関節のとり方や力の入れ方など人間の
身体機能を知ることができる。
　臨床実技実習では、鑑別評価の実際の進め方や、内科的疾患
などについての知識を活用しながら、臨床現場での基本的な
実技をしっかりと学ぶ。
　包帯固定実習・包帯学各論では、骨折や脱臼、捻挫など、それ
ぞれの症状に応じた処置として、綿包帯固定や、弾力包帯固定
などの包帯法を学ぶ。

スポーツ、福祉でも活躍できる
医療人を養成

沖縄統合医療学院の校舎の一部
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沖
縄
こ
そ
独
立
開
業
に
最
適
の
場
所

　

Ｉ
Ｔ
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
、
未
来

産
業
を
支
え
る
最
先
端
の
関
連
企
業
が
続
々
と

進
出
し
、
そ
れ
に
伴
い
人
口
も
急
増
し
て
い
る

沖
縄
県
。
総
務
省
に
よ
る
と
沖
縄
県
の
人
口
自

然
増
加
率
は
、
全
国
で
１
位
。
他
府
県
か
ら
の

人
口
が
多
く
流
入
し
て
い
る
。

　

そ
の
反
面
、県
内
の
整
骨
院
・
接
骨
院
の
施
設

数
は
、
全
国
的
に
見
て
も
鳥
取
県
に
次
い
で
２

番
目
に
少
な
い
の
だ
と
い
う
（
平
成
21
年
度
）。

超
高
齢
社
会
の
到
来
を
控
え
て
、
沖
縄
は
整
骨

院
・
接
骨
院
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
い
う
の

が
現
状
の
よ
う
だ
。
ま
さ
に
、
沖
縄
こ
そ
独
立

開
業
に
最
適
の
場
所
だ
と
も
言
え
る
わ
け
だ
。

　

沖
縄
は
１
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
て
い
る
た
め
、
観
光
や
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
野
球
を
は
じ
め
、
ゴ

ル
フ
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
陸
上
や
ボ
ク
シ
ン
グ
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
も
利
用
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
環
境
に
あ
っ

て
、
同
学
院
の
課
外
活
動
の
な
か
に
は
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
キ
ャ
ン
プ
地
訪
問
も
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
実
戦
に
向
け
て
の
身
体
づ
く

り
を
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
現
場
な
ど
を
、
実

際
に
目
の
前
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ

ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
意
識
向
上
も
は
か

っ
て
い
る
。

　

統
合
医
療
担
う
手
技
療
法
を

　

昨
年
４
月
に
就
任
し
た
髙
橋
学
院
長
（
医
学

博
士
、
北
里
大
学
大
学
院
客
員
教
授
）
は
、
大

阪
市
立
大
学
、
大
阪
府
立
看
護
大
学
で
30
年
間

に
わ
た
り
「
解
剖
学
」
の
教
育
に
尽
力
し
た
生

物
学
・
解
剖
学
者
。
退
職
後
に
柔
整
専
門
学
校

で
の
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

医
学
を
広
い
視
点
で
捉
え
る
髙
橋
学
院
長

は
、「
日
本
古
来
の
伝
統
医
療
で
あ
る
柔
道
整
復

に
、
中
医
学
か
ら
発
達
し
た
日
本
古
来
の
鍼
灸

を
加
え
、
新
時
代
の
医
療
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
『
統
合
医
療
』
を
担
う
チ
ー
ム
医
療
の
一

員
と
し
活
躍
で
き
る
柔
道
整
復
師
や
鍼
灸
師
を

送
り
出
し
た
い
。
統
合
医
療
は
、
中
心
と
な
る

通
常
の
西
洋
医
学
に
伝
統
医
療
や
相
補
代
替
医

療
を
取
り
入
れ
、
臓
器
別
で
は
な
く
、
体
全
体

か
ら
情
報
を
得
て
鑑
別
し
治
療
す
る
の
で
、
学

生
は
基
礎
医
学
や
臨
床
医
学
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
た
上
で
、
整
復
手
技
や
鍼
灸
手
技
が
実

践
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
高
い
倫
理

観
を
要
求
さ
れ
る
医
療
人
を
養
成
す
る
た
め
の

教
養
教
育
を
充
実
す
る
」
と
校
名
変
更
の
所
以

と
教
育
理
念
に
つ
い
て
語
る
。

　
「
今
の
医
療
は
西
洋
医
学
を
中
心
と
し
て
い

る
。
救
急
医
療
や
外
科
系
は
西
洋
医
学
に
よ
っ

て
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か

し
、
慢
性
疾
患
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
太
刀
打

ち
で
き
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
最
近
、
西
洋
医

学
を
補
完
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
療
法
、
代
替

療
法
を
含
め
た
統
合
医
療
が
注
目
さ
れ
て
き
て

い
る
」
と
い
う
髙
橋
学
院
長
は
か
ね
て
よ
り
統

合
医
療
に
は
注
目
し
て
き
た
。
平
成
17
年
に
文

科
省
の
科
学
研
究
費
で
代
替
医
療
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
学
院
の
運
営

に
も
統
合
医
療
の
分
野
を
校
友
会
活
動
を
中
心

と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

　

沖
縄
統
合
医
療
学
院
で
は
、「
長
寿
県
と
し
て

の
沖
縄
県
が
健
康
医
学
と
予
防
医
学
を
推
進
す

る
中
で
、
日
本
や
中
国
の
古
来
の
伝
統
医
療
で

あ
る
柔
道
整
復
術
お
よ
び
鍼
灸
術
の
取
得
を
志

す
者
に
対
し
、
健
康
・
保
険
医
療
に
関
す
る
高

度
の
知
識
お
よ
び
技
術
を
教
授
す
る
。
併
せ
て

　

沖
縄
県
浦
添
市
（
那
覇
市
北
東
部
に
隣
接
）
の
沖
縄
統
合
医
療
学

院
（
髙
橋
研
一
学
院
長
）
は
、平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
開
校
し

た
セ
ル
テ
ッ
ク
柔
道
整
復
師
養
成
学
院
が
前
身
。今
年
４
月
か
ら
名

称
を
変
更
し
た
。

　

柔
道
整
復
科
は
昼
間
部
３
年
制
（
１
学
年
60
人
）、
夜
間
部
３
年

制
（
１
学
年
60
人
）
で
、
３
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
基

礎
か
ら
臨
床
知
識
・
手
技
・
技
術
を
確
実
に
学
び
、
資
格
取
得
後
す

ぐ
に
独
立
開
業
や
医
療
機
関
等
で
勤
務
す
る
に
あ
た
っ
て
即
戦
力

に
な
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

平
成
18
年
に
地
上
４
階
建
て
の
本
校
舎
を
完
成
さ
せ
、実
技
実
習

室
や
柔
道
場
な
ど
を
完
備
。ま
た
臨
床
実
習
施
設
等
に
最
新
機
器
を

導
入
し
、
教
育
効
果
の
高
い
施
設
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、

平
成
23
年
度
に
設
置
予
定
の
鍼
灸
学
科
施
設
を
別
館
と
し
て
建
築

を
予
定
し
て
い
る
。

　

同
学
院
は
、長
寿
県
と
し
て
の
沖
縄
県
が
健
康
医
学
と
予
防
医
学

を
基
礎
に
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
医
療
「
統
合
医
療
」
を
推
進
す

る
中
で
、
日
本
や
中
国
の
古
来
の
伝
統
医
療
で
あ
る
柔
道
整
復
術
、

鍼
灸
術
の
取
得
を
志
す
人
に
対
し
、優
れ
た
講
師
陣
と
充
実
し
た
最

新
設
備
で
、
高
度
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
古
来
の
武
術
か
ら
生
ま
れ
た
医
療
技
術
「
柔
道
整
復
」、
東

洋
医
学
の
思
想
・
治
療
・
体
系
に
基
づ
く
治
療
法
「
鍼
灸
」
を
学

び
、そ
の
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
す
る
の
が
沖
縄
統
合
医
療

学
院
だ
。

髙橋学院長
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豊
か
な
教
養
と
倫
理
観
を
兼
ね
備
え
、
社
会
の

保
険
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
全
人

的
医
療
を
目
指
す
統
合
医
療
に
お
け
る
チ
ー
ム

医
療
を
担
い
う
る
柔
道
整
復
師
お
よ
び
鍼
灸
師

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い

る
。 

　

同
学
院
で
は
、
次
の
よ
う
な
医
療
従
事
者
の

育
成
を
目
指
し
た
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。 

　

①
す
ぐ
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
応
用
の

で
き
る
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
し
、
人
間
性

豊
か
で
、
医
療
倫
理
観
を
兼
ね
備
え
た
自
立
し

た
医
療
従
事
者

　

②
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
各
職
種
の
医
療
従
事
者
と
協
調
し
、
主

体
的
か
つ
能
動
的
に
医
療
保
健
活
動
を
実
践
で

き
る
地
域
密
着
型
の
医
療
従
事
者

　

③
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
な
ど
の
社
会

情
勢
お
よ
び
医
療
体
制
の
変
化
に
対
応
で
き
る

柔
軟
性
を
兼
ね
備
え
た
医
療
従
事
者

　
「
３
年
間
を
通

じ
、柔
道
整
復
師
・

鍼
灸
師
の
国
家
資

格
取
得
を
目
指
す

だ
け
で
な
く
、
豊

か
な
教
養
と
倫
理

観
を
兼
ね
備
え
、

個
人
と
し
て
自
立

し
な
が
ら
、
チ
ー

ム
医
療
を
担
え
る

協
調
性
と
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
に
対
応

で
き
る
柔
軟
性
を

持
つ
医
療
人
の
育
成
に
努
め
る
」。

　

併
せ
て
髙
橋
学
院
長
は
、
今
の
「
医
療
分
野

で
働
く
人
の
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
は
倫
理
観

だ
と
思
う
。
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
教
育

で
は
な
い
。
予
備
校
的
で
は
な
く
、
し
っ
か
り

と
し
た
倫
理
観
を
持
っ
た
柔
整
師
を
育
て
て
い

き
た
い
」
と
語
る
。

　

沖
縄
の
魅
力
に
惹
か
れ
県
外
か
ら
も

　

同
学
院
は
、
前
身
の
セ
ル
テ
ッ
ク
柔
道
整
復

師
養
成
学
院
時
代
を
含
め
て
も
、
ま
だ
今
年
で

４
年
目
と
い
う
若
い
柔
整
師
養
成
校
だ
。
今
年

初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

　

卒
業
生
の
国
家
試
験
合
格
率
は
、
初
挑
戦
に

し
て
全
国
平
均
（
77
・
８
％
）
を
上
回
る
86
・

８
％
（
76
人
の
受
験
者
中
66
人
が
合
格
）
と
い

う
ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
沖
縄
県
民
が
柔
整
の
専
門
学
校
に

行
こ
う
と
す
る
と
本
土
に
い
く
か
、
も
と
も
と

１
校
あ
る
が
北
部
地
域
な
の
で
南
部
地
域
の
人

は
寮
に
入
っ
た
り
部
屋
を
借
り
た
り
し
て
通
学

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
経
費
が
か
か
る
。
そ

こ
で
、
那
覇
市
に
近
い
浦
添
市
に
開
校
し
た
。

　

生
徒
は
男
性
８
対
女
性
２
の
割
合
で
、
年
々

女
性
は
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。
年
齢
は
、

夜
間
部
は
年
齢
が
高
い
人
、
昼
間
部
は
高
校
を

卒
業
し
た
人
た
ち
を
中
心
に
若
い
世
代
。
大
学

を
卒
業
し
た
人
も
目
立
ち
始
め
た
。
県
内
の
学

生
が
９
割
を
占
め
る
。
沖
縄
の
持
つ
魅
力
に
惹

か
れ
て
県
外
か
ら
来
る
人
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

学
院
全
体
の
平
均
年
齢
は
26
～
27
歳
。
昼
間
部

だ
け
だ
と
22
歳
く
ら
い
。

　

来
年
度
か
ら
の
鍼
灸
学
科
新
設
に
伴
い
同
学

院
で
は
柔
整
・
鍼
灸
同
時
受
講
で
３
年
間
で
最

大
１
９
０
万
円
の
学
費
が
免
除
さ
れ
、
６
７
０

万
円
と
い
う
学
費
（
入
学
金
、
教
科
書
代
、
教

材
費
す
べ
て
含
む
）
と
沖
縄
の
生
活
費
の
安
さ

や
食
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
衣
・
食
・
住
す
べ

て
が
充
実
し
た
中
で
理
想
的
な
生
活
環
境
の
中

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。ま
さ
に
、

「
南
国
沖
縄
で
人
生
が
変
わ
る
―
３
年
間
働
き

な
が
ら
学
ぶ
〝
沖
縄
留
学
〟」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
ぴ
っ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
。

　

今
こ
そ
柔
道
整
復
学
の
確
立
を

　

理
想
と
す
る
教
育
目
標
を
掲
げ
る
一
方
で
髙

橋
学
院
長
は
、
今
の
柔
整
界
に
は
〝
柔
道
整
復

学
〟
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、と
懸
念
を
示
す
。

　

柔
整
学
の
中
身
が
整
形
外
科
的
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
西
洋
医
学
の
分
野
の
中
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
整
形

外
科
と
の
問
題
点
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
言

う
。

　
「
伝
統
医
療
だ
と
い
う
部
分
を
正
し
く
訴
え

て
い
か
な
い
限
り
は
つ
ね
に
整
形
外
科
の
分
野

か
ら
攻
撃
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
柔
道
整
復

学
を
確
立
し
、
若
い
柔
整
師
を
そ
う
い
う
方
向

に
育
て
て
い
か
な
い
と
こ
の
業
界
の
将
来
は
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
今
の
専
門
学
校
で
の
教
育
が
国
家
試

験
合
格
の
た
め
の
予
備
校
化
し
て
い
る
こ
と
も

指
摘
す
る
。

　
「
専
門
学
校
設
立
の
本
来
の
意
味
か
ら
考
え

る
と
ず
れ
て
い
る
。
人
間
性
を
兼
ね
備
え
た
学

生
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
の
が
私
の
考
え
だ
。
た
だ
単
に
国
家
試
験

問
題
だ
け
を
こ
な
し
て
、
柔
整
師
の
免
許
を
取

り
ま
し
た
、
と
い
う
の
は
つ
く
り
た
く
な
い
。

柔
整
国
家
試
験
は
普
通
に
勉
強
す
れ
ば
合
格
す

る
試
験
。
む
し
ろ
、
治
療
の
意
味
が
わ
か
り
、

科
学
的
説
明
が
で
き
て
、
き
ち
ん
と
治
療
が
で

き
る
、
と
い
っ
た
き
ち
ん
と
し
た
治
療
家
の
養

成
を
目
指
し
て
い
る
」
と
言
う
。
入
学
早
々
つ

ま
ず
き
そ
う
に
な
っ
た
学
生
に
は
、
早
い
時
期

に
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
補
習
な
ど
で
対
応
す

る
。「
沖
縄
の
小
・
中
学
校
の
学
力
レ
ベ
ル
は

低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
て

き
ち
ん
と
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
ば
、

伸
び
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
国
家

試
験
は
、
勉
強
の
や
り
方
と
勉
強
す
る
時
間
が

と
れ
れ
ば
そ
ん
な
に
難
し
い
試
験
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
前
面
に
出
し
て
、
み
ん
な
で
育
て

て
い
る
。
上
か
ら
押
し
つ
け
な
い
、
学
生
の
視

卒
業
式
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点
で
教
育
し
、
自
発
的
に
何
か
が
で
き
る
よ
う

な
、
大
き
な
意
味
で
の
人
間
教
育
を
実
践
し
て

い
る
」
と
持
論
を
展
開
す
る
。

　

柔
整
の
認
知
度
低
い
沖
縄

　

今
、
沖
縄
に
は
柔
整
師
が
１
６
７
人
い
る
。

そ
の
う
ち
の
66
人
は
同
学
院
を
卒
業
し
て
国
家

試
験
に
合
格
し
た
人
た
ち
だ
。
沖
縄
で
の
柔
整

師
の
認
知
度
は
、
整
体
師
と
の
違
い
な
ど
も
含

め
て
ま
だ
ま
だ
低
い
。
沖
縄
で
は
柔
道
整
復
と

い
う
も
の
が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
だ
。
受

験
者
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
、
な
ど
と

い
う
笑
い
話
さ
え
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

鍼
灸
は
も
と
も
と
沖
縄
に
根
付
い
て
い
る

が
、
養
成
校
は
な
か
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
柔
整
業
界
は
変
わ
っ
て
い
く
と

思
う
が
、
よ
い
面
で
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
髙
橋
学
院
長
。
第
１
期

卒
業
生
66
人
が
今
後
ど
う
活
躍
す
る
か
、
に
期

待
を
込
め
る
。「
４
、５
年
経
た
な
い
と
評
価
は

出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
が
、
ま
わ
り
か
ら
い
い
評

価
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
温
か
い

ま
な
ざ
し
を
送
る
。

　

学
院
と
校
友
会
は
両
輪

　

学
生
が
卒
業
後
、
手
技
療
法
な
ど
の
研
修
を

学
院
付
属
鍼
灸
整
骨
院
と
校
友
会
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
校
友
会
は
、い
わ
ゆ
る
同
窓
会
で
、

今
年
第
１
期
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　

在
学
中
に
身
に
つ
け
た
柔
道
整
復
術
に
加

え
、
卒
業
後
に
新
た
な
手
技
な
ど
を
研
修
す
る

臨
床
の
場
と
し
て
付
属
鍼
灸
整
骨
院
が
、ま
た
、

種
々
の
手
技
や
東
洋
医
学
的
医
療
の
講
習
会
を

校
友
会
が
支
援
す
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
技
療
法
を
取
拾
選
択
し
校
友

会
が
卒
後
研
修
を
行
う
。
在
校
生
も
参
加
で
き

る
の
で
き
ち
ん
と
し
た
手
技
療
法
が
学
べ
る
。

ま
た
、
統
合
医
療
と
い
う
括
り
の
中
に
は
い
ろ

い
ろ
な
伝
統
医
療
が
あ
る
。
有
効
性
が
あ
っ
て

も
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
は
入
れ
ら
れ

な
い
技
術
や
知
識
を
こ
の
研
修
会
の
中
に
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
資
格
取
得
後
も
す
ぐ
に
即
戦
力
と
な
り
う

る
技
術
が
身
に
つ
い
て
い
く
」
と
は
あ
る
在
校

生
。

　
「
校
友
会
は
学
院
と
車
の
両
輪
」と
い
う
髙
橋

学
院
長
。
学
院
と
校
友
会
が
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
、
知
識
と
実
技
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ

と
に
つ
な
が
り
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
。
地
元
の
柔
道
整
復
師
会
と
の
共
同
企
画
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。
卒
業
生
、
在
校
生
が
一
緒

に
な
っ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
と
い
う

も
の
だ
。

　

国
試
不
合
格
者
に
は
学
費
免
除

　

同
学
院
で
は
、
入
学
し
て
卒
業
で
き
な
か
っ

た
学
生
と
国
試
不
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
次
年

度
の
授
業
料
を
と
ら
な
い
（
た
だ
し
、
卒
業
で

き
な
い
学
生
の
落
と
し
た
単
位
の
授
業
料
は
か

か
る
）。タ
ダ
で
も
う
一
度
授
業
を
受
け
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
。

　

今
年
度
は
国
試
で
10
人
が
不
合
格
と
な
っ
て

い
る
が
、「
来
年
度
に
合
格
さ
せ
れ
ば
１
０
０
％

に
な
る
と
い
う
の
が
当
学
院
の
考
え
方
で
す
。

こ
れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
現
役
で
１
０

０
％
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
簡
単
だ
。
落
ち
そ

う
な
生
徒
を
留
年
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
だ
が
、
そ

れ
は
し
た
く
な
い
。
落
ち
た
人
は
１
年
か
け
て

フ
ォ
ロ
ー
す
る
」（
髙
橋
学
院
長
）。

　

長
寿
県
沖
縄
な
ら
で
は
の
構
想

　

学
院
の
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
髙
橋
学
院

長
は
「
長
寿
県
沖
縄
は
食
材
が
豊
富
。
統
合
医

療
の
中
で
医
食
同
源
的
な
考
え
方
も
将
来
的
に

は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
た
だ
骨
・
筋
・
神

経
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
物
か
ら
も
予
防
医
学

的
な
部
分
を
正
し
く
説
明
で
き
る
よ
う
な
柔
整

師
を
養
成
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
運
動

療
法
を
含
め
た
予
防
医
学
が
中
心
に
な
っ
て
い

く
の
で
、
患
者
全
体
の
健
康
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
柔
整
師
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
。
ま
た
、
介
護
分
野
な
ど
で
活

躍
で
き
る
柔
整
師
を
養
成
す
れ
ば
、「
フ
ィ
ー
ル

ド
は
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く
」
と
、
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
体
制
の
構
築
に
向
け

て
構
想
を
練
る
。

　

沖
縄
に
は
ま
だ
柔
整
師
も
鍼
灸
師
も
絶
対
数

が
足
り
な
い
の
で
、
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高

ま
る
中
、
優
れ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
柔
整
業
界
、
鍼
灸
業
界
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
一
助
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
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初
歩
の

会
計
教
室

　上田曽太郎の初歩の会計教室
にご質問、ご相談、取上げてほ
しい内容などございましたら、
①質問等内容②ご連絡先③お名
前（匿名の場合はペンネーム）
④開業している方は開業歴をお
書きになり郵送又はＦＡＸで
ひーりんぐマガジン編集部

「初歩の会計教室係」

（FAX03-5296-9056）
までお送りください。

質問をお待ちしてます

売
上
ア
ッ
プ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

上田曽太郎の

第25回

　

旧
勢
力
vs
新
興
勢
力

　

接
骨
院
を
営
ん
で
い
る
山
田
さ
ん
は
、
最
近

ど
う
も
不
安
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
数
が

だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
前
年
同
月
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ
の

数
カ
月
確
か
に
患
者
数
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
も
高
齢
者
が
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
ま
た
、
先
月
の
療
養
費
算
定
基
準
の
見
直

し
で
多
部
位
請
求
の
給
付
率
が
下
が
り
ま
し

た
。
今
後
も
給
付
率
は
下
が
っ
て
行
く
の
で
し

ょ
う
か
。
か
ね
て
よ
り
出
来
高
請
求
か
ら
〝
マ

ル
メ
〟
（
定
額
請
求
～
月
何
回
施
術
し
て
も
請

求
額
同
じ
）
に
変
わ
る
と
い
っ
た
う
わ
さ
も
依

然
残
っ
て
い
ま
す
。
自
院
の
周
り
に
新
規
開
業

す
る
同
業
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
な
か
に
は

患
者
を
車
で
送
迎
す
る
と
こ
ろ
ま
で
出
て
き
ま

し
た
。
同
業
者
の
友
人
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
そ
の
友
人
は
「
開
業
し
て
10
年
以
上
経

ち
、
専
門
学
校
規
制
緩
和
以
前
の
世
代
で
、
施

術
は
保
険
中
心
の
世
代
を
『
旧
勢
力
』
と
呼

ぶ
。
こ
の
世
代
は
、
売
上
は
逓
減
傾
向
に
あ

り
、
新
し
い
取
り
組
み
に
消
極
的
、
『
オ
レ
は

先
生
』
で
偉
い
と
思
っ
て
い
る
。
他
方
、
開
業

し
て
10
年
未
満
、
専
門
学
校
規
制
緩
和
以
降
の

世
代
を
『
新
興
勢
力
』
と
呼
ぶ
。
自
費
の
売
上

比
率
が
高
く
、
『
旧
勢
力
』
か
ら
患
者
を
奪
っ

て
い
る
。
新
し
い
取
り
組
み
に
積
極
的
で
、

『
ワ
タ
ク
シ
の
仕
事
は
サ
ー
ビ
ス
業
』
と
考
え

て
い
る
」
と
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
田

さ
ん
は
、
ま
さ
に
自
分
は
「
旧
勢
力
」
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
何
か
手
を
打
た
な
け
れ
ば
と

考
え
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
ま

せ
ん
。

　

さ
て
山
田
さ
ん
は
、
現
状
を
打
破
し
て
い
く

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
弊

事
務
所
で
は
多
く
の
治
療
院
を
み
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
な
か
か
ら
参
考
と
な
る
事
例
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

自
賠
責
売
上
を
伸
ば
し
た
ケ
ー
ス

　

ま
ず
は
、売
上
を
大
幅
に
伸
ば
し
た
、新
興
勢

力
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。昨

年
４
月
に
開
業
し
た
Ａ
さ
ん
は
、開
業
に
あ
た

り〝
自
賠
責
〟で
稼
ぐ
戦
略
を
考
え
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の「
旧
勢
力
」の
世
代
は
、自
賠
責
は
ラ

ッ
キ
ー
な
ボ
ー
ナ
ス
的
考
え
が
中
心
で
し
た
。

あ
く
ま
で
保
険
施
術
を
ベ
ー
ス
に
、自
賠
責
の

患
者
が
月
１
件
で
も
と
れ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
と
考

え
て
い
ま
し
た
。こ
の
Ａ
さ
ん
は
保
険
に
頼
っ

た
施
術
の
み
で
は
今
後
生
き
残
り
は
で
き
な
い

と
考
え
ま
し
た
。施
術
単
価
が
高
い
自
賠
責
の

患
者
が
毎
月
数
件
と
れ
れ
ば
か
な
り
の
売
上
に

な
る
、ど
う
し
た
ら
自
賠
責
の
仕
事
が
と
れ
る

よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。自
動
車
事
故
で
怪

我
を
し
た
被
害
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み

ま
し
た
。被
害
者
は
先
ず
ど
こ
に
連
絡
を
と
る

の
か
、怪
我
の
治
療
先
は
ど
う
や
っ
て
探
す
の

か
。治
療
が
始
ま
っ
て
か
ら
気
に
な
る
の
は
、

治
療
代
は
加
害
者
が
全
額
払
っ
て
く
れ
る
の

か
、そ
れ
と
も
保
険
金
で
全
額
補
て
ん
さ
れ
る

の
か
。こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
調
べ
て
行
く
と
、

交
通
事
故
の
被
害
者
の
キ
ー
マ
ン
は
保
険
会
社

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。自
分
の

治
療
代
の
負
担
を
ど
こ
が
最
終
的
に
持
っ
て
も

ら
え
る
の
か
ど
う
か
被
害
者
が
保
険
会
社
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。実
際
に

そ
の
最
初
の
窓
口
に
な
る
の
は
保
険
代
理
店
で

す
。自
賠
責
保
険
は
法
律
で
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
た
強
制
保
険
で
す
。道
路
交
通
法
上
の
車

輛
は
全
て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、車
輛
購
入
時
、車
検
時
に
行
い

ま
す
。通
常
は
、自
動
車
、バ
イ
ク
販
売
店
、車
検

を
行
う
整
備
会
社
が
代
理
店
と
な
っ
て
手
続
き

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ａ
さ
ん
は
開
業
に
あ
た
り
、近
く
の

自
動
車
、バ
イ
ク
販
売
店
、整
備
会
社
に
あ
い
さ

つ
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。し
か
し
手
ぶ
ら
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で
一
度
行
っ
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。交
通
事
故
で
怪
我
を
さ
れ
た
方
が
い
た

ら
紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
を
持
っ
て
挨
拶
に
行

き
ま
し
た
。そ
の
後
の
こ
と
は
マ
ル
秘
だ
そ
う

で
す
。ど
う
し
た
ら
紹
介
が
も
ら
え
る
か
、皆
さ

ん
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。答
え
だ
け
聞
い
て
、

そ
れ
を
真
似
し
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。自

分
な
り
に
一
生
懸
命
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。Ａ
さ
ん
の
そ
の
後
は
、表
を
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。開
業
初
年
度
の
売
上

構
成
比
は
、保
険
37
％
、自
賠
責
60
％
、そ
の
他

３
％
。売
上
に
対
す
る
経
費
率
は
39
％
で
し
た
。

自
院
の
数
値
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

反
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。接
骨
院
は
で

き
る
だ
け
請
求
額
を
多
く
し
た
い
。一
方
、保
険

会
社
は
支
払
額
を
削
り
た
い
。保
険
会
社
の
担

当
者
は
、接
骨
院
側
が
ど
の
程
度
自
賠
責
の
請

求
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
最
初
に
探
り
を
入

れ
る
そ
う
で
す
。そ
こ
で
な
め
ら
れ
た
ら
、ど
ん

ど
ん
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。逆
に
自

賠
責
の
請
求
に
つ
い
て
熟
知
し
た
接
骨
院
は
、

め
い
っ
ぱ
い
請
求
し
て
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た

せ
め
ぎ
合
い
が
普
通
な
の
に
、な
ぜ
保
険
会
社

か
ら
紹
介
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。Ｂ
さ
ん
は
、

保
険
会
社
と
協
定
価
格
を
結
ん
だ
そ
う
で
す
。

自
賠
責
の
請
求
額
は
保
険
の
約
１
・
５
倍
が
相

場
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
よ
り
下
げ
た
価

格
で
請
求
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。す
る
と
、保

険
会
社
か
ら
紹
介
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。保
険
会
社
の
方
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、接

骨
院
も
長
い
目
で
み
た
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。自
賠
責
売
上
は
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
発
想
で

は
、こ
の
考
え
は
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。長
期
的

視
点
か
ら
の
発
想
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
、Ｂ
さ
ん
と
も
自
賠
責
で
売
上
ア
ッ

プ
さ
せ
た
事
例
で
す
が
、最
近
自
賠
責
に
つ
い

て
は
行
き
す
ぎ
た
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。接

骨
院
か
ら
す
る
と
保
険
よ
り
自
賠
責
で
の
請
求

の
方
が
儲
か
る
か
ら
と
い
っ
て
自
賠
責
で
請
求

す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。し
か
し
、患
者
さ

ん
の
立
場
か
ら
す
る
と
通
常
の
保
険
に
よ
る
施

術
の
方
が
有
利
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で

す
。患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
事

前
に
よ
く
説
明
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、後
々
で

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　

介
護
保
険
市
場
へ
参
入
し
た
ケ
ー
ス

　

Ｃ
さ
ん
は
開
業
前
に
長
期
的
視
点
か
ら
、接

骨
院
だ
け
で
は
い
ず
れ
経
営
が
厳
し
く
な
る
と

考
え
て
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
経
験
も
積
み
、

開
業
時
接
骨
院
と
同
時
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

も
始
め
ま
し
た
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め

る
場
合
、一
番
大
切
な
の
は
立
地
で
す
。高
齢
者

が
多
く
、同
業
者
が
少
な
い
地
域
を
リ
サ
ー
チ

し
て
出
店
地
を
決
め
ま
し
た
。実
際
開
業
し
て

み
る
と
、ほ
と
ん
ど
宣
伝
し
な
く
て
も
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
え
て
行
き
ま
し
た
。地

元
行
政
か
ら
の
紹
介
と
、利
用
者
か
ら
の
紹
介

だ
け
で
ど
ん
ど
ん
利
用
者
が
増
え
、途
中
か
ら

申
し
込
み
を
断
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、大
手
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
業
者
と
同
じ
土
俵
に
の
ら
な
い
こ
と
で
、

対
象
エ
リ
ア
を
限
定
す
る
こ
と
。従
業
員
は
パ

ー
ト
で
構
成
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
人
を
使
う
の
で
、経
費
率
に
占

め
る
人
件
費
の
割
合
が
高
く
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

Ｄ
さ
ん
は
開
業
し
て
す
で
に
30
年
以
上
の

「
旧
勢
力
」の
典
型
で
し
た
。長
く
や
っ
て
い
る

分
、な
じ
み
の
患
者
さ
ん
も
高
齢
化
し
、だ
ん
だ

ん
患
者
の
来
院
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
ま

ま
患
者
の
高
齢
化
が
進
む
と
、患
者
を
介
護
業

界
に
盗
ら
れ
て
し
ま
う
と
の
危
機
感
か
ら
、ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

特
別
な
営
業
は
せ
ず
に
接
骨
院
の
患
者
さ
ん
お

よ
び
そ
の
親
族
を
順
次
ケ
ア
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。Ｄ
さ
ん
の
話
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
試
験
は
難
し
い
わ
り
に
、報
酬
が
少
な
く
、有

資
格
者
が
な
か
な
か
増
え
な
い
そ
う
で
す
。副

業
向
き
の
仕
事
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
で
は
売
上
の
40
％
を
ケ
ア
マ
ネ
事
業
が
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。保
険
施
術
の
売
上
減

少
を
ケ
ア
マ
ネ
事
業
で
補
っ
た
か
た
ち
で
す
。

　

Ｅ
さ
ん
も
開
業
し
て
25
年
以
上
。Ｄ
さ
ん
と

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。Ｅ
さ
ん
が
Ｄ

さ
ん
と
違
っ
た
の
は
自
分
で
は
な
く
奥
さ
ん
に

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
ら
せ
た
こ
と

で
す
。自
分
一
人
で
接
骨
院
と
ケ
ア
マ
ネ
事
業

を
行
う
の
は
、時
間
的
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。奥

さ
ん
に
ケ
ア
マ
ネ
事
業
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
両
事
業
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
広
が
り
ま
し

た
。今
で
は
売
上
の
42
％
を
ケ
ア
マ
ネ
事
業
が

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Ｃ
さ
ん
、Ｄ
さ

ん
、Ｅ
さ
ん
の
売
上
構
成
比
と
経
費
率
を
表
に

し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

月 売上（万円）
４月 100
５月 180
６月 250
７月 340
８月 240
９月 410
10月 350
11月 490
12月 780
年計 3,140

Aさんの月別売上
　

次
は
Ｂ
さ
ん
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。Ｂ

さ
ん
は
、開
業
し
て
５
、６
年
。奥
さ
ん
と
パ
ー

ト
一
人
で
受
付
を
行
い
、施
術
は
Ｂ
さ
ん
一
人

が
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
数
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
年
間
十
数
件
自
賠
責
の
患
者
が
と
れ
て
い
ま

す
。私
は
Ｂ
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
な
ぜ
、

毎
年
自
賠
責
の
患
者
が
継
続
的
に
と
れ
る
の
で

す
か
？
」Ｂ
さ
ん
の
答
え
は
意
外
な
も
の
で
し

た
。「
患
者
さ
ん
は
保
険
会
社
か
ら
の
紹
介
で

す
」。一
般
的
に
自
賠
責
で
の
施
術
代
金
の
請
求

を
巡
っ
て
、接
骨
院
と
保
険
会
社
は
利
益
が
相

Ｃさん、Ｄさん、Ｅさんの売上構成比と経費率
単位：％

売上構成比 Cデイケア Ｄケアマネ Ｅケアマネ
保　険 20 48 41
介　護 72 40 42
自賠責 3 9 16
自　費 5 3 1
計 100 100 100

経費率 69 51 40
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接骨院開業アドバイザー　
主任コンサルタント　川嶋隆司氏　他

個別相談　　90 分間

先着順で定員になり次第締め切ります
のでお早めにお申込みください

ボディバランスアカデミー内教室
東京都千代田区神田淡路町 1‐1‐1‐3F

（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸ノ内
線・淡路町駅　A ５出口　徒歩１分）

お電話でお申し込みください。参加者
には参加整理券を送付いたします。日
程、時間調整のため本協会スタッフが
お電話を差し上げることがございま
す。ご了承ください

①開業したいが、自己資金があまりない。②自己
資金があまりないので融資を受けたい。③融資先
の決め方と書類の作り方が分からない。④店舗の
選び方が分からない。⑤開業の方法が分からない。
（開業までの流れは？）⑥スタッフの配置が分か
らない。⑦開業後、税務署への手続きの仕方が分
からない。⑧保健所、厚生局へ提出する書類の作
り方が分からない。⑨各種届出書の提出タイミン
グが分からない。⑩内装のレイアウトをどうした
ら良いか分からない。⑪物理療法機器の選定と集
患につながる機器が何か分からない。⑫チラシの
作り方（内容）、撒き方、タイミングが分からない。
⑬料金の決め方が分からない。⑭カルテのつくり
方、保険請求が分からない。⑮個人請求のメリット
とデメリットが分からない。

接骨院の開業には、資金面をはじめ立地条件・レ
イアウト・宣伝・役所の各種届出など時間と労力
そして資金が必要となります。このセミナーで
は、接骨院開業ノウハウを具体的に分かりやすく
お教えします。

「開業までどうしたらいいの？」

会　場

定　員

講　師

内　容

申込方法

治療院よろず相談お受けいたします

開業してみたものの、
こんな悩みは誰に聞いて
いいか分からない…
そんな先生の疑問、質問
なんでもよろず相談お受
けします。

①事情があり治療院を売りたい・買いたい（譲渡条件のポイント）
②開業 1 年目、初めての確定申告の方法について教えて？
③個人事業主・法人成りのメリット & デメリットは何？
④院内を模様替えしたい & 変えたいがポイントは何？
⑤資金繰りが上手くいかない。
⑥今後の業界予測から経営を見直したい。

お問合せ・お申込み／ＮＰＯ法人日本手技療法協会　TEL03-5296-9055

会場・定員・内容・お申込方法など、すべて接骨院開業セミナーと同様です。詳しくは
上記の接骨院開業セミナーをご覧下さい。

●講師
接骨院経営アドバイザー

主任コンサルタント　
細川光一氏　他

治療院支援セミナー
入場無料 非会員は 2000 円

こんな悩みを解決します

開催日
8 月 ９ 月 10 月

７ 日 土 ４ 日 土 ２ 日 土

21 日 土 18 日 土 16 日 土

30 日 土

原則として毎月第１、３土曜日

いずれの日も下記時間帯から選べます

① 12:30 ～ 14:00
② 14:20 ～ 15:50
③ 16:10 ～ 17:40
④ 18:00 ～ 19:30

開催日
8 月 ９ 月 10 月

14 日 土 11 日 土 ９ 日 土

28 日 土 25 日 土 23 日 土

原則として毎月第２、４土曜日

いずれの日も下記時間帯から選べます

① 12:30 ～ 14:00
② 14:20 ～ 15:50
③ 16:10 ～ 17:40
④ 18:00 ～ 19:30
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2 　

こ
の
と
こ
ろ
、
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集

部
に
、
個
人
請
求
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
請
求
団
体
に
関
し
て
選
ぶ
際
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
て
く
る
柔
道
整
復
師

が
増
え
た
。
ど
う
や
ら
、
新
規
開
業
、
請
求
団

体
の
変
更
、
請
求
団
体
か
ら
の
脱
退
な
ど
を
考

え
て
い
る
人
た
ち
の
よ
う
だ
。
以
前
な
ら
ば
自

分
の
師
匠
と
同
じ
団
体
に
加
入
す
る
が
の
常
だ

っ
た
が
、
今
は
様
相
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
ず
は
、
請
求
団
体
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
て
み
た
。

●　

　

請
求
団
体
は
も
と
も
と
、
接
骨
院
を
営
む
同

業
者
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
費
用
を
出
し
合
い
、

協
力
し
て
保
険
請
求
業
務
や
入
金
チ
ェ
ッ
ク
を

行
う
集
合
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
個
々
の
接
骨
院
は
、
保
険
請
求
な
ど
の

煩
わ
し
い
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
患
者
の
施
術

に
よ
り
注
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

　

現
在
の
請
求
団
体
は
社
団
法
人
、協
同
組
合
、

法
人
組
織
、個
人
組
織
な
ど
に
大
別
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
に
数
多
く
あ
る
が
実
数
は
不
明
で
あ
る
。

　

社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会（
日
整
）は
大

正
2
年
に
そ
の
前
身
で
あ
る
「
柔
道
接
骨
技
術

公
認
期
成
会
」
が
発
足
し
た
。
各
都
道
府
県
に

傘
下
の
社
団
法
人
を
47
法
人
持
っ
て
い
る
。
日

整
以
外
の
協
同
組
合
、
法
人
組
織
の
も
の
を
第

２
組
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
個

人
請
求
の
代
行
を
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

法
人
組
織
の
場
合
は
請
求
代
行
会
社
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

　

社
団
法
人
は
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
か
過
去
に

「
体
質
が
古
く
、
徒
弟
制
度
が
残
り
、
新
規
加
入

者
に
請
求
制
限
が
あ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
高

度
成
長
期
以
降
に
生
ま
れ
た
柔
道
整
復
師
は
、

近
代
的
志
向
の
第
２
組
に
加
入
す
る
率
が
増
加

し
た
と
聞
く
。

　

社
団
法
人
の
会
員
と
そ
れ
以
外
の
会
員
に
関

し
て
、
保
険
者
の
扱
い
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。

　

本
誌
コ
ラ
ム
で
お
な
じ
み
の
療
養
太
郎
氏

（
仮
名
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
組
織
形
態
は
違
っ
て
も
、
保
険
請
求
を
す

る
の
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
団
体
は
柔
道
整
復
師
を
守
っ
て

く
れ
る
と
か
、
申
請
を
通
し
て
く
れ
る
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
は
ど
ん
な
請
求
団

体
で
も
不
可
能
な
こ
と
で
す
。
支
給
を
決
定
す

る
の
は
あ
く
ま
で
も
保
険
者
で
請
求
団
体
で
は

な
い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て

の
請
求
団
体
が
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正

な
請
求
方
法
を
指
導
し
て
く
れ
る
団
体
も
あ
れ

ば
、
単
に
レ
セ
プ
ト
を
仕
分
け
す
る
だ
け
の
団

体
も
あ
り
ま
す
。
請
求
団
体
ご
と
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
の
で
、
他
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
ず

に
、
自
分
自
身
で
団
体
に
直
接
電
話
す
る
な
ど

し
て
、
団
体
の
仕
組
み
、
請
求
の
方
法
、
手
数

料
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
納
得
し
た
団
体
に

入
る
の
が
一
番
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
」
と
い
っ
て
６
項
目
の
請
求

団
体
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

　

①
請
求
を
上
げ
て
か
ら
、
入
金
ま
で
の
流
れ

が
分
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
請
求
方
法
の
指
導
や
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

が
充
実
し
て
い
る
か
。

　

③
些
細
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
が
充

実
し
て
い
る
か
。

　

④
団
体
か
ら
の
入
金
に
レ
セ
プ
ト
ご
と
の
明

細
が
つ
い
て
い
る
か
。

　

⑤
未
収
金
、
返
戻
、
不
支
給
な
ど
が
ど
の
患

者
の
も
の
か
保
険
者
に
確
認
を
と
る
な
ど
、
最

後
ま
で
入
金
の
管
理
を
し
て
い
る
か
。

　

⑥
手
数
料
が
少
な
い
団
体
は
な
ぜ
少
な
い
か

調
べ
る
こ
と
。

　

た
と
え
ば
、
手
数
料
が
低
く
て
も
レ
セ
コ
ン

代
が
高
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
２
％
の
手
数
料

と
謳
っ
て
い
て
も
、
負
担
金
を
含
め
た
総
額
の

２
％
な
の
か
、
請
求
額
の
２
％
な
の
か
。
負
担

金
３
割
の
患
者
で
考
え
る
と
総
額
の
２
％
な
ら

手
数
料
３
％
の
団
体
と
変
わ
ら
な
い
。

　

療
養
氏
は
、
立
替
え
払
い
に
関
し
て
も
次
の

よ
う
に
語
る
。「
立
替
え
払
い
に
関
し
て
は
、加

入
審
査
や
請
求
の
事
前
審
査
が
厳
し
い
方
が
、

し
っ
か
り
と
し
て
い
る
団
体
が
多
い
よ
う
で

す
。
団
体
の
実
績
を
調
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
提
出
か
ら
支
払
い
ま
で
の
期
日
も
ひ
と
つ

の
目
安
と
な
り
ま
す
。
提
出
か
ら
支
払
い
ま
で

日
数
が
少
な
い
場
合
、
事
前
審
査
な
し
で
提
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
当
然
、
返
戻
率
も
上

が
り
ま
す
。
返
戻
率
が
高
い
と
保
険
者
か
ら
の

評
価
も
低
く
な
り
、
入
金
も
滞
り
ま
す
。
金
融

機
関
か
ら
立
替
金
の
融
資
を
受
け
て
い
る
団
体

の
場
合
は
、
金
融
機
関
に
返
済
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
返
戻
が
多
く
な
る
と
返
済
不

可
能
と
な
り
、
あ
る
日
突
然
、
融
資
が
止
ま
り

そ
の
団
体
が
破
綻
し
た
り
、
支
払
い
が
先
延
ば

し
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
」。

　

最
後
に
、
最
近
よ
く
聞
く
立
て
替
え
払
い
の

是
非
や
違
法
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。「
立
替
え
払

い
を
す
る
団
体
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
レ
セ
プ

ト
を
担
保
に
取
ら
な
い
限
り
は
違
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
資
金
基
盤
が
軟
弱
な
団
体
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
調
査
し
た
う
え
で
契
約

書
を
よ
く
読
み
判
断
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思

い
ま
す
。
立
替
払
い
が
違
法
だ
と
声
高
に
叫
ぶ

団
体
も
あ
り
ま
す
が
、
請
求
団
体
同
士
で
い
が

み
合
う
よ
り
も
、
柔
道
整
復
師
の
先
生
の
こ
と

や
業
界
の
進
歩
・
発
展
を
見
据
え
て
団
結
す
る

時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
を
考

慮
し
た
請
求
団
体
選
び
も
、
ひ
と
つ
の
考
え
方

か
も
入
れ
ま
せ
ん
」。

　

悔
い
の
な
い
請
求
団
体
選
び
を
編
集
部
で
は

祈
っ
て
い
ま
す
。
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今
回
の
改
定
の
特
長

　

前
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
療
養
費
の
改
定

が
あ
ま
り
に
も
対
処
療
法
的
な
改
定
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
定
も
お
そ
ら
く
抜

本
的
な
見
直
し
に
は
至
ら
ず
、
療
養
費
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
予
想
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
は
私
の

予
想
外
の
も
の
や
予
想
ど
お
り
の
も
の
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
は
平
成
22
年
５
月
26
日
に
療

養
費
の
改
定
内
容
が
厚
生
労
働
省
（
以
下
厚

労
省
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
１

週
間
前
に
、
「
柔
道
整
復
師
、
は
り
師
、
き

ゅ
う
師
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
施

術
に
係
る
療
養
費
改
定
の
概
要
」
と
し
て
今

回
の
改
定
の
概
要
お
よ
び
そ
の
考
え
方
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

「
今
回
の
改
定
率
は
、
平
成
22
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
に
お
け
る
医
科
外
来
の
改
定
率
が

プ
ラ
ス
０
・
31
％
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び

行
政
刷
新
会
議
に
お
け
る
多
部
位
請
求
適
正

化
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

０
％
と
す
る
」
と
の
算
定
基
準
の
見
直
し
の

背
景
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
従
来
の
施
行
間
際

で
の
発
表
と
は
違
っ
て
概
要
の
公
表
は
療
養

費
を
申
請
す
る
も
の
に
対
し
て
の
配
慮
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
点
は
予
想
外
の
進
歩
が
見

ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
も
従
来
の

「
平
成
22
年 

療
養
費
改
定
」

請
求
代
行
会
社
療
養
費
請
求
担
当

：
療
養
太
郎（
仮
名
）

改
定
内
容
と
い
く
つ
か
異
な
る
点
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

金
額
に
つ
い
て
は
、
事
業
仕
分
け
内
容
を
基

に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
い
憶
測
が
業
界
内
で
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
削
減
と
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
は
い
え
４
部
位
請
求
の
割
合
が

多
い
治
療
院
に
と
っ
て
は
影
響
さ
れ
る
結
果
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
今
回
は
事
業
仕

分
け
内
容
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
通
り
に
、
多
部

位
請
求
の
抑
制
を
図
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
わ

か
っ
て
い
た
こ
と
で
私
に
と
っ
て
想
定
の
範
囲

で
し
た
。

　

一
方
、
療
養
費
の
抑
制
が
声
高
に
叫
ば
れ
て

い
た
中
で
の
柔
道
整
復
療
養
費
の
後
療
が
30
円

増
と
な
っ
た
こ
と
は
全
く
の
予
想
外
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師

に
お
け
る
施
術
料
金
は
あ
ま
り
に
も
不
公
平
感

を
覚
え
る
も
の
で
し
た
。
施
術
料
の
ア
ッ
プ
は

わ
ず
か
５
円
で
す
。
こ
れ
ら
の
設
定
に
は
何
か

根
拠
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
私
に
は
５
円
増
の

根
拠
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分
に
関

し
て
は
、
残
念
な
が
ら
従
前
ど
お
り
の
一
方
的

な
決
定
で
、
私
の
予
想
の
範
囲
内
と
言
え
ま

す
。

　

段
階
的
な
改
定

　

今
回
は
6
月
1
日
か
ら
金
額
改
定
を
行
い
、

9
月
1
日
か
ら
は
領
収
書
発
行
の
義
務
化
と
３

部
目
以
上
の
負
傷
に
対
し
て
負
傷
原
因
の
記

載
、
希
望
者
に
対
し
て
の
明
細
書
発
行
義
務
、

骨
折
・
脱
臼
の
医
師
同
意
を
申
請
書
に
記
載
を

す
る
こ
と
と
し
、
平
成
23
年
1
月
か
ら
は
施
術

日
の
記
載
と
い
う
段
階
を
踏
ん
で
の
改
定
と
な

り
ま
し
た
。
段
階
施
行
は
私
の
記
憶
に
は
な

い
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
施
術
日
の
記
載
に
関
し
て
の
申
請
書

の
様
式
は
、
厚
労
省
で
は
レ
セ
プ
ト
の
統
一
化

を
視
野
に
入
れ
て
後
日
追
っ
て
通
知
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
内
容
で
一
番
多
く
の
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
い
た
内
容
が
領
収
書
の
発
行
の
件

で
す
。

　

通
知
で
は
「
領
収
書
は
無
償
で
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
交
付
す
る
領
収
書

は
保
険
分
合
計
及
び
一
部
負
担
金
な
ら
び
に

保
険
外
の
金
額
の
内
訳
が
分
か
る
も
の
」
と

し
て
標
準
様
式
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

別
の
通
知
に
は
「
領
収
書
に
関
し
て
正
当

な
理
由
が
な
い
限
り
領
収
書
を
無
償
で
交
付

す
る
こ
と
、
患
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き

は
、
一
部
負
担
金
の
基
礎
と
な
っ
た
項
目
ご

と
に
記
載
さ
れ
た
明
細
書
を
交
付
す
る
こ

と
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
通
知
の
文
章
を
読
む
限
り
、
い

く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
る
の
は
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。
毎
回
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
レ
シ
ー
ト
は
不
可
と
な
る
の
か
、
毎

回
領
収
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の

か
と
い
っ
た
疑
問
で
す
。
厚
労
省
で
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
金
銭
の
支
払
い
が
発
生
し
た

都
度
、
領
収
書
は
発
行
す
る
も
の
と
回
答
し

ま
す
が
、
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
毎
回
の
交

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
、
と
も
言
い
ま
す
。

私
の
見
解
で
は
、
患
者
か
ら
必
要
な
い
と
申

し
出
が
あ
れ
ば
無
理
に
交
付
す
る
必
要
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
回
発
行
さ

れ
て
も
管
理
も
で
き
な
い
し
面
倒
な
の
で
ま

と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
患
者
は
い
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
正
当
な
理
由
で
す
の
で

患
者
の
希
望
通
り
ま
と
め
て
発
行
い
た
だ
い

て
も
大
丈
夫
だ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
領
収
書
を
交
付
し
て
い

な
い
た
め
に
レ
セ
プ
ト
が
返
戻
に
な
る
と
い

第
６
回

療
養
費
の
請
求
と
支
給　

続
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う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
患
者
照
会
に
は
領
収
書
の
交
付
を
受
け

て
い
ま
す
か
？　

と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ

た
り
、
領
収
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
け
れ

ば
保
険
者
か
ら
患
者
に
領
収
書
の
交
付
を
受

け
る
よ
う
通
知
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

当
然
、
治
療
院
側
が
毎
回
交
付
す
る
の
は

面
倒
な
の
で
と
い
う
の
は
正
当
な
理
由
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

9
月
１
日
か
ら
３
部
位
以
上
に
関
し
て
は

具
体
的
な
負
傷
原
因
を
記
載
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
す
で
に
２
カ
月
継
続
で
２
部
位

請
求
を
し
て
い
て
、
当
月
新
た
な
負
傷
部
位

が
追
加
と
な
っ
た
場
合
に
関
し
て
も
、
全
て

の
部
位
に
負
傷
原
因
の
記
載
は
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

負
傷
原
因
の
記
載
は
あ
く
ま
で
国
の
定
め

た
基
準
で
あ
っ
て
保
険
者
に
よ
っ
て
は
1
部

位
か
ら
負
傷
原
因
記
載
を
必
要
と
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

以
前
、
全
て
の
部
位
に
負
傷
原
因
を
記
載

し
て
い
る
と
審
査
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
、

国
の
基
準
が
４
部
位
か
ら
負
傷
原
因
が
必
要

（
当
時
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
３
部
位
ま
で

は
記
載
す
る
必
要
な
し
と
指
導
す
る
団
体
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
柔
道
整
復

療
養
費
を
よ
り
一
層
不
透
明
な
も
の
に
す
る

行
為
で
す
。

　

負
傷
原
因
の
記
載
内
容
で
、
〝
物
を
取
ろ

う
と
し
た
際
の
負
傷
〟
〝
荷
物
を
持
っ
た
際

の
負
傷
〟
な
ど
あ
ま
り
に
も
不
明
確
な
原
因

で
多
部
位
を
請
求
す
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
以
前
な
ら
ま
だ
し
も
現
在
の
状
況
で

は
、
返
戻
の
確
率
は
か
な
り
高
く
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

負
傷
原
因
の
記
載
の
義
務
を
９
月
１
日
か
ら

と
し
て
い
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
負
傷
原
因
の

記
載
の
な
い
レ
セ
プ
ト
が
多
く
存
在
す
る
た

め
、
今
か
ら
負
傷
原
因
を
記
載
す
る
よ
う
心
が

け
て
下
さ
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

責
任
範
囲
の
拡
大
と
不
正
請
求
の
抑
止

　

厚
労
省
保
険
局
長
の
通
知
に
は
「
柔
道
整
復

療
養
費
の
よ
り
一
層
の
適
正
な
制
度
運
営
を
図

る
た
め
、
柔
道
整
復
療
養
費
の
受
領
委
任
の
取

扱
い
に
係
る
改
正
を
行
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
９
月
１
日
か
ら
不
正
等
が

あ
っ
た
場
合
に
施
術
管
理
者
だ
け
で
な
く
、
施

術
所
の
開
設
者
の
責
任
に
つ
い
て
も
問
え
る
よ

う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

個
人
開
設
で
は
な
く
法
人
が
開
設
し
、
柔
道

整
復
師
を
雇
用
し
て
施
術
管
理
者
に
選
任
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
前
の
施

術
管
理
者
だ
け
に
指
導
及
び
監
査
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
う
い
も
の
で
す
。
施
術
管
理
者
が
請

求
に
関
し
て
一
切
関
わ
ら
ず
法
人
で
あ
る
開
設

者
が
不
正
な
請
求
を
し
、
施
術
管
理
者
が
個
人

指
導
を
受
け
る
と
い
っ
た
こ
と
が
実
際
に
に
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
こ
の
方
向
に
舵

を
切
る
の
は
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
不
正
請
求

に
関
し
て
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
開
設
者
と

施
術
管
理
者
だ
け
で
は
な
く
、
従
前
か
ら
勤
務

柔
道
整
復
師
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
厚
生
（
支
）
局
長
、
都
道
府
県

知
事
が
不
正
請
求
に
関
し
て
勤
務
柔
道
整
復
師

に
も
か
か
わ
り
が
あ
る
と
判
断
を
し
た
時
で

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
開
設
者
お
よ
び
施
術
管

理
者
、
勤
務
柔
道
整
復
師
、
全
て
の
方
が
保
険

請
求
に
関
し
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

正
し
い
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
段
階
的
な
改
定
の
中
で
私
が
注
目
し

た
の
が
、
来
年
１
月
１
日
施
術
分
か
ら
施
術
日

を
申
請
書
に
記
載
を
す
る
と
い
う
改
定
で
す
。

す
で
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
支
給
申
請
書
で
は

日
数
が
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
刷
り
込
ま
れ
て

い
て
施
術
日
に
○
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
か
ら
は
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
同
様

な
様
式
に
変
更
す
る
考
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

保
険
者
に
と
っ
て
は
患
者
照
会
の
際
、
施
術

日
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
来
院
日
を
特
定
し
照

会
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
４
部
位
目
以
降
の

請
求
が
今
後
算
定
で
き
な
い
と
な
れ
ば
日
数
の

水
増
し
が
目
立
っ
て
く
る
の
で
は
と
保
険
者
は

予
想
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
改
定
は

水
増
し
お
よ
び
架
空
請
求
防
止
の
一
環
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

柔
道
整
復
療
養
費
の
将
来

　

今
回
は
、
不
正
請
求
を
な
く
し
た
り
、
多
部

位
請
求
に
関
し
て
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
改
定
内
容
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今

後
、
柔
道
整
復
療
養
費
に
お
い
て
幾
つ
か
の

項
目
を
改
正
し
よ
う
と
い
う
話
し
合
い
が
も

た
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
何
十
年
と

続
い
て
き
た
柔
道
整
復
療
養
費
制
度
が
こ
こ

に
き
て
少
し
ず
つ
変
わ
ろ
う
と
す
る
動
き
が

み
ら
れ
る
も
の
ま
た
事
実
で
す
。
保
険
者
も

少
し
で
も
疑
わ
し
い
請
求
に
関
し
て
は
、
返

戻
と
い
う
手
段
で
柔
道
整
復
師
に
請
求
内
容

の
再
調
査
を
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
な
い
い
く
つ
か
の
改
定
が
、
今

回
行
わ
れ
ま
し
た
が
市
井
の
柔
道
整
復
師
が

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
受
け
止
め
て
い
る
か
興

味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
領

収
書
発
行
も
負
傷
原
因
記
載
も
骨
折
、
脱
臼

後
療
の
際
の
病
院
名
お
よ
び
医
師
名
記
載
も

全
て
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
改
定
前
か
ら

実
施
し
て
お
ら
れ
る
先
生
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
反
面
、
4
部
位
目
の
請
求
が
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
首
を
ひ
ね
っ

て
い
る
諸
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
す
の
で
、
段
階
を
追

っ
て
改
定
に
な
る
項
目
を
時
期
に
応
じ
て
そ

の
部
分
だ
け
に
注
力
を
注
ぐ
の
で
は
な
く
、

請
求
全
体
を
今
一
度
見
直
し
、
改
善
項
目
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
一
つ
ず
つ
改
善
し
て
い
く

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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１
．
ど
ん
ど
ん
増
え
る
保
険
料

　

毎
年
６
月
は
、
住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
料

の
決
定
通
知
が
発
送
さ
れ
る
月
で
、
季
節
的
に

は
、
梅
雨
に
入
り
、
た
だ
で
さ
え
う
っ
と
う
し

い
の
に
、
な
お
か
つ
税
金
や
保
険
料
の
、
言
う

な
れ
ば
「
金
を
払
え
」
的
な
通
知
が
来
る
の
だ

か
ら
、
あ
ま
り
良
い
月
と
は
言
い
難
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
少
し
国
民
健
康
保
険
料
の
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
、
東
京
23
区
の
場
合
は
、
統
一
保
険
料

方
式
と
い
っ
て
、
23
区
共
通
で
保
険
料
を
設
定

し
て
い
る
。

　

保
険
料
の
金
額
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
成
22
年

度
は
昨
年
に
比
べ
て
、
基
礎
分
・
支
援
分
・
介

護
分
を
合
わ
せ
る
と
、
均
等
割
で
年
間
３
６
０

０
円
も
上
が
っ
て
お
り
、
所
得
割
で
も
最
高
額

の
世
帯
は
４
万
円
も
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

国
民
健
康
保
険
料
の
場
合
、
地
域
（
東
京
23

区
以
外
）
に
よ
っ
て
は
、
他
に
資
産
割
と
か
地

域
割
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
全
国
的
に

い
く
ら
上
が
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
23
区
だ

け
見
て
も
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の

表
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
状
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
今
後
も
下
が
る

要
素
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
し
て
や
、
以
前
お
話
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
、
東
京
23
区
で
は
来
年
度
か
ら
保
険
料

賦
課
方
式
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
同
様

の
旧
た
だ
し
書
き
所
得
賦
課
方
式
に
変
更
す
る

た
め
、
来
年
度
以
降
さ
ら
に
上
昇
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
急
上
昇
を
避
け
る
た
め
に
、
経
過
措

置
を
検
討
し
て
は
い
る
が
、
経
過
措
置
と
い
う

も
の
は
ず
っ
と
続
く
も
の
で
は
な
い
た
め
、
２

～
３
年
で
本
則
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

わ
が
区
で
も
、現
に
、保
険
料
の
通
知
を
出
し

た
と
こ
ろ
、
毎
日
２
０
０
人
～
３
０
０
人
の
区

民
が
押
し
寄
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
然
そ
の
内
容
は
、
保
険
料
が
昨
年
よ
り
高
く

な
っ
た
、
と
の
問
い
合
わ
せ
と
い
う
か
苦
情
で

あ
る
。

　

つ
い
先
だ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
市
町
村

国
保
の
平
成
19
年
度
の
１
人
当
た
り
保
険
料
・

税
が
最
も
高
い
の
は
秋
田
県
大
潟
村
で
12
万
１

４
３
９
円
（
年
額
）、最
も
低
い
の
は
沖
縄
県
粟

国
村
で
２
万
３
６
３
３
円
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
格
差
は
５
・
１
倍
に
な
る
と
の
調
査
デ
ー
タ

を
発
表
し
た
。

　

そ
の
格
差
の
理
由
は
、
所
得
が
高
い
か
ら
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
所
得
が
高
い
と
普

通
調
整
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
、
国
か
ら
の
補
助

も
同
じ
よ
う
に
減
る
た
め
、
保
険
料
が
高
く
な

る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

コラム

区
役
所
の
現
場
か
ら

第 14 回

東
京
都
内
区
役
所
保
険
給
付
担
当
：
Ｑ

　

東
京
都
で
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
の
一
斉

更
新
が
今
年
の
７
月
に
行
わ
れ
る
。

　

被
保
険
者
証
の
更
新
は
都
道
府
県
の
広
域
連

合
に
よ
っ
て
、
１
年
ま
た
は
２
年
で
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
東
京
都
は
２
年
と
、
制
度
が
始

ま
る
前
に
決
め
て
い
た
。
し
か
し
、
広
域
連
合

と
し
て
は
、
今
後
は
毎
年
行
い
た
い
と
い
っ
た

話
を
し
て
き
た
。

　

負
担
割
合
が
違
う
と
負
担
割

合
相
違
で
レ
セ
プ
ト
が
戻
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
医
療
機
関
か

ら
の
苦
情
が
多
く
な
る
た
め
、

苦
情
を
避
け
る
た
め
に
は
１
年

更
新
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
区
市
町
村

の
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
当
初
決
め
た
通
り
２
年
と

な
っ
た
。区
市
町
村
に
と
っ
て
、

発
送
等
の
経
費
や
作
業
が
重
荷

に
な
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

さ
て
、
７
月
中
旬
か
ら
送
る

被
保
険
者
証
は
有
効
期
限
２
年

で
、
色
は
藤
色
（
紫
色
）
で
あ

る
。

　

医
療
機
関
等
で
も
必
ず
被
保

険
者
証
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

と
く
に
負
担
割
合
と
被
保
険
者

区　分 平成２２年度 平成２１年度

均等割額 31,200円／１人 27,600円／１人

所得割額 住民税額×0.8 住民税額×0.68

一世帯
最高限度額

均等割額 8,700円／１人 9,600円／１人

所得割額 住民税額×0.23 住民税額×0.23

一世帯
最高限度額

均等割額 12,000円／１人 11,100円／１人

所得割額 住民税額×0.18 住民税額×0.15

一世帯
最高限度額

介護分

10万円 10万円

基礎分

50万円 47万円

支援分

13万円 12万円

※１　均等割額　加入世帯員全員にかかります
※２　所得割額　加入世帯員全員の住民税額を合算して計算します。
　　　課税世帯の場合は均等割額のみとなります。
※３　所得割額計算の結果、一世帯最高限度額を超えた場合はそれぞれの最高限
　　　度額以上の保険料はかかりません。

東京23区の国民健康保険料

２
．
東
京
都
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

証
は
藤
色
（
紫
色
）
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NPO法人日本手技療法協会
〒101-8691　郵便事業(株)神田支店郵便私書箱53号
Tel：03-5296-9055　Fax：03-5296-9056　　Mail:info＠e-shugi.jp

【お問い合せ・申込先】

厚生労働省・経済産業省認定　
認定個人情報保護団体　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　主催

特別セミナー
入場無料

目　的：治療院業界のおける個人情報の保護と取り扱い
　　　　方法、そしてＳＰマークに関してわかりやすく
　　　　解説する。
主　催：NPO 法人日本手技療法協会
共　催：日本治療協会
日　時：	

入場料：無料

講　師：松尾英彦（個人情報保護士）他
会　場：ボディバランスアカデミー　内教室　東京都千代田区神田淡

路町１－１－１　ＫＡ１１１ビル３階（東京メトロ淡路町
駅、新御茶ノ水駅、都営地下鉄小川町駅、Ａ５出口　徒歩
１分）（ＪＲ神田駅　徒歩８分、ＪＲお茶の水駅　徒歩８分）

締　切：先着順で満員になり次第受付終了（会員優先）
申込方法：「治療院名」、「参加者名」、「住所」、「連絡先電話番号」と
　　　　　「個人情報の特別セミナー参加希望」と明記し電話、郵送、
　　　　　Fax、Ｅメールのいずれかでお申し込みください。

番
号
を
！

３
．
ど
う
な
る
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度 

　

鳴
り
物
入
り
で
始
ま
っ
た
民
主
党
政
権
、
そ

し
て
、
そ
の
初
代
総
理
大
臣
と
な
っ
た
鳩
山
総

理
大
臣
（
今
で
は
元
だ
が
）、
さ
ら
に
総
理
大

臣
を
支
え
、
政
権
与
党
第
１
党
の
民
主
党
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
沢
幹
事

長
（
こ
ち
ら
も
元
）
が
そ
ろ
っ
て
６
月
２
日
に

突
然
辞
め
て
し
ま
っ
た
。

　

原
因
は「
政
治
と
金
」と「
普
天
間
基
地
問
題
」

と
い
う
が
、は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
首
相
の
著
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

欠
如
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
て
い
る
が
、

読
者
の
皆
様
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
だ

ろ
う
か
。

　

さ
て
、
政
治
談
議
は
と
も
か
く
、
昨
年
の
政

権
交
代
後
、
民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
目

玉
で
あ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
長
妻
大
臣
が
主
宰
す
る

「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
」
で
、新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

８
月
中
に
は
中
間
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
今
後
、
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民

の
幅
広
い
意
見
を
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会

議
の
議
論
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
公
聴
会
等
を

開
催
す
る
と
発
表
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
８
月
７
日
に
厚
生
労
働
省

講
堂
で
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
聴

会
は
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
福
岡
県
、
宮

城
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県
、
広
島
県
と
東
京
都

で
行
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民
の
方
々
の
ご

意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
と
い
う
の
だ
が
、
意
見
交
換
会
を

入
れ
て
わ
ず
か
７
回
で
意
見
を
聴
い
た
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、私
は
疑
問
で
あ
る
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要
と

の
こ
と
だ
か
ら
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
参

加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
？

　

次
号
で
は
、
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
概
要
だ
け
で

も
書
き
た
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
携
わ
っ
て
い
る
自
治
体
職

員
と
し
て
は
、
現
在
の
現
場
は
非
常
に
落
ち

着
い
て
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
落
ち
着
い
て
い
る

制
度
を
掻
き
回
さ
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
本
心
で
あ
る
。

　

日
本
人
は
新
し
い
も
の
に
な
れ
る
の
は
早

い
方
だ
と
思
う
が
、
こ
の
制
度
の
対
象
は
高

齢
者
な
の
だ
か
ら
、
時
間
を
か
け
て
よ
り
良

い
制
度
を
作
り
上
げ
、
そ
し
て
、
制
度
開
始

時
に
問
題
に
な
っ
た
国
民
へ
の
広
報
に
つ
い

て
も
、
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
い
く
こ

と
が
賢
明
で
あ
る
と
思
う
。

　

ぜ
ひ
、
新
政
権
も
過
去
の
反
省
を
十
分
行

っ
た
う
え
で
、
新
た
な
制
度
を
打
ち
出
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
じ
ゃ
な
い

ん
だ
か
ら
、頭
を
取
り
換
え
た
だ
け
で
、過
去

を
一
切
忘
れ
て
元
気
に
な
ら
れ
た
の
で
は
、

私
た
ち
国
民
の
不
満
は
根
本
的
に
は
解
消
し

な
い
と
思
う
か
ら
。

８月21日 ９月18日
10月23日 すべて土曜日
時間はいずれも17:00～18:00
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開催日：８月28日（土）／29 日（日）
　　　　９月11日（土） 
時　間：13時～14 時30 分／15 時～16 時30分

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町 1-1-1 KA111 ビル
TEL：03-3254-1007　FAX：03-5297-8121
URL：http://www.mdx-grp.co.jp　E-mail：d200801@mdx-grp.co.jp

当社は個人情報の取扱い

を適切に行う企業として

プライバシーマークの使用を

認められた認定企業です。

治療院サバイバル時代を生き抜く
ために、プロのサポートを。

今期中に開業を予定している先生にお勧めです！開設候補物件探しのポイント、開業資金計画（事業計画書の
作り方）レイアウト、スタッフ募集、宣伝広告、行政手続き方法などなど…
マンツーマン方式のセミナーなので、一人一人の条件に合った内容でお話できます。またご希望の方には６月
より改正された保険ルールに基づいた「初めての保険請求セミナー」も併用して行うことができます。
保険請求が初めての先生もこの機会に是非ご参加下さい！
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　　　　　窓口、領収書）届出書類作成、手続き方法（保健所、厚生局）最新レセコン活用、
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行き当たりバッタリの開業は失敗のもと。メディックスの開業予備校から成功への第一歩を踏み出して下さい！
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勝
ち
組
治
療
院
の

Ｐ
Ｃ
Ｃ
主
宰

　

花
谷
博
幸

vol.23

ツ
ボ

花
谷
博
幸　
（
は
な
た
に
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

治
療
院
経
営
研
究
会
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
）
を
２

０
０
３
年
か
ら
主
宰
。
現
役
治
療
家
の
現
場
か
ら

の
生
の
声
が
人
気
。
現
在
埼
玉
県
富
士
見
市
に

て
治
療
中
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
.

e-p
cc.jp

/   　

無
料
メ
ル
マ
ガ
・
ブ
ロ
グ
公
開
中

柔
整
師
募
集
中
（
新
卒
も
可
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
質
問
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
あ
る
方
は
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03
―
５
２
９
６
―
９
０
５
6
）
か
メ
ー
ル
（edit@

healingm
.com

）
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

回
答

こ
ん
に
ち
は
Ｐ
Ｃ
Ｃ
代
表
の
花
谷
博

幸
で
す
。

　

患
者
さ
ん
に
大
い
に
笑
っ
て
も
ら
っ
て
帰
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
自
体
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
が
、そ
れ
だ

け
を
相
手
に
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
良
く

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。そ
の
前
提
で
読
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

最
近
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
質
問
が
と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。一
時
代
前
な
ら

「
治
せ
ば
い
い
だ
ろ
」「
治
せ
ば
繁
盛
」と
い
う
風
潮
が
大

い
に
あ
り
ま
し
た
。た
だ
こ
れ
か
ら
の
女
性
化
の
時
代
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
平
等
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。頑
固

一
徹
で
店
主
が
笑
い
も
し
な
い
よ
う
な
お
店
に
は
、女

患
者
さ
ん
か
ら
の
人
気
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。自
分
達
が

患
者
さ
ん
の
立
場
に
な
れ
ば
理
解
で
き
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
質
問
に
あ
り
ま
し
た
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
現
象
で
言
え
ば
、患
者
さ

ん
が
大
笑
い
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、笑
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
ス
タ
ン
ス
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
を
全
員
に
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
で
す
し
、毎
日
毎
回
続
け
る
こ
と
も
無
理
で
す
よ

ね
。質
問
者
の
場
合
、何
度
も
会
っ
て
い
る
会
員
の
方
で

し
た
の
で
質
問
に
あ
る
よ
う
な
答
え
方
を
し
た
の
で
す

が
、大
事
な
の
は
自
分
が
余
裕
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
と

接
し
続
け
て
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。私

は「
患
者
は
院
長
の
器
の
余
裕
の
部
分
に
乗
る
」と
表
現

性
客
は
入
ら
な
い
の
で
す
。50
歳
過
ぎ
の
治
療
家
な
ら

頑
固
路
線
で
の
売
り
方
も
良
い
の
で
す
が
、若
手
が
そ

れ
を
す
れ
ば
総
ス
カ
ン
を
喰
ら
う
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。治
せ
る
か
ど
う
か
な
ん
て
当
た
り
前
、そ
の
上

で
何
を
提
供
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
す
。い
わ
ゆ

る
付
加
価
値
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。逆
に
勘
違
い
が

起
こ
る
の
が
、「
優
し
い
」と「
媚
び
る
」と
の
差
異
が
解

ら
ず
患
者
さ
ん
に
阿

お
も
ね

っ
て
し
ま
う
、こ
れ
も
散
見
し
ま

す
。「
ま
だ
ち
ょ
っ
と
痛
い
」な
ど
と
言
わ
れ
て
追
加
で

一
生
懸
命
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
姿
に
患
者
さ
ん
は
、実
は

尊
敬
な
ど
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
印
象
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
、こ
れ
は「
親
切
」「
優
秀
」「
可
愛
げ
」、こ
の
３
つ
に

集
約
さ
れ
ま
す
。こ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
治
療
家
は

を
し
て
い
ま
す
が
、院
長
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
く
れ

ば
、患
者
さ
ん
は
必
ず
笑
わ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
患
者
さ
ん
の
本
来
の
ニ
ー
ズ
は
、き
ち
ん
と
し

た
治
療
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
て
、笑
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。治
療
家
も
同
様
で
す
。わ
れ
わ
れ
治
療

家
が
で
き
る
こ
と
は「
い
い
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
の

み
」な
の
で
す
。そ
れ
を
、メ
シ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

出
し
て「
治
し
て
や
ろ
う
」「
笑
わ
せ
て
や
ろ
う
」と
い
う

の
は
実
は
筋
違
い
な
の
で
す
。こ
の
部
分
は
な
か
な
か

理
解
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、一
流
の
治
療
家
は
必

ず
こ
の
境
地
を
体
感
し
て
お
り
、淡
々
と
い
い
治
療
だ

け
を
提
供
す
る
こ
と
に
シ
ン
プ
ル
に
集
中
し
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
。こ
の

メ
シ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
果
て
が「
治
ら
な
い
こ
と

に
悩
み
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
」で
、結
果
と
し
て
、悩
ん

で
い
な
け
れ
ば
治
せ
る
で
あ
ろ
う
患
者
さ
ん
を「
治
せ

な
い
」と
い
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
行
く
の
で
す
。要
は
患

者
さ
ん
側
が
す
べ
き
こ
と
と
治
療
家
側
が
す
べ
き
こ
と

の
混
同
に
よ
り
、治
療
成
果
が
落
ち
て
来
院
数
は
減
少

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
、患
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
と
し

て
、私
は
会
員
さ
ん
に
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。治
療
家
が

す
べ
き
は『
驚
く
こ
と
』。笑
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、話

を
聞
く
こ
と
で
も
な
く
、驚
く
こ
と
だ
と
。も
っ
と
厳
密

に
い
え
ば
感
嘆
す
る
こ
と
か
な
。

　

考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。自
分
が
笑
え
る
状
態
で

い
れ
ば
、患
者
さ
ん
の
カ
ラ
ダ
は
必
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
も
の
で
す
。笑
わ
せ
て
や
ろ
う
で
は
、患
者
さ
ん

の
カ
ラ
ダ
は
緊
張
し
て
し
ま
う
は
ず
で
す
。

　

私
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
今
最
も
注
目
し
て

い
る
の
は
、タ
レ
ン
ト
で
大
学
准
教
授
に
ま
で
な
っ
て

い
る「
さ
か
な
ク
ン
」で
す
。あ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
真

似
る
の
で
は
な
く
、彼
の
場
の
取
り
方
を
よ
く
観
察
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。彼
を
見
て
ニ
コ
リ
と
し
な
い
人
は

い
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
。私
は
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
治
療

室
に
入
る
瞬
間
の
感
情
が
完
全
に
患
者
さ
ん
に
コ
ピ
ー

さ
れ
る
と
い
う
法
則
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
そ
ん

な
つ
も
り
で
実
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。治
療
効
果
が

数
倍
上
が
る
こ
と
で
笑
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
体
験

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

勝
ち
組

へ
の
ツ
ボ

治
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
は
心
の
動
き
の
中
に
あ
る

質
問
治
療
院
内
の
雰
囲
気
に
つ
い

て
以
前
、
花
谷
先
生
に
「
患

者
さ
ん
に
笑
っ
て
も
ら
う
の
も
大
切
で
は
な

い
の
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
ら
、
花
谷

先
生
は
、「
自
分
が
笑
う
こ
と
の
方
が
大
事
で

す
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
を
笑
わ
せ
る
こ
と
も
雰
囲
気
も
良
く
な
る

か
と
思
う
の
で
す
が
。　
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民
主
党
「
統
合
医
療
を
普
及
・
推
進
す
る
議
員
の
会
」
柔
道
整
復
師
小
委
員
会
と
療
養
費
改
定

　

民
主
党
の
議
員
連
盟
「
統
合
医
療
を
普
及
・

促
進
す
る
議
員
の
会
」
の
柔
道
整
復
師
小
委
員

会
（
小
委
員
長
＝
松
本
龍
衆
院
議
員
）
は
、
今

年
３
月
16
日
の
会
合
に
続
き
４
月
６
日
に
第
２

回
目
の
会
合
を
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
第
１
会

議
室
で
開
い
た
。
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師

会
を
初
め
と
し
て
23
団
体
の
代
表
が
参
加
し
、

各
団
体
と
同
小
委
役
員
と
の
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
た
。

　

３
月
の
小
委
で
は
、
各
団
体
か
ら
「
柔
道
整

復
施
術
療
養
費
の
適
正
化
」「
療
養
費
取
扱
基

準
の
見
直
し
」「
柔
道
整
復
師
法
の
一
部
改
正
」

「
柔
道
整
復
師
の
地
位
向
上
」「
専
門
用
語
の
病

名
表
現
の
許
可
及
び
医
師
の
同
意
の
簡
素
化
」

「
不
正
請
求
者
の
排
除
」「
患
者
数
の
制
限
」「
養

成
学
校
で
の
教
育
に
関
し
て
」「
事
業
仕
分
け
に

つ
い
て
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
の
小
委
で
は
、
各
団
体
か
ら
事
前
に
提

出
さ
れ
た
「
柔
道
整
復
師
業
界
団
体
の
不
正
請

求
に
関
す
る
自
主
規
制
の
提
案
」（
別
掲
）
を
も

と
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
の
提
案
に
つ

い
て
厚
生
労
働
省
側
か
ら
出
席
し
て
い
た
渡
辺

由
美
子
・
保
険
局
医
療
課
保
険
医
療
企
画
調
査

室
長
は
、
療
養
費
に
関
し
て
世
間
や
保
険
者
の

目
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
、
業
界
側

か
ら
出
さ
れ
た
自
主
規
制
に
関
す
る
提
案
を
受

け
、
政
務
三
役
と
相
談
し
た
上
で
６
月
料
金
改

定
の
最
終
構
想
に
反
映
さ
せ
た
い
旨
の
意
向
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
５
月
17
日
の
第
３
回
目
の
会
合
で
６

月
か
ら
の
新
療
養
費
算
定
基
準
が
発
表
さ
れ

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
療
養
費
の
改
定
は
厚
生
労
働
省

か
ら
一
方
的
に
発
表
さ
れ
る
と
い
う
の
が
常
識

だ
っ
た
が
、
小
委
員
会
で
国
会
議
員
と
各
柔
道

整
復
師
会
団
体
、
厚
生
労
働
省
担
当
者
が
国
民

目
線
で
の
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
改
定
と
な
っ

た
こ
と
は
画
期
的
だ
。

　

あ
え
て
こ
れ
に
〝
難
ク
セ
〟
を
つ
け
る
と
す

る
な
ら
ば
、
小
委
員
会
に
参
加
し
た
団
体
・
企

業
の
選
考
基
準
を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
と
い

う
こ
と
だ
。
小
委
員
会
に
出
席
し
た
の
は
、
ジ

ャ
パ
ン
柔
道
整
復
師
会
、
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
事

務
セ
ン
タ
ー
、（
協
）
千
住
柔
整
師
会
、（
協
）

近
畿
整
骨
師
会
、（
社
）
Ｊ
Ｂ
日
本
接
骨
師
会
、

（
有
）
大
日
本
柔
道
整
復
師
協
会
、（
協
）
柔
整

総
研
、日
本
柔
道
整
復
師
請
求
サ
ー
ビ
ス
連
盟
、

道
友
協
会
、
函
館
整
骨
師
会
、
日
本
柔
道
整
骨

師
会
、
全
国
柔
道
整
復
師
会
、
ア
ト
ラ
請
求
サ

ー
ビ
ス
、
中
部
柔
整
師
協
会
、（
協
）
新
潟
保
険

接
骨
師
会
、
健
柔
会
、（
株
）
Ｎ
Ｓ
Ｋ
保
険
協

会
、
全
国
柔
整
鍼
灸
協
同
組
合
、（
協
）
日
本
接

骨
師
会
、
さ
く
ら
接
骨
師
会
、（
社
）
日
本
柔
道

整
復
師
会
、（
株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ペ
イ
メ
ン

ト
、
あ
さ
ひ
接
骨
師
会
―
―
と
い
っ
た
23
団
体

の
代
表
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
社
団
法
人
を
は
じ

め
と
し
た
大
手
団
体
を
除
く
と
、
規
模
的
な
面

か
ら
も
地
域
的
な
面
か
ら
見
て
も
ど
う
い
う
基

準
で
選
ば
れ
た
の
か
が
不
明
だ
。

　

柔
道
整
復
師
小
委
員
会
の
事
務
局
長
を
務
め

る
大
島
九
州
男
参
院
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
国
会

で
柔
整
関
連
の
質
問
を
行
う
な
ど
し
て
、
一
貫

し
て
柔
整
業
界
に
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

大
島
議
員
が
最
近
あ
る
県
で
講
演
し
た
際
に

今
後
の
業
界
の
方
向
性
示
す

課
題
は
あ
る
が
一
歩
前
進

特集⑤
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佐藤会計事務所はNPO法人日本手技療法協会の活動に協賛しています｡（賛助会員）

※緊急告知 !! 日本手技療法協会の特別セミナー（9/5開催）で講演します !!「これからの治療院経営はここで差がつく―経営のプロはココを見る―」詳しくは､協会セミナー案内をご覧ください。

佐藤会計事務所（所長税理士  佐藤 克治）
〒151-0053  東京都渋谷区代々木 2-7-1  昇立ビル 7Ｆ
ＪＲ新宿駅南口３分､サザンテラス口徒歩２分
TEL：03-5350-3611　FAX：03-5358-2161
URL：http://www.advisory.co.jp　e-mail：info@advisory.co.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この業界の特別な事情を理解している税理士はほとんどいないって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本当ですか？答えは  “ＹＥＳ”です。医者や歯医者に詳しい税理士は
多くいますが、治療院独特の会計処理をしっかり行う税理士は少ないのが現状です。

院長（独立予定）先生へ !!

佐藤会計は､何もかも一人でやっている院長先生を応援します !!
■相談無料／　       0120-310-183
■手技療法治療院限定／会計ソフト（通常６万円）無料
　会計ソフト導入指導料（通常１０万円）無料
　個人月額顧問料  １万円（年額１２万円）～（会計分析・確定申告含む）
　法人月額顧問料  １万５千円（年額１８万円）～（会計分析・法人税申告含む）
　給与計算　月額３千円（１０名以内：年末調整・法定調書含む）

「
協
同
組
合
以
外
に
、
最
近
は
保
険
請
求
だ
け

を
や
る
、
レ
セ
プ
ト
だ
け
を
扱
う
会
社
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
て
い
て
、
内
容
も
わ
か
ら
な
い

の
に
レ
セ
プ
ト
の
請
求
だ
け
を
や
る
の
で
ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で

柔
整
師
と
い
う
の
は
不
正
の
多
い
業
界
だ
と
い

う
ふ
う
に
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
や
ら
れ
、
事
業
仕

分
け
で
あ
あ
い
う
結
果
が
出
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
あ
る
請
求
代
行
会
社
職
員
が

本
誌
に
、「
請
求
代
行
会
社
を
一
括
り
に
ト
ラ
ブ

ル
が
多
い
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
。
わ
れ

わ
れ
は
個
人
情
報
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、

会
員
か
ら
の
レ
セ
プ
ト
を
担
当
者
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
の
で
、
保
険
者
か
ら
の
返
戻
も
少
な

い
。
そ
の
上
で
適
正
な
請
求
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
も
う
少
し
実
態
を
把
握
し
て
ほ
し
い
」
と

反
論
す
る
。
も
ち
ろ
ん
日
頃
か
ら
柔
整
業
界
に

好
意
的
な
立
場
を
と
る
大
島
議
員
な
の
で
悪
意

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、「
請
求

団
体
、
請
求
代
行
会
社
の
ど
ち
ら
に
も
正
邪
は

あ
る
。
そ
こ
ら
へ
ん
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」（
前

出
、
請
求
代
行
会
社
職
員
）
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

　

過
去
に
こ
う
し
た
議
論
の
場
が
必
要
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
界
と
し
て
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
参

加
し
な
か
っ
た
団
体
あ
る
い
は
請
求
代
行
業
者

な
ど
が
、
今
後
よ
り
多
く
参
加
し
て
意
見
を
出

し
合
う
こ
と
が
、
明
日
の
業
界
の
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
有
意
義

な
会
合
だ
っ
た
だ
け
に
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

団
体
な
ど
が
多
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な

い
。

　

７
月
11
日
の
第
22
回
参
院
選
の
結
果
、
民
主

党
と
国
民
新
党
の
連
立
与
党
の
参
院
議
席
数

（
非
改
選
含
む
）
が
過
半
数
割
れ
と
な
り
、国
会

は
再
び
、
衆
院
と
参
院
で
与
野
党
勢
力
が
逆
転

す
る
「
ね
じ
れ
現
象
」
に
直
面
し
た
。
選
挙
で

の
民
主
党
の
敗
北
は
、
や
は
り
菅
総
理
の
唐
突

な
消
費
税
発
言
だ
っ
た
。
菅
内
閣
で
は
６
月
18

日
に
「
新
成
長
戦
略
」
を
定
め
、
そ
の
中
で
は

「
強
い
経
済
」、「
強
い
財
政
」、「
強
い
社
会
保

障
」
を
前
面
に
掲
げ
て
い
た
。
と
く
に
、
医
療

・
介
護
、
年
金
、
子
育
て
な
ど
の
社
会
保
障
は

こ
れ
ま
で
経
済
成
長
の
足
を
引
っ
張
る
も
の
と

考
え
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
も
の
を
、「
社
会
保
障
の

充
実
が
雇
用
を
創
出
し
経
済
成
長
を
も
た
ら
す

分
野
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
」
と
し
て
〝
強

い
社
会
保
障
〟
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
う
し
た

こ
と
が
消
費
税
発
言
に
よ
っ
て
ど
こ
か
に
吹
き

飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

今
後
、
政
府
・
与
党
は
、
政
策
単
位
で
野
党

と
連
携
す
る
部
分
連
合
を
模
索
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
い
国
会
運
営
を
迫

ら
れ
る
。

　

こ
の
統
合
医
療
に
関
す
る
議
論
も
同
様
で
、

統
合
医
療
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
決
し
て

業
界
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
に
と
っ
て

有
益
な
議
論
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
、
党
派
を
超
え
た
面

か
ら
の
協
議
も
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　

近
年
で
は
柔
道
整
復
師
の
疑
義
請
求
・
不
正
請
求

の
報
道
が
な
さ
れ
、国
会
で
も
議
諭
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
事
例
を
な

く
し
、適
正
な
柔
道
整
復
療
養
費
の
支
給
を
確
保
す

る
こ
と
は
、柔
道
整
復
師
の
施
術
に
対
す
る
国
民
の

信
頼
を
確
保
す
る
上
で
も
、重
要
で
あ
る
と
考
え
、

以
下
の
と
お
り
、不
正
再
発
防
止
対
策
を
提
案
し
、

も
っ
て
社
会
の
信
頼
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

　

①
不
正
請
求
の
周
知
徹
底

　

受
領
委
任
払
い
の
取
り
扱
い
規
定
の
正
し
い
理

解
の
下
、十
分
な
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
た
上

で
、事
実
と
真
実
に
基
づ
い
た
請
求
を
行
う
為
の
十

分
な
教
育
や
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
い
な
い
事
。不

正
請
求
及
び
不
適
当
請
求
の
線
引
き
と
同
行
為
の

明
確
な
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
事
が
隠
れ
み
の

と
な
り
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
対
象
と
な
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
為
、こ
れ
を
改
善
す
る
。

　

②
明
細
表
示
の
領
収
書
等
の
発
行
の
義
務
化
及

び
算
定
基
準
に
つ
い
て

　

・
柔
道
整
復
師
の
算
定
単
位
が
、医
師
の
そ
れ
と

比
べ
て
安
価
で
あ
る
為
、せ
め
て
部
位
で
帳
尻
を
合

わ
せ
る
事
を
模
索
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
為
、

こ
の
事
を
是
正
す
る
た
め
医
師
同
様
の
算
定
基
準

と
す
る
。

　

・
医
科
、歯
科
、薬
科
の
領
収
書
発
行
義
務
化
に
対

し
、柔
道
整
復
師
に
は
そ
の
義
務
化
を
果
た
し
て
い

な
い
為
、以
下
を
提
案
す
る
。

　

毎
月
、１
月
分
の
窓
口
領
収
額
の
領
収
書
を
発
行

「
柔
道
整
復
師
業
界
団
体
の
不
正
請
求

に
関
す
る
自
主
規
制
の
提
案
」の
内
容
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頭蓋の診断と治療セミナー頭蓋の診断と治療セミナー頭蓋の診断と治療セミナー頭蓋の診断と治療セミナー

■頭蓋治療の権威
フランスのオステオパス
■スティル アカデミィ ジャパン
名誉学長

日　　程 ：2010 年 9月 24日（金）～ 26日（日）3日間

会　　場 ：東京　白王ビル　飯田橋駅徒歩 3分　　　　　

参  加  費 ：ＪＯＭＡ会員…………………126,000 円

　　　　   オステオパシー関係他団体…147,000 円 　

　　　　   医療系学生……………………136,500 円

　　　　   一般（医療資格者）…………168,000 円

お問い合わせ：東京都新宿区下宮比町 2-28　飯田橋ハイタウン 515 号
TEL/FAX. 03-6802-9225　日本オステオパシーメディスン協会

来日決定!!  講師：ジャン･アルロー D.O.

頭蓋オステオパシー療法は中枢神経に作用し、本来もって

いる自然治癒力を引き出す効果的治療法であり、より早く、

より多くの症状を劇的に改善できるでしょう。

当治療法はあらゆる治療家にとって非常に重要であり、基礎

からしっかりと学びたい人には、極めて貴重なセミナーに

なると思います。

す
る
。領
収
書
は
厚
生
労
働
省
の
発
行
す
る
全
国
統

一
の
公
的
な
様
式
を
用
い
、金
額
だ
け
で
な
く
、負

傷
部
位
も
併
せ
て
記
載
す
る
よ
う
に
改
善
す
る
。月

末
最
終
日
に
領
収
書
を
直
接
手
渡
す
こ
と
の
出
来

な
い
患
者
に
は
、郵
送
を
徹
底
す
る
。

　

複
写
の
領
収
書
を
双
方
で
保
管
す
る
事
に
よ
り
、

保
険
請
求
額
が
柔
道
整
復
師
に
支
払
わ
れ
る
前
に
、

患
者
自
身
で
施
術
部
位
や
請
求
額
の
確
認
が
で
き

る
。療
養
費
の
講
求
後
３
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し
て
か
ら

行
わ
れ
る
保
険
者
か
ら
患
者
へ
の
施
術
部
位
の
照

会
の
際
に
、患
者
自
身
が
領
収
書
を
基
に
施
術
部
位

及
び
金
額
の
確
認
が
出
来
、照
会
文
章
に
早
く
正
確

に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

③
症
状
経
過
施
術
内
容
等
の
説
明
と
し
て
の
、イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

　

・
慰
安
行
為
に
走
る
事
な
く
、症
状
に
合
わ
せ
た

適
正
な
施
術
内
容
・
施
術
部
位
・
施
術
期
間
等
を
確

立
さ
せ
る
。

　

・
傷
病
名
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、関
連
痛
や
放

散
痛
の
あ
る
部
位
ま
で
受
傷
部
位
と
し
て
扱
い
請

求
対
象
と
す
る
事
を
禁
止
す
る
。

　

④
窓
口
料
金
の
一
律
化
を
禁
止

　

窓
口
料
金
を
一
律
で
微
収
し
て
い
る
施
術
所
が

増
え
て
い
る
。プ
ラ
ス
α
料
金
を
徴
収
す
る
事
に
よ

り
、本
来
の
料
金
計
算
と
合
算
す
る
事
を
煩
雑
と
考

え
る
為
発
生
す
る
、横
着
に
対
す
る
指
導
を
徹
底
さ

せ
る
。ま
た
、負
担
割
合
に
応
じ
た
適
正
な
窓
口
料

金
の
徴
収
を
徹
底
す
る
。

　

⑤
柔
道
整
復
師
の
質
の
確
保

　

養
成
学
校
卒
後
す
ぐ
に
開
業
す
る
者
や
、十
分
な

経
験
を
積
ま
ず
に
開
業
す
る
柔
道
整
復
師
が
い
る
。

そ
の
為
、知
識
や
技
術
が
未
熟
な
上
に
、保
険
取
り

扱
い
に
関
す
る
あ
い
ま
い
さ
や
、医
療
と
し
て
の
責

任
や
認
識
の
無
さ
か
ら
、正
し
い
施
術
な
ら
び
に
正

し
い
請
求
が
出
来
な
い
柔
道
整
復
師
が
い
る
為
、以

下
を
提
案
す
る
。

　

・
養
成
学
校
で「
療
養
費
取
扱
い
に
係
る
事
項
」を

選
考
単
位
と
し
て
導
入
す
る
か
、又
は
卒
後
臨
床
研

修
制
度
を
導
入
の
上
、そ
の
過
程
に
お
い
て
同
事
項

を
選
考
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
。そ
の
為
に
現
行
３

年
以
上
の
養
成
学
校
基
準
を
４
年
制
大
学
基
準
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

・
柔
道
整
復
師
資
格
と
開
業
資
格
を
分
け
る
。

　

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、開
業
時
に
保

険
請
求
を
希
望
す
る
柔
道
整
復
師
は
、公
的
審
査
会

ま
た
は
全
国
共
通
の
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、保
険
取

り
扱
い
を
行
う
団
体
に
て
一
定
期
間
講
習
を
受
け

る
。

　

・
既
に
免
許
取
得
し
て
い
る
柔
道
整
復
師
に
お
い

て
も
、５
年
に
１
度（
程
度
）の
免
許
資
格
継
続
講
習

等
の
新
し
い
制
度
を
導
入
す
る
。

　

⑥
保
険
者
・
患
者
・
柔
道
整
復
師
の
信
頼
関
係
構

築
の
必
要
性

　

・
通
り
一
遍
の
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、実
際
の
傾

向
と
対
策
を
網
羅
し
た
形
で
の
集
団
指
導
・
個
別
指

導
の
周
知
徹
底
を
さ
せ
る
。

　

・
審
査
委
員
会
に
お
け
る（
審
査
委
員
）の
選
考
基

準
並
び
に
選
考
方
法
の
見
直
し
及
び
、推
薦
団
体
の

選
考
基
準
並
び
に
選
考
方
法
を
見
直
す
。

　

・
保
険
者
が
民
間
委
託
す
る
調
査
を
、国
保
連
合

会
・
支
払
基
金
を
通
じ
て
行
い
、問
い
合
わ
せ
苦
情

窓
口
を
一
本
化
し
て
、専
門
員
を
配
置
し
て
対
応
す

る
。

　

・
厚
生
局
支
部
単
位
で
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。
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「患者さんに成長させてもらっている」

村田接骨院　
　山下敦史　

　大阪府の最南端の町、泉南郡岬町で「村田接骨院」を

開院しております山下敦史と申します。

　ご紹介していただいた永井先生は、私が社団法人大

阪府柔道整復師会に入会して右も左もわからない時

に、優しく声をかけてくださった頼りにしている先生

です。施術録の記載方法や療養費支給申請書の作成方

法なども丁寧に教えていただいた、私にとってありが

たい存在の先生です。

　「村田接骨院」という院名の院長が、なぜ「山下」と

いう苗字なのかと申しますと母の旧姓は村田で、祖父

は柔道整復師で接骨院をやっていたことから、私は祖

父の元に弟子入りし「村田接骨院」を引き継いだから

です。

　私は高校３年生の時、部活の練習中に右足首の靭帯

を完全断裂した苦い思い出があります。退院してから

祖父に施術をしてもらい、早期に練習に復帰できた時、

「こんな世界があるのか」と一種の感動を覚えたもので

す。

　大学で勉強をしていながらも、「祖父の仕事は地域に

貢献できる素晴らしい仕事」との思いが募り、中退し

祖父に弟子入りを志願しました。

　弟子入りした初日、それまで優しかった「おじいち

ゃん」が「鬼の師匠」に激変しました。それは厳しい

修行の始まりを意味していました。

最初に教えられたのはスリッパの並べ方でした。「院の

スリッパの乱れは施術者の心の乱れ」ときつく言われ

ました。施術について質問すると「自分で考えろ」と

の厳しい一言だけ。

　ある日師匠から「お前は患者さんに成長させてもら

っている。感謝しながら修業しなさい」と言われ、そ

れまで「自分の力でなんとか患者さんを救う！」と意

気込んでいたガチガチだった私の心は、みるみる柔ら

かくなっていったものです。

　養成校の西日本柔道整復専門学校では、素晴らしい

一生の友と呼べる、多くの人と知り合うことができま

した。国家試験合格のために一丸となって勉強してい

く者どうしの心の繋がり、友情、それらは人間同士の

繋がりという意味で、何よりも大切なものだと感じま

した。このような思いを師匠に話してみると、師匠は

めずらしくニッコリ笑い「うん、うん」と頷きながら、

あいづちを打ってくれました。

　師匠は大阪府柔道整復師会の式典や会合の日などで

は、出発予定の 1 時間ほど前からスーツを着込んで「敦

史、もう出発するぞ。支度をせい」と「仲間」に会え

る時が待ち遠しい様子で、私はそれを見ながら「師匠、

まだ時間が早いですよ」とクスクス笑いながら言った

ものです。

　師匠は「人との繋がり」を何よりも大切にしていま

した。普段は厳しい表情をしている師匠が仲間といる

時には、満面の笑みをたたえていたことを思い出しま

す。施術の技術は、弟子入り初日、１回だけ教えてく

れただけで、あとは「己の目で見て盗め」との教えで

した。

　師匠が、師匠として私に伝えたかったことって…何

だったのでしょうか？

　昨年４月に１カ月前から入院していた師匠が、癌の

ため息を引き取りました。お通夜やお葬式では、ただた

だ悲しみに位牌を見つめていただけの私を暖かく見守

り、葬儀に一生懸命協力して下さった柔道整復師の先

生方に何度感謝しても足りないという気持ちです。こ

の「繋がり」は師匠が築いてきたものです。

　数日後、接骨院を再開した日の朝一番目の患者さん

が、涙を浮かべながら「おじいちゃんが亡くなってさみ

しい、とても残念。これからは先生が頑張ってよ」と

おっしゃって下さいました。次の患者さん、そしてさ

らに次の患者さんも、私に「がんばれ」と異口同音に

おっしゃって下さったのです。

　患者さんに元気になってもらうのが私の仕事のは

ず、でも元気をもらっていたのは私の方だったのです。

「お前は患者さんに成長させてもらっている。自分の力

だけでは成長できない。感謝しながら修業しなさい」

と、人との繋がりを大切にしていた師匠の言葉の本当

の意味が、私の胸の奥底に刻まれた瞬間でした。

「もう大丈夫。ありがとう、おじいちゃん」。

　次回の本欄の寄稿者として、大阪市住吉区でｉ－Ｐ

ｌｕｓいけだ鍼灸整骨院を開かれている池田祐輔先生

を紹介します。池田先生とは養成校の同期生で、卒業

した後も休日には一緒にバンド活動をしたり、飲みに

行ったりと仲良くしています。非常に志が高い先生で

あり、明るく、面白く、爽やかな笑顔が魅力的な先生

です。

手技療法家の手技療法家の手技療法家の
わ

関西編 Vol.６

リレーエッセイ
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■吉田学院長プロフィール
フィットバランス療術学院長。13万8000人と
いう施術実績を元に経営に必要なノウハウを
伝える。著書に「儲かる!!集客革命｣｢でも、
大丈夫。｣（いずれも現代書林刊）がある。

Vol.15

　

集
客
と
ス
ピ
ー
ド

　

松
下
幸
之
助
氏
も
言
っ
て
い
る
。「
何
事
も
ス
ピ
ー
ド
が

肝
心
」と
。

　

そ
し
て
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
日
本
代
表
、楽
天
。

　

売
上
高
は
７
９
１
億
円（
前
年
同
期
比
19
・
３
％
増
）、営

業
利
益
が
１
２
９
億
円（
同
32
・
２
％
増
）で
経
常
利
益
１
２

６
億
円（
同
38
・
６
％
増
）と
前
年
同
期
よ
り
大
幅
に
増
加

し
、2
年
連
続
で
最
高
益
を
達
成
し
た
。　

そ
の
楽
天
の
社

訓
、「
成
功
の
コ
ン
セ
プ
ト
」の
五
カ
条
目
に
、「
ス
ピ
ー
ド
！

ス
ピ
ー
ド
！
ス
ピ
ー
ド
！
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
業
界
に
当
て
は
め
て
み
て
も
、ス
ピ
ー
ド
と
院
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
比
例
す
る
の
で
は
な
い
か
、と
僕
は
思
う
。

　

・
混
雑
時
の
ベ
ッ
ド
の
回
転
ス
ピ
ー
ド

　

・
施
術
時
間
の
ス
ピ
ー
ド

　

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
触
診
の
ス
ピ
ー
ド

　

す
べ
て
早
く
や
れ
ば
そ
れ
で
い
い
…
…
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、そ
の
反
対
に
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
や
る
だ
け
で

効
果
が
上
が
る
わ
け
で
も
な
い
。

　

確
実
に
時
間
は
商
品
に
な
り
う
る
。

　

楽
し
く
健
康
関
連
の
情
報
を
提
供
し
、親
身
に
な
っ
て
カ

ラ
ダ
や
コ
コ
ロ
の
苦
情
を
聞
い
て
差
し
上
げ
る
７
分
間
。

　

ほ
と
ん
ど
無
言
で
ぼ
そ
ぼ
そ
と
テ
レ
ビ
の
サ
ッ
カ
ー
の

話
だ
け
で
ア
ホ
み
た
い
に
過
ご
す
の
も
同
じ
７
分
間
。

　

ど
ち
ら
が〔
濃
い
〕か
、だ
。

　

そ
の
同
じ
７
分
間
の
過
ご
し
方
で
雲
泥
の
違
い
が
生
ま

れ
る
。情
熱
を
も
っ
て
真
剣
に
考
え
実
行
し
て
い
く
時
間
と

そ
う
で
な
い
も
の
と
の
、患
者
さ
ん
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上

が
り
方
は
明
白
で
し
ょ
。

　

僕
の
思
う
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
の
は
、「
思
い
つ
い
て
か
ら
、

実
行
に
移
す
ス
ピ
ー
ド
」だ
。

　

た
と
え
ば
、院
の
玄
関
か
ら
患
者
さ
ん
が
入
っ
て
き
た
。

挨
拶
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
大
事
だ
。

　

患
者
さ
ん
が
自
転
車
を
目
の
前
に
置
い
た
だ
け
で
手
の

空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
玄
関
を
開
け
て
出
迎
え
で
も
し

た
ら
、そ
れ
こ
そ
患
者
さ
ん
の
自
然
治
癒
力
だ
っ
て
上
が
る

だ
ろ
う（
笑
）

　

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
コ
ツ
は
日
常
生
活
で
の
ん
び

り
し
て
い
る
時
間
を
如
何
に
無
く
す
か
で
鍛
え
ら
れ
る
。

　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
!?
」ク
ソ
ク
ラ
エ
だ
！

　

院
長
と
し
て
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、一
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

と
し
て
あ
な
た
は
動
い
て
い
る
。日
々
精
進
し
て
い
る
。家

族
を
、ス
タ
ッ
フ
を
食
べ
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

あ
な
た
は
、真
剣
に
学
び
、真
剣
に
こ
の
業
界
で
少
な
か

ら
ず
独
立
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
い

か
？　

そ
れ
と
も
一
時
的
な
気
の
迷
い
な
の
か
？　

そ
れ

か
…
…
と
り
あ
え
ず
、か
？　

止
ま
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ

ろ
う
か
？　

落
ち
着
き
払
っ
て
、の
ん
び
り
構
え
て
い
て
い

い
の
だ
ろ
う
か
？

　

何
も
せ
ず
、患
者
さ
ん
は
、ま
た
来
て
く
れ
る
と
勝
手
に

思
っ
て
、減
っ
て
き
て
も
大
し
て
気
に
せ
ず
、ま
わ
り
に
ラ

イ
バ
ル
が
で
き
て
も
、う
ち
は
大
丈
夫
な
ん
て
コ
コ
ロ
の
片

隅
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
微
妙
に
あ
せ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
？

　

こ
の
時
間
に
も
ラ
イ
バ
ル
達
は
頭
と
カ
ラ
ダ
を
フ
ル
に

使
っ
て
動
い
て
い
る
の
だ
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
ギ
リ
シ
ャ
シ
ョ
ッ
ク
、テ
ロ
に
暴

落
に
異
常
気
象
に
エ
コ
ラ
イ
フ
。

　

確
実
に
二
極
化
し
て
い
く
こ
の
業
界
で
本
当
に
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
な
ん
か
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

患
者
さ
ん
だ
っ
て
金
銭
的
に
余
裕
が
無
く
な
っ
て
く
れ

ば
、本
当
に
い
い
も
の
だ
け
を
真
剣
に
選
別
す
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
、確
実
に〔
選
ば
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
〕宿
命
の

上
に
立
っ
て
い
る
の
だ
。

　

先
日
、昔
の
卒
業
生
の
接
骨
院
の
先
生
に
こ
う
言
わ
れ

た
。

　
「
こ
の
ご
時
世
、集
客
人
数
が
伸
び
て
い
る
っ
て
す
ご
い

で
す
ね
」。

　

一
店
舗
で
１
７
３
人
を
今
も
持
続
で
き
て
い
る
そ
の
訳

は
…
…
答
え
は
一
言
、〔
ス
ピ
ー
ド
〕だ
。ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
仕
事
に
取
り
組
み
続
け
た
者

だ
け
が
、隠
居
し
た
時
に
悠
々
自

適
の
本
物
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が

達
成
さ
れ
る
。

　

今
か
ら
、「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」な

ん
て
口
に
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。

現
役
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
は
二
極

化
し
て
い
る
こ
の
経
済
社
会
で

は
単
に
死
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
ぁ
、次
に
あ
な
た
は
何
を
す

る
？

今すぐお電話ください!
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開場12時30分　開演13時00分　終演17時00分
定員：各回とも50名（なお、参加希望者多数の場合は先着順）
※当日参加はできません、事前にお申し込みください。定員になり次第、受付を終了します。
※都合により日程・会場・内容が変更されることがあります。当日は録音・撮影禁止です。
主　催：ＮＰＯ法人日本手技療法協会 　　 協賛：一般社団法人日本治療協会（ＪＨＡ）
運　営：トータルセラピストコミュニティ（ＴＴＣ）事務局
参加料：ＮＰＯ法人日本手技療法協会、一般社団法人日本治療協会の会員５,０００円
　　　　一般８,000円、養成専門学校　学生３,000円（要学生証提示）
会　場：ボディバランスアカデミー/ＢＢＡ（東京都千代田区神田淡路町1-1-1　ＫＡ111ビル） 

ＴＴＣ（トータル・セラピスト・コミュニティ）セミナー開催予定日

開催日・時間 第１部 第２部

第 24回
9 月 26 日（日）
13：00 ～ 17：00
会場：ＢＢＡ　

「世界標準！最新徒手医学からみるスポーツ医学」
ドイツ徒手医学会日本支部の初代チーフインストラクターが語る

～治療法、早期復帰プログラムから再発防止法まで～
講師：荒木秀明氏（福岡・姫野病院リハビリテーション部長 理学療法士）

第 25回
10 月 31 日（日）
13：00 ～ 17：00
会場：ＢＢＡ　

「顎関節症の治療法」
歯科技工士で整体師の水上氏による統合治療法

～身体の歪みの除去による顎関節症へのアプローチ～
講師：水上泰宏氏（MIZUKAMI代表）　

ＴＴＣ（トータル・セラピスト・コミュニティ）セミナー開催予定日

　

第
21
回
セ
ミ
ナ
ー
（
５
月
30
日
）

　

第
１
部
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
会
長
で
コ
バ
メ
デ
ィ

カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
木
場
克
己
氏
に
よ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
治
療

法
」
に
つ
い
て
の
講
演
と
元
J
リ
ー
ガ
ー
で
ア

ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
沖
縄
の
喜
名
哲
裕
氏
、

元
J
リ
ー
ガ
ー
で
現
在
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ジ
ェ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
鈴
木
規
郎
氏
が
ト
レ
ー
ナ
ー
に
望
む

こ
と
、
信
頼
の
置
け
る
ト
レ
ー
ナ
ー
像
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　

第
２
部
は
、
診
断
が
容
易
で
効
果
が
顕
著
な

マ
リ
ガ
ン
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
う
ち
、
椎
間
関
節

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
診
断
法
か
ら
実
技
ま

で
を
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
幹
事
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
メ
デ

ィ
カ
ル
の
丸
山
正
城
氏
が
講
演
し
た
。
〝
明
日

か
ら
の
臨
床
に
役
立
つ
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
す
る

丸
山
氏
は
、
後
半
か
ら
会
場
内
に
降
り
て
、
参

加
者
同
士
を
２
人
１
組
に
し
て
全
員
が
体
験
で

き
る
よ
う
に
気
を
配
っ
た
講
演
が
展
開
さ
れ

た
。

　

第
22
回
セ
ミ
ナ
ー
（
６
月
27
日
）

　

日
本
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
重
鎮
、

遠
藤
光
政
Ｄ
・
Ｃ
は
、自
身
の
代
表
的
な
治
療
法

で
あ
る
Ｐ
Ｃ
Ｔ
（
骨
盤
複

合
体
矯
正
法
）
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
満
員
の
約
80
名
の
参

加
者
を
前
に
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
理
論
と

Ｐ
Ｃ
Ｔ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
特

徴
、
矯
正
法
と
検
査
法
ま

で
を
講
演
し
た
。
豊
富
な

臨
床
経
験
か
ら
培
わ
れ
た

ア
ジ
ャ
ス
ト
の
技
術
に
参

加
者
は
魅
入
っ
て
い
た
。

　

次
回
以
降
の
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
予
定
日
、
講
師
陣

な
ど
は
下
記
の
通
り
。

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催
２
周
年
記

念
・
大
懇
親
会
の
申
込

み
、
問
い
合
せ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
手
技
療
法
協
会

Ｔ
Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
係
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
03
─
５
２
９
６
─
９

０
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
─
５

２
９
６
─
９
０
５
６  

Ｅ

メ
ー
ル  info@

e-shugi.

jp

）
ま
で

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp

：//ttc-j.

info

）
で
も
セ
ミ
ナ
ー
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
や
申

し
込
み
が
で
き
る
。

セミナー開催２周年を記念し

て8月29日（日）に東京・

神田神保町の「ダイニングカ

フェ・エスペリア」で14時か

ら、今まで登壇の講師やセミナ

ー参加者とＴＴＣセミナースタ

ッフなどによる大懇親会を開催

することが決定した。初めて参

加の手技療法家も大歓迎。参加

費は一人4500円。

お申込み、問い合せはＮＰＯ

法人日本手技療法協会ＴＴ

Ｃセミナー係まで。

ＴＴＣセミナー
開催２周年記念
大懇親会のお知らせ

左から木場会長、喜名、鈴木両選手

会場となった伊祖公民館には多数の参加者が来場

遠藤ＤＣテクニックに注目する参加者→
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経
営
陣
に
専
門
家
加
え
る
ひ
か
り
の
戦
略

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
極
め
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

有
限
会
社
ひ
か
り
Ｃ
Ｆ
Ｏ　

増
田
浩
美
氏

ウ
ラ
技

オ
モ
テ
技

　

ひ
か
り
整
骨
院
は
平
成
５
年
に
埼
玉
県
蓮
田

市
に
開
業
。代
表
の
高
橋
和
之
氏
は
多
店
舗
展
開

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、平
成
10
年
に
埼
玉
県
上

尾
市
に
２
店
舗
目
、平
成
11
年
に
埼
玉
県
春
日
部

市
、
東
京
都
北
区
滝
野
川
と
相
次
い
で
開
業
し
、

現
在
は
６
店
舗
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。ひ
と
り
で

経
営
す
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
た
高
橋
氏
が
と

っ
た
経
営
戦
略
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
税
務
に

関
す
る
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
た
ち
の
取
り

込
み
だ
っ
た
。

　

税
理
士
と
強
力
タ
ッ
グ
で
売
上
げ
ア
ッ
プ

　

当
時
、ひ
か
り
を
担
当
す
る
税
理
士
は
具
体
的

な
経
営
指
導
な
ど
な
く
、高
橋
代
表
は
日
頃
よ
り

不
満
を
感
じ
て
い
た
。そ
ん
な
折
り
に
縁
を
得
た

の
が
税
理
士
の
増
田
浩
美
氏
で
あ
る
。

　

増
田
氏
は
当
時
の
ひ
か
り
の
会
計
処
理
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
当
時
の
ひ
か
り
は
個
人
事
業
主
で
し
た
か

ら
、帳
簿
類
の
付
け
方
や
会
計
資
料
の
整
理
の
仕

方
な
ど
、本
当
に
基
本
的
な
こ
と
か
ら
指
導
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
報
も
整
っ
て

お
ら
ず
、
確
定
申
告
に
は
と
て
も
通
用
し
な
い

よ
う
な
状
態
で
、
ま

し
て
法
人
化
し
た
場

合
、
税
務
調
査
に
耐

え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

日
報
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
な
ど
、
標
準
的
な

書
類
を
作
成
し
、
最

低
限
、
税
務
調
査
を

受
け
ら
れ
る
レ
ベ
ル

を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」

　

高
橋
代
表
は
増
田
氏
が
独
立
す
る
と
聞
き
、信

頼
で
き
る
仕
事
ぶ
り
を
評
価
し
て
役
員
の
立
場
、

Ｃ
Ｆ
Ｏ（
チ
ー
フ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
オ
フ
ィ
サ

ー
）
と
し
て
ひ
か
り
に
迎
え
る
こ
と
を
考
え
た
。

　

増
田
氏
は
税
理
士
か
ら
見
た
接
骨
院
と
い
う

業
種
に
つ
い
て
、「
他
の
業
種
は
ま
ず
利
益
の
追

求
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
業
務
を
行
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
接
骨
院
の
場
合
、『
経
営
は
も
ち
ろ
ん

大
切
だ
が
そ
の
前
に
患
者
さ
ん
に
よ
く
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
』
と
い
う
、専
門
家
と
し
て
の
情

熱
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、数
字
の
こ
と
を

言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
経
営
者
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。経
営
的
な
相
談
を
す
る
と
い
う
よ

り
、義
務
だ
か
ら
確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
と
い

う
ご
依
頼
が
多
い
で
す
が
、利
益
が
出
な
け
れ
ば

良
い
治
療
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、少

し
で
も
利
益
の
出
る
経
営
体
質
に
改
善
し
て
差

し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

税
理
士
と
し
て
の
や
り
が
い
と
い
う
意
味
で

は
、「
１
店
舗
の
と
こ
ろ
は
い
わ
ゆ
る
『
治
療
家
』

で
あ
り
経
営
戦
略
の
前
に
帳
簿
の
作
成
や
資
料

の
整
理
の
仕
方
な
ど
本
当
に
基
本
的
な
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、書
類
が
見
や
す
く
成

績
が
わ
か
り
や
す
い
な
ど
成
果
が
分
か
り
や
す

い
と
い
え
ま
す
。一
方
多
店
舗
展
開
の
法
人
の
場

合
は
、投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
本
格
的
な
経
営

戦
略
に
携
わ
る
と
い
う
喜
び
が
あ
り
ま
す
。ど
ち

ら
も
大
切
な
お
客
様
で
す
」
と
言
う
。

　

一
方
、実
際
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
高
橋
代

表
は
、「
嫌
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
に
は
、お
金
の
こ
と

を
考
え
る
の
は
罪
だ
と
い
う
意
識
が
潜
在
的
に

擦
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
私
は
当
初
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
た
の

で
、
計
画
的
に
設
備
投
資
が
で
き
な
い
と
か
、
人

件
費
は
い
く
ら
ま
で
使
え
る
の
か
と
い
う
計
算

が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
増
田
氏
の
よ
う

な
プ
ロ
と
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、戦
略
的
な
経
営

を
進
め
、良
い
治
療
を
し
て
良
い
人
材
を
育
て
た

い
と
考
え
た
わ
け
で
す
。そ
の
た
め
の
提
案
で
あ

れ
ば
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
践
す
る

　

高
橋
代
表
は
増
田
氏
の
提
案
を
積
極
的
に
取
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●｢パーフェクト  クラニオロジー協会｣では正会員を募集しています｡●

創始者：宮野  博隆
元ＰＡＡＣ/ＳＯＴ研究委員長
米国 SOT 優秀インストラクター賞受賞
2000 年米国で国際仙骨後頭骨学会
研究者大賞受賞（日本人唯一）
過去に掲載された特集／ひーりんぐマガジン･
ビジネスデータ･シャキッと･その他多数

短時間で起こる驚異的な治療効果は、今の手技や物理療法などと併用することにより、劇的な症状改善が
得られます。柔道整復など施術時間が短くても｢ソフトブロックテクニック｣を併用するだけで治療効果は
大きく上がります。まずはご自身のからだが劇的に変化することをセミナーで体験してください。

≪確固たる診断理論と技術が､あなたの治療の指針となります！≫

入会金  30,000 円（今なら入会金免除！） 年会費 30,000 円（上限額１億円の傷害保険が含まれる！）
------------------- 詳しくは下記にお問い合わせ下さい -------------------

[ 問合せ･申込先 ] パーフェクト  クラニオロジー協会   TEL･FAX : 03-3736-6508
URL : http://www.perfect-craniology.jp/　MAIL : csf_practice@yahoo.co.jp

＊短時間で劇的効果！
＊誰でもできる簡単テクニック！
＊1回の受講でスグ使える！  今の手技と併用できる！

｢ソフトブロックセミナー｣
【講　師】市橋 悟（PCA公認インストラクター）
【日　時】毎月第 4日曜日  AM10:00 ～ PM4:30
【受講料】正会員  8,000 円／学生  8,000 円／非会員  20,000 円
【会　場】東京都大田区東蒲田 2-29-13  オタマビル 1F
｢臨床コース｣―【講師】宮野 博隆（毎月第 2日曜日）

世界が認めたソフトブロック   テクニック!! 米国で国際仙骨後頭骨学会研究者大賞受賞

り
入
れ
て
い
っ
た
。「
ま
ず
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
を
採
り
入
れ
、蓄
積
し
た
デ
ー
タ
か
ら
戦
略

を
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
と
え
ば
一
つ

の
店
舗
の
売
上
げ
を
経
年
的
に
み
て
、20
～
30
歳

代
の
女
性
が
弱
い
と
言
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
し
て
２
～
３
割

盛
り
返
し
た
と
い
う
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
す
」

な
ど
の
事
例
を
挙
げ
た
。そ
の
点
に
つ
い
て
増
田

氏
は
、「
た
と
え
ば
、
男
女
別
、
年
齢
別
に
時
系

列
を
お
っ
て
患
者
数
の
推
移
を
グ
ラ
フ
等
で
見

や
す
く
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
な
資
料
を
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

ひ
か
り
で
は
、院
長
会
議
を
月
に
１
回
実
施
し

て
、各
店
舗
の
成
績
を
公
開
し
優
れ
た
取
り
組
み

な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。

　
「
ど
う
し
た
ら
売
上
げ
が
上
が
っ
た
か
と
い
う

よ
う
な
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、成
績
不
振

の
店
舗
へ
の
対
策
も
話
し
合
い
ま
す
。現
場
の
意

識
と
数
字
に
は
以
外
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
」
と
高
橋
代
表
は
言
う
。

　

同
社
の
営
業
活
動
を
担
う
Ｃ
Ｏ
Ｏ（
最
高
執
行

責
任
者
）の
大
泉
昇
児
氏
は
具
体
的
な
改
善
効
果

と
し
て
、「
日
報
ソ
フ
ト
は
必
要
な
数
字
を
入
れ

る
だ
け
な
の
で
、パ
ソ
コ
ン
に
不
得
手
な
方
も
問

題
な
く
使
え
ま
す
し
、入
力
し
た
デ
ー
タ
が
そ
の

日
の
う
ち
に
本
部
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
、非
常
に

管
理
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
分
析
に
つ
い
て
増
田
氏
は
、「
曜
日
別
、時

間
別
の
患
者
数
も
出
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
毎
の
地
域
性
に
応
じ
た
適

切
な
営
業
時
間
帯
を
細
か
く
設
定
す
る
こ
と
に

も
利
用
し
て
い
ま
す
」
と
例
を
挙
げ
説
明
し
た
。

　

そ
の
効
果
に
つ
い
て
大
泉
氏
は
、「
以
前
か
ら

広
告
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
売

上
げ
は
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。１
店
舗
当
た

り
の
売
上
げ
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
が
、無
駄
を

カ
ッ
ト
し
効
率
よ
く
な
っ
た
こ
と
が
最
大
の
利

点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
高
橋
代
表
は
、「
技
術
者
は
つ
い
『
私

は
こ
う
い
う
治
療
が
し
た
い
』と
い
う
よ
う
に
作

り
手
主
導
の
考
え
方
に
陥
り
が
ち
で
す
。
し
か

し
、わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
本
来
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
き
も
の
で
す
か
ら
、通
い
や
す
い

営
業
時
間
を
設
定
す
る
と
い
う
の
は
ま
さ
し
く

そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。う
ま
く
い
か
な

い
院
長
に
は
意
識
変
革
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
続
け
た
。

　
「
法
人
の
お
客
様
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

決
算
時
に
前
年
比
の
売
上
げ
増
加
率
は
ど
う
か
、

営
業
利
益
率
は
健
全
か
、借
入
金
の
返
済
状
況
は

適
正
か
、
な
ど
の
相
談
は
多
く
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
グ
ラ
フ
化
し
て
分
り
や
す

い
こ
と
を
念
頭
に
説
明
し
て
い
ま
す
」と
増
田
氏

は
語
っ
た

　

患
者
目
線
が
成
功
の
カ
ギ

　

最
後
に
今
後
の
ひ
か
り
の
営
業
展
開
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
以

下
の
よ
う
に
考
え
を
語
っ
た
。

　

ま
ず
高
橋
代
表
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
接
骨

院
は
今
の
と
こ
ろ
安
定
し
て
い
ま
す
が
、10
年
後

は
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。技
術
者
と
し
て

や
り
た
い
こ
と
と
経
営
者
と
し
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
こ

ろ
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。保
険
が
中
心
な
の
で

自
費
率
を
高
め
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、点

数
が
下
が
っ
て
く
る
と
必
要
な
手
を
か
け
ら
れ

な
い
と
か
、人
を
育
て
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が

で
て
き
ま
す
。
業
界
全
体
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

良
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
一
番
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。社
会
か
ら
接
骨
院
が
必
要
と
さ
れ
続
け

る
た
め
に
は
、何
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と

を
常
々
考
え
て
い
ま
す
。
禁
煙
に
し
て
も
し
か

り
、い
ろ
い
ろ
な
面
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
代
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
あ
た
り
で
と
く
に
女
性
の

目
線
、意
識
に
し
っ
か
り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
大
泉
氏
は
、「
接
骨
院
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
間
違
い
な
く
あ
り
ま
す
。今
後
の
課
題
は
限
ら

れ
た
パ
イ
の
中
で
、ど
れ
だ
け
新
し
い
こ
と
を
考

え
て
勝
ち
残
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
も
、例
え
ば
湿

布
の
臭
い
を
ア
ロ
マ
で
緩
和
す
る
と
か
、各
店
舗

で
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る

と
か
、患
者
さ
ん
の
目
線
を
大
切
に
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
増
田
氏
は
、「
接
骨
院
の
院
長
は
労
働

時
間
が
長
く
、外
に
出
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の

で
一
般
の
情
報
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、私
た
ち
が
社

会
の
ニ
ー
ズ
を
院
内
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、提

案
す
る
こ
と
が
役
割
と
し
て
重
要
だ
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
た
。
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体
の
歪
み
・
痛
み
を
カ
イ
ロ
技
術
で
説
明

〝
ビ
ル
３
階
〟の
ハ
ン
デ
克
服
で
１
日
120
人
来
患

新
越
谷
整
骨
院
院
長　

丸
山
正
城
氏

　

丸
山
院
長
の
出
身
校
は
仙
台
の
赤
門
鍼
灸
柔

整
専
門
学
校
。
学
生
当
時
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
だ

っ
た
同
氏
が
ケ
ガ
を
す
る
と
よ
く
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
柔
道
整
復
師
が
お
り
、
そ
の
人
が
母

校
の
赤
門
を
薦
め
て
く
れ
た
。

　

出
身
地
の
群
馬
で
高
校
を
卒
業
後
、
仙
台
に

移
り
、
赤
門
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
の
元
で

３
年
間
住
み
込
み
で
学
ん
で
い
た
が
、
修
行
生

活
が
倦
怠
期
を
迎
え
た
こ
ろ
、
後
に
師
匠
と
仰

ぐ
よ
う
に
な
る
加
瀬
建
造
先
生
の
キ
ネ
シ
オ
テ

ー
プ
を
用
い
た
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
セ

ミ
ナ
ー
を
聞
き
、
「
こ
れ
だ
と
思
い
、
銀
座
の

加
瀬
先
生
の
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
３
年
間
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
分
院
に
接
骨
院
も
あ
り
ま
し
た
の
で

併
せ
て
修
行
し
た
後
、
群
馬
の
地
に
戻
っ
て
開

業
し
た
の
が
平
成
元
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

後
平
成
９
年
11
月
に
現
在
の
本
院
で
あ
る
埼
玉

県
越
谷
市
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」
と

振
り
返
る
。

　

現
在
、
整
骨
院
は
３
軒
あ
り
、
越
谷
の
本
院

の
ほ
か
に
埼
玉
県
の
草
加
市
に
１
軒
、
さ
ら
に

今
年
６
月
20
日
に
は
本
院
と
同
じ
越
谷
市
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
他
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
直
営
店
６
軒
と
Ｆ
Ｃ
店
が
２
軒
あ
る
。
グ
ル

ー
プ
は
㈱
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
が
運

営
し
丸
山
氏
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
。

　

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
考
案
者
に
師
事

　

丸
山
院
長
は
、
自
身
の
臨
床
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
加
瀬
建
造
先
生

の
療
法
で
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
だ
け

で
は
治
ら
な
い
症
例
に
対
し
て
、
加
瀬
先
生
が

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
プ
を
考
案
さ
れ
て
非
常
に
効
果

が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
接
骨
院
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
さ
ま
ざ

ま
な
製
品
が
あ
り
ま
す
が
玉
石
混
淆
と
い
う
状

態
で
す
。
肌
の
か
ぶ
れ
の
問
題
や
、
剥
が
れ
や

す
い
か
ど
う
か
、
貼
る
と
き
の
伸
縮
の
度
合
い

な
ど
、
非
常
に
微
妙
で
ど
の
製
品
が
良
い
か
は

貼
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
」。

　
「
当
院
で
も
接
骨
院
と
し
て
電
気
療
法
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
ほ
か
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ

ッ
ク
を
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
だ
け
謳
っ

て
も
ア
ピ
ー
ル
度
は
弱
い
で
す
か
ら
、
患
者
さ

ん
の
姿
勢
を
診
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
体

の
歪
み
や
そ
れ
に
伴
う
痛
み
な
ど
を
患
者
さ
ん

に
ご
説
明
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

一
般
に
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
奥
が
深

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「
カ
イ
ロ
の
考
え
方

は
、
体
の
歪
み
、
内
臓
の
反
射
、
脳
脊
髄
液
の

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
枝
葉
の
よ
う
に

拡
が
っ
て
い
く
た
め
簡
単
に
お
話
し
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
言
え
ば
、
そ
れ

ら
の
枝
葉
に
対
し
て
幹
と
な
る
部
分
は
背
骨
と

言
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　

最
新
式
の
ベ
ッ
ド
（
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
エ
レ

ベ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
）
を
導
入
し
、
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
そ
の
他
の
治
療
に
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。
「
診
断
の
際
に
は
背
骨
の
歪
み
に
つ
い
て

患
者
さ
ん
に
説
明
し
、
そ
の
結
果
を
プ
リ
ン
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こ
の
特
集
で
は「
成
功
し
た
」「
成
功
す
る
た
め
に
奮
闘
中
」さ
ら
に
は「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
失
敗
し
た
」な
ど
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
そ
の
手
法
や
経
緯
、人
物
像
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
企
画
で

す
。「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
ウ
チ
の
ほ
う
が
す
ご
い
」「
あ
ん
な
す
ご
い
人
を
知
っ
て
い
る
」愛
読
者
様
ご
自
身
ま
た
は
知
人
の
先
生
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
︲
５
２
９
６

︲
９
０
６
１　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
︲
５
２
９
６
︲
９
０
５
６
）

ト
ア
ウ
ト
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
」
（
丸

山
）
。

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
で
の
活
動

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
ト
ー
タ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
と
は
、
技
術
や
経
営
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
、
手
技
療
法
に
携
わ
る
人
々
（
柔
道

整
復
・
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
整
体
・
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
そ
の

他
）
の
地
位
向
上
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、
す
で
に
３
年
が
た

つ
。
発
起
人
と
し
て
木
場
克
己
氏
、
山
根
幸
男

氏
、
そ
し
て
丸
山
正
城
氏
が
会
を
発
足
さ
せ
、

主
旨
に
賛
同
し
た
佐
々
木
伸
幸
氏
、
星
野
虎
之

助
氏
を
加
え
た
５
人
が
中
心
と
な
っ
て
現
在
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
手
技
療
法
協
会
が
主
催
し
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
は
運

営
を
掌
っ
て
い
る
。

　
「
現
在
の
活
動
は
セ
ミ
ナ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
と
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
本
来
の
目
的
が

ま
だ
十
分
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で

す
。縦
割
り
で
な
く
横
割
り
の
交
流
で
あ
れ
ば
、

何
か
の
折
り
に
治
療
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
き
っ
か

け
な
の
で
す
」
と
し
、
本
年
８
月
に
は
か
つ
て

の
講
師
や
参
加
者
に
呼
び
か
け
、
単
な
る
名
刺

交
換
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
会
合
を
企
画
し
て

い
る
と
い
う
。
業
界
全
体
の
向
上
を
図
る
こ
と

は
常
に
丸
山
氏
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

新
患
獲
得
は
患
者
か
ら
の
口
コ
ミ

　

来
院
患
者
が
１
日
１
２
０
人
以
上
と
い
う
本

院
で
は
、
集
客
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
手
法

を
と
っ
て
い
る
の
か
。

　
「
当
院
に
来
院
す
る
患
者
さ
ん
の
傾
向
と
し

て
は
、
駅
前
に
あ
る
の
で
仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
働
く
若
い
女
性
が
多
い
で
す
ね
。
近

隣
の
商
店
の
人
も
来
院
し
ま
す
」

　

リ
ピ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は
駅
前
と
い
う
便
利

な
立
地
な
の
だ
が
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
３
階
と

い
う
の
は
新
患
獲
得
に
は
や
や
不
利
な
条
件

だ
。
こ
れ
を
克
服
し
て
い
る
の
が
、
１
階
の
入

口
に
あ
る
音
の
出
る
動
画
看
板
や
電
飾
の
目
立

つ
看
板
な
ど
。
ま
た
、
駅
に
も
看
板
を
出
し
て

い
る
。「
ビ
ル
自
体
が
古
く
、場
所
が
分
か
り
づ

ら
い
た
め
、
普
通
以
上
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
工

夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
丸
山
院
長
）。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
ア
ク

セ
ス
数
を
増
や
す
な
ど
の
複
合
的
な
工
夫
も
し

て
い
る
。
し
か
し
、
「
一
番
は
患
者
さ
ん
の
口

コ
ミ
で
、
新
患
の
半
数
以
上
が
ご
紹
介
の
患
者

さ
ん
で
す
。
そ
う
い
う
方
は
、
最
初
か
ら
当
院

へ
の
信
頼
度
が
高
い
の
で
治
療
は
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
紹
介
の
口
コ
ミ
を
発
生

さ
せ
る
に
は
、
や
は
り
あ
る
程
度
患
者
数
の
分

母
が
必
要
で
す
し
、
患
者
さ
ん
に
与
え
る
満
足

度
が
高
く
な
け
れ
ば
な
か
な
か
ご
紹
介
し
て
は

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
新
た
な
患
者
さ
ん
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
既
存
の
患
者
さ
ん
へ

の
こ
ま
め
な
声
か
け
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば

治
療
中
の
患
者
さ
ん
の
状
態
が
良
く
な
っ
て
き

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
『
ご
家
族
や
お
友
達
に
同
じ

様
な
症
状
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
』

と
い
う
よ
う
に
。
ま
た
、
会
話
の
中
で
、
姿
勢

が
悪
い
と
肩
が
凝
り
や
す
く
な
っ
た
り
集
中
力

が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
よ
と
い
う
よ
う
な
、

健
康
に
関
わ
る
話
題
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
気
配
り
は
常
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
い
う
。

　

も
う
１
つ
、
患
者
の
特
色
と
し
て
、
産
後
間

も
な
い
お
母
さ
ん
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
子
ど
も
と

一
緒
に
来
院
す
る
。
実
は
こ
れ
３
階
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
そ
の
ま
ま
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
乗
り
つ
け

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ビ
ル
の
入
り
口
が
ほ

ぼ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
の
で
、
か
え
っ
て
１
階
で

段
差
が
あ
る
よ
り
来
や
す
い
の
だ
そ
う
だ
。
立

地
が
不
利
な
反
面
思
わ
ぬ
副
作
用
も
あ
っ
た
も

の
だ
。
お
か
げ
で
同
院
で
は
、
妊
婦
か
ら
産
後

間
も
な
い
お
母
さ
ん
な
ど
へ
の
施
術
技
術
も
身

に
つ
い
た
と
い
う
。
本
院
で
は
９
割
以
上
が
保

険
診
療
で
、
８
人
の
柔
道
整
復
師
と
鍼
灸
師
が

対
応
し
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
学
ぶ
環
境
が
必
要

　

か
つ
て
、
師
匠
を
通
じ
て
治
療
の
素
晴
ら
し

さ
と
い
う
世
界
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
丸
山
院
長
。
「
今
度
は
自
分
自
身
が

成
長
し
な
け
れ
ば
、
い
ま
育
て
て
い
る
人
材
に

大
き
い
世
界
を
見
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
良
い
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

や
は
り
学
ぶ
た
め
の
よ
い
環
境
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
働
い
て
い
る
彼
ら
が
開
業
し
た
と
き

に
順
調
な
道
を
歩
み
、
そ
こ
に
ス
タ
ッ
フ
が
入

り
よ
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
残
さ
れ
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
今
後
、
開
業
は

さ
ら
に
難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
３
年
後
に
は

現
在
の
接
骨
院
を
３
軒
か
ら
８
軒
に
増
や
し
、

当
社
の
成
長
に
貢
献
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
た

ち
の
開
業
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
語
る
。

　
「
よ
り
良
い
環
境
を
目
指
す
こ
と
は
、患
者
さ

ん
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
電
気
を
か
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
も
う
一
歩
先
に
あ
る
『
健
康
』
と
い
う

も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

正
し
い
姿
勢
を
す
れ
ば
痛
み
も
な
く
生
活
で
き

ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の
予
防
に
も
繋
が

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
防
を
実
践
す
る
た
め
に

は
患
者
さ
ん
自
身
が
運
動
す
る
た
め
の
指
導
な

ど
も
必
要
で
す
。
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
治
療
だ

け
で
は
終
わ
ら
ず
に
そ
の
先
を
提
供
で
き
る
レ

ベ
ル
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
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プロスポーツ選手の要望取り入れ
発売後たちまち注目の的に！

冷却サポートシステム　

Pack Support
パックサポート

↑「固定されていてズレないのでかなり気

に入りました」と総合格闘家の日沖発選

手。現TKO世界フェザー級王者。現修斗世

界ライト級王者。修斗で活躍しており、

「打・投・極」と、全てにおいて高いレベ

ルを誇る。ALIVE所属。

↑プロ・サッカーの土肥洋

一選手は、自宅近くの「ア

スリートウェーブ西東京整

骨院」（東京都小平市上水

南町）でトレーニングした

後、パック・サポートを使

用。土肥選手は、元日本代

表ゴールキーパーで、現在

Jリーグ2部（Ｊ２）の東京

ヴェルディに所属。

西東京整骨院は、今年３月

にオープンした。代表はJ

リーグＦＣ東京の元チーフ

トレーナーでＴＴＣ会長の

木場克己氏（上写真㊧）

←「腰のサポーター付きアイス

パックは画期的」と言う植松直

哉選手。総合格闘家。サンボ初

段、柔道二段、ブラジリアン柔

術黒帯。クロスポイント吉祥寺

（パラエストラ吉祥寺）所属。

　

前
号
で
紹
介
し
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

療
法
を
基
本
に
開
発
さ
れ
た
冷

却
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
『Pack 

Support

』（
パ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
）。

　

パ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
の
冷
却
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
は
、
氷
を
入
れ

る
冷
却
パ
ッ
ク
と
圧
迫
す
る
ネ
オ

プ
レ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
が
セ
ッ
ト
に
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Pack Support製品の一例と使用例
■ Tennis Elbow Ice Wrap【肘、手首】
　肘や手首の炎症としてよく知られるテニ
ス・ゴルフ肘、手根管症候群、運動での関節の
酷使による関節部の外傷性炎症等に使用す
る。慢性的テニス肘の炎症にはテニスマッチ
直後に使用する。肘、手首用冷却サポートは鞄に入れて持ち運び可能
なサイズ。
■ Lower Back Ice Wrap【腰背部】
　仕事やスポーツからくる毎日のつらい腰
背部の痛みに使用する。腰背部の炎症として
よく知られる椎間板の痛みや筋肉の痙攣、手
術後の腫れや痛みを和らげる。メッシュ収納
サポーターが冷却パックを患部に固定。腰背部サポーターはウェス
トサイズ 117cm まで使用できる。より大きいサイズには延長ベルト
で対応。氷水の代わりにお湯を使用するだけで温感サポーターとし
ても利用できる。
■ Ice Wrap【膝、大腿、鼠蹊部 ( 付け根 )】
　膝、大腿、鼠蹊部の筋肉や関節の痛み、また
腫れや酷使による外傷性炎症等に使用でき
る。大腿屈筋の痙攣、太腿打撲、膝の腫れなど
に最適。
■ Shoulder Ice Wrap【肩】
　左右両方の肩に使用できる。回旋腱板の炎
症としてよく知られる腱炎、運動時の腱板の
衝突に起因する肩関節の慢性障害であるイン
ピジメント症候群、滑液包炎、手術後の腫れや
痛みなどにも効果的。ピッチャー、バレーボール選手、テニスプレーヤ
ーや水泳選手の関節部の酷使による外傷性炎症にすすめている。
■ Double Ankle Ice Wrap【足首】
　冷却パックが両サイドに固定できるため
両側性の冷却サポーターとして使用できる。
包み込むように患部にフィットするため足
首のケガや炎症に適している。一般的に、運
動をする人に最も多いケガとして知られる足首の捻挫の治療にすす
められる。
■ Universal(M)Ice Wrap【膝、足首、すね】
　膝、足首、スネなどの筋肉や関節痛に使用。
足の炎症としてよく知られる腱炎や滑液包
炎、捻挫、筋挫傷等に最適。膝、足首、すね用冷
却サポーターは脛骨過労性骨膜炎や疲労骨
折で悩むランナーにおすすめ。
■ Hip Ice Wrap【骨盤、大腿骨】
　骨盤、大腿骨、殿部の炎症としてよく知ら
れる滑液包炎、股関節骨折、陰茎折症による
腫れに使用。人口股関節置換術による痛みや
腫れで悩む人におすすめ。

Close up Information

TNT World Wide K.K.
〒357-002  埼玉県飯能市双柳353-121
TEL 042-974-7731  FAX 042-974-7734
www.boawrap.com

　

「
ジ
ム
で
は
選
手
の
手
首
を
ア
イ
シ
ン
グ
す

る
の
に
、
今
ま
で
は
保
冷
剤
を
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン

な
っ
て
お
り
、
患
部
に
冷
却
と
圧
迫
が
同
時
に

で
き
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
ふ
つ

う
の
氷
を
使
用
す
る
た
め
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
旅
行
中
の
急
な
け
が

に
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
、
効
果
的
な
治
療
が
可

能
と
な
る
。

　

パ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
先
進

国
、
ア
メ
リ
カ
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ボ
ア

ラ
ッ
プ 

ア
ス
レ
チ
ッ
ク 

イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト 

カ
ン
パ
ニ
ー
で
開
発
さ
れ
た
。
当
然
な
が
ら
最

高
の
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
整
形

外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ま
た
プ
ロ
・
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
高
い
支
持

を
得
て
い
る
が
、
日
本
に
上
陸
し
た
際
、
日
本

の
実
情
や
選
手
た
ち
の
要
望
を
よ
り
多
く
取
り

入
れ
よ
う
と
努
力
し
た
の
が
輸
入
総
代
理
店
の

TN
T W

orld W
ide K.K.

だ
。

ド
で
巻
い
て
固
定
し
て
い
ま
し
た
。
手
首
は
固

定
が
難
し
く
保
冷
剤
が
ず
れ
や
す
い
の
で
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
パ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
は
サ
ポ

ー
タ
ー
が
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
固
定
す

る
の
で
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
肩
用

の
パ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
も
肩
全
体
を

固
定
す
る
の
で
い
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
が
元
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ス
ー
パ

ー
フ
ラ
イ
級
王
者
の
セ
レ
ス
小
林

氏
。

　

元
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ

級
王
者
。
「
セ
レ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ

ム
」
（
千
葉
県
柏
市
）
会
長
と
し
て

後
進
の
育
成
・
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

セレス小林氏も絶賛

　

プ
ロ
格
闘
家
の
選
手
の
ケ
ア
を
得
意
と
す
る

「
は
な
ま
る
整
骨
院 

」
（
東
京
都
世
田
谷
区

経
堂
）
の
山
本
建
院
長
㊧
と
日
沖
選
手
。
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問マッサージの現状
訪問マッサージの実態 Ⅱ

　

患
者
宅
へ
訪
問
し
健
康
保
険
を
適
用
し
て
行

う
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
患
者
の
大
多
数
は
高
齢
者
で

す
。
年
ご
と
に
高
齢
者
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴

い
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
対
象
者
も
増
え
参
入
す
る

業
者
も
急
増
し
て
、
近
年
で
は
過
当
競
争
の
様

相
さ
え
帯
び
始
め
て
い
ま
す
。
業
者
の
増
加
に

比
例
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
は

じ
め
ま
し
た
。
こ
の
号
で
は
最
近
多
く
見
え
て

き
た
問
題
点
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
す
。

　

増
加
と
質
の
低
下

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
健
康
保
険
の
治
療
対
象
と

な
る
疾
患
は
、
麻
痺
症
状
と
関
節
の
運
動
障

害
で
、
医
療
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
場

合
（
医
師
の
同
意
書
が
発
行
さ
れ
た
場
合
）
で

す
。
徒
手
矯
正
術
は
、
関
節
拘
縮
や
麻
痺
が
あ

る
場
合
に
適
応
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
を
持
つ
患
者
の
大
半
は
、

高
齢
者
の
人
で
す
の
で
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は

身
体
に
大
き
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
な
施
術

で
血
行
を
良
く
し
、
身
体
機
能
全
体
を
ア
ッ
プ

さ
せ
、
関
節
や
筋
肉
の
痛
み
の
緩
和
と
浮
腫
も

改
善
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
関
節
の
可
動
域
も
拡

大
さ
せ
、
結
果
的
に
日
常
生
活
動
作
を
向
上
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と

血
液
や
リ
ン
パ
の
循
環
改
善
、
関
節
拘
縮
と
筋

萎
縮
の
改
善
、
疼
痛
の
緩
和
、
心
肺
機
能
の
改

善
、
内
臓
諸
器
官
の
機
能
改
善
、
残
存
機
能
改

善
と
維
持
、
患
者
の
心
理
的
満
足
度
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
参
入
す
る
治
療
院
や
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
（
以
下
あ
マ
指
師
）

が
増
加
す
る
に
つ
れ
質
の
低
下
も
言
わ
れ
始
め

て
い
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
漫
然
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
に
対
し
、
上
記
の
目
的
を
当
て
は
め
、
ど
の

部
分
を
ど
の
よ
う
に
改
善
を
す
る
か
、
段
階
を

計
画
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
治
療
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。

　

時
に
は
患
者
自
身
が
抱
え
て
い
る
心
身
の
悩

み
を
聞
い
た
り
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
医
学
的
見
地

か
ら
二
次
的
疾
患
を
促
進
さ
せ
な
い
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
自
立
促
進
を
図
り
、

「
無
理
せ
ず
」
「
焦
ら
ず
」
「
諦
め
ず
」
を
提

唱
す
る
と
と
も
に
、
毎
日
の
リ
ハ
ビ
リ
を
欠
か

さ
な
い
よ
う
勧
め
る
の
も
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

治
療
技
術
以
外
に
も
質
の
低
下
が
見
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
で
す
。

　

従
来
の
治
療
院
と
は
違
い
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
は
こ
ち
ら
か
ら
患
者
宅
へ
出
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
患
者
が
来
る
こ
と
と
あ
マ
指
師

が
患
者
宅
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
の
違
い
を
し
っ

か
り
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

訪
問
し
た
あ
マ
指
師
が
、
ド
ア
を
大
き
な
音

を
出
し
て
閉
め
た
り
、
靴
を
乱
雑
に
脱
い
で
い

た
り
、
横
柄
な
態
度
を
と
っ
た
り
し
た
場
合
、

患
者
や
そ
の
家
族
は
人
間
性
を
疑
い
、
ど
ん

な
に
治
療
が
上
手
で
も
信
頼
さ
れ
な
い
で
し
ょ

う
。

　

訪
問
時
の
注
意
事
項
を
列
挙
し
て
見
ま
す
。

　

服
装
と
身
だ
し
な
み

　

１　

髪
は
き
れ
い
に
整
髪
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
フ
ケ
は
出
て
い
ま
せ
ん
か

　

２　

耳
は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
耳
垢
は
付

い
て
い
ま
せ
ん
か
。
髭
は
そ
っ
て
あ
り
ま
す
か

　

３　

白
衣
の
襟
、
袖
口
は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん

か
　

４　

雨
の
日
に
ズ
ボ
ン
の
裾
は
ぬ
れ
て
い
ま

せ
ん
か
、
泥
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

　

姿
勢
・
態
度

　

１　

い
つ
も
背
筋
を
シ
ャ
ン
と
伸
ば
し
た
良

い
姿
勢
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

２　

自
分
の
履
物
は
向
き
を
変
え
て
、
玄
関

の
隅
に
置
き
ま
し
ょ
う

　

３　

出
入
り
の
際
は
扉
側
を
向
い
て
開
閉

し
、
後
ろ
手
で
の
開
閉
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　

４　

挨
拶
は
笑
顔
で
ハ
ッ
キ
リ
と
し
ま
し
ょ

う
。
挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩

で
す

　

患
者
接
遇

　

１　

誠
意
を
持
っ
て
接
す
る

　

２　

相
手
の
気
持
ち
と
立
場
に
な
っ
て
接
す

る
　

３　

忙
し
く
て
も
、
不
愉
快
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
礼
儀
正
し
く
接
す
る

ひーりんぐ28.indd   50 2011/08/14   18:58:52



51 Healing Magazine
No.28  2010  Summer

　

４　

流
行
語
や
カ
タ
カ
ナ
語
は
な
る
べ
く
避

け
る

　

先
日
、
あ
る
医
師
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
継
続
の
際
、
口
頭
で
の
同

意
で
は
な
く
書
面
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
書
面
に
は
「
患
者
さ
ん
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

継
続
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
継
続
に
関

し
て
同
意
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
旨
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
○
月
○
日
ま
で
に
連
絡
が
な
い
時

は
継
続
に
同
意
し
た
と
見
な
し
ま
す
」
。

　

医
師
は
こ
ん
な
失
礼
な
手
紙
は
な
い
と
あ
き

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
治
療
院
か
ら
同
様

の
文
面
が
届
く
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
治
療

院
の
質
の
低
下
を
端
的
に
現
わ
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

保
険
者
の
対
応

　

健
康
保
険
は
７
０
０
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
組
合
管

掌
保
険
、
そ
れ
以
外
の
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
加
入
す
る
社
会
保
険
庁
か
ら
移
管
し
た
全
国

健
康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
公
務
員
な
ど

が
加
入
す
る
共
済
組
合
、
自
営
業
者
や
農
業
従

事
者
・
無
職
者
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｂ
が
加
入

す
る
国
民
健
康
保
険
、
主
に
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
た
め

険
者
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
、
保
険
者
が
被
保
険

者
に
現
金
で
支
払
う
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ

を
償
還
払
い
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
条
文
だ
け
で
は
具
体
性
に
欠
け
ま
す
の

で
、
厚
生
労
働
省
は
こ
の
条
文
に
基
づ
い
て
、

あ
マ
指
師
、
柔
整
師
、
鍼
・
灸
師
に
お
け
る
療

養
費
扱
い
に
つ
い
て
、
通
達
を
出
し
て
こ
の
条

項
を
追
認
し
て
い
ま
す
。

　

償
還
払
い
で
は
、
複
数
回
に
わ
た
り
あ
マ
指

師
の
治
療
を
受
け
た
場
合
、
被
保
険
者
が
保
険

者
か
ら
入
金
さ
れ
る
２
～
３
カ
月
間
分
の
治
療

費
を
立
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
金
銭
的
な
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
被
保
険
者
が
療
養
費
の
請
求
に
慣

れ
て
い
る
場
合
は
良
い
と
し
て
も
、
実
際
は
大

変
な
労
力
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
療
養
費

の
請
求
を
あ
マ
指
師
な
ど
が
代
わ
っ
て
請
求
し

受
領
す
る
の
が
、
代
理
受
領
（
代
理
人
払
い
）

と
い
い
ま
す
。
民
法
の
６
４
３
条
に
そ
の
法
的

根
拠
が
あ
り
ま
す
。

　

柔
整
師
の
場
合
は
受
領
委
任
の
届
け
を
出
し

て
い
る
の
で
委
任
払
い
と
い
い
ま
す
。

　

保
険
者
対
応
に
戻
り
ま
す
が
、
償
還
払
い
以

外
受
け
付
け
な
い
保
険
者
、
代
理
受
領
を
受

け
付
け
る
保
険
者
、
委
任
払
い
で
も
可
能
と
い

う
保
険
者
な
ど
、
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
四
国
の
松
山
市
の
国
保
は
代

理
受
領
の
療
養
費
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
す
ぐ
お
隣
の
松
前
町
は
償
還
払
い
申
請

以
外
は
受
付
け
な
か
っ
た
り
、
青
森
市
は
代
理

受
領
申
請
が
可
能
で
す
が
、
同
県
の
五
所
川
原

市
は
償
還
払
い
申
請
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
な

い
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
者
と
あ
マ
指
師
の
団
体
と
協
定

を
結
び
、
そ
の
団
体
以
外
の
団
体
や
個
人
で
の

申
請
以
外
を
認
め
な
い
と
い
っ
た
保
険
者
も
あ

り
ま
す
。

　

以
前
は
代
理
受
領
の
請
求
を
受
付
け
て
い
た

が
、
償
還
払
い
以
外
受
け
付
け
な
く
な
っ
た
組

合
管
掌
保
険
の
保
険
者
も
目
立
っ
て
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
患
者
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
保
険
組
合
の
保
険
者

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

○
月
は
何
回
利
用
し
た
か
、
利
用
し
た
理
由
は

何
か
、
一
部
負
担
金
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
、
利

用
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
か
、
治
療
効
果
は

ど
う
か
、
な
ど
十
数
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
保
健
法
の
第
87
条
を
盾
に
と

っ
て
、
「
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
患
者
宅
は

徒
歩
圏
内
に
保
険
医
療
機
関
が
あ
り
、
保
険
医

療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
該
当

し
な
い
」
と
か
「
保
険
者
が
や
む
を
得
な
い

も
の
と
認
め
な
い
の
で
、
療
養
費
を
支
給
し
な

い
」
と
の
見
解
を
出
す
保
険
者
さ
え
現
れ
始
め

て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
難
、
市
町
村
の
財
政
難
、
老
人
保

健
拠
出
金
や
退
職
者
給
付
拠
出
金
の
増
加
に
よ

る
健
保
組
合
の
財
政
難
な
ど
の
し
わ
寄
せ
を
、

療
養
費
を
請
求
す
る
立
場
の
弱
い
、
あ
マ
指

師
、
柔
整
師
、
鍼
・
灸
師
に
向
け
て
い
る
気
が

し
ま
す
。

に
保
険
料
を
徴
収
し
た
り
、
保
険
給
付
を
行
う

運
営
主
体
を
「
保
険
者
」
と
言
い
ま
す
。
保
険

者
は
組
合
管
掌
保
険
に
約
１
４
６
０
、
全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
は
47
、
共
済
組
合

に
は
約
76
、
国
民
健
康
保
険
に
約
１
７
５
０
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
47
あ
り
、
保
険
者

総
数
は
約
３
３
８
０
で
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
あ
マ
指
師
は
開
業
時
に

柔
道
整
復
師
（
以
下
柔
整
師
）
の
よ
う
に
受

領
委
任
の
届
け
を
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
保
険

者
の
取
扱
い
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
保
険
者
総
数
３
３
８
０
通
り
の
取
扱
い
の

仕
方
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

あ
マ
指
師
、
柔
整
師
、
鍼
・
灸
師
が
療
養
費

を
申
請
す
る
根
拠
は
、
健
康
保
健
法
の
第
87
条

の
「
保
険
者
は
、
療
養
の
給
付
若
し
く
は
入
院

時
食
事
療
養
費
、
入
院
時
生
活
療
養
費
若
し
く

は
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
を
行
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
被
保
険
者

が
保
険
医
療
機
関
等
以
外
の
病
院
、
診
療
所
、

薬
局
そ
の
他
の
者
か
ら
診
療
、
薬
剤
の
支
給
若

し
く
は
手
当
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
保
険

者
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、

療
養
の
給
付
等
に
代
え
て
、
療
養
費
を
支
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
保
険
者
（
患
者
も
し
く
は
家

族
）
が
保
険
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
や
、
保
険
医
療
機
関
以
外
の
他
の
者

（
接
骨
院
、
鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
院
）
で
治

療
を
受
け
た
と
き
に
、
か
か
っ
た
費
用
を
内
容

が
適
正
な
ら
ば
被
保
険
者
に
現
金
で
支
払
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
療
養
費
の
支
給
と
は
、
被
保
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フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
の
落
と
し
穴

　

前
号
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
」
の
存

在
を
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
安
易
に
越
え

ら
れ
る
よ
う
な
宣
伝
や
あ
た
か
も
問
題
も
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
売
上
げ
が
上
が
る
か
の
よ
う
な
告

知
で
、
多
額
な
加
盟
料
、
代
行
費
用
を
徴
収
す

る
悪
徳
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
会
社
も
訪
問
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
希
望
者
、
参
入
者
が
増
え
る
に
つ
れ

て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
の
参
入
者
が
増
え
、
あ

た
か
も
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
な
り
、
あ
マ
指
師
の

免
許
は
な
い
が
、
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
興
味

を
持
っ
た
人
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
の
で

参
入
さ
え
す
れ
ば
儲
か
る
と
思
っ
て
い
る
人
、

免
許
を
持
っ
て
い
る
が
１
人
で
す
る
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
組
織
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
人
ら
が
こ
れ
ら
の
巧

言
、
甘
言
の
誘
惑
に
乗
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
会
社
で
は
、
加
盟
料
が
１

０
０
～
２
０
０
万
円
ぐ
ら
い
、
他
に
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
な
ど
の
名
目
で
、
そ
の
月
に
売
り
上
げ
た

治
療
費
の
10
％
～
25
％
を
支
払
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
営
業
は
、
患
者
へ
直
接

行
う
の
で
は
な
く
ほ
と
ん
ど
場
合
、
介
護
ス

タ
ッ
フ
な
ど
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
訪
問
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
患
者
と
し
て
保
険
が
適
用
さ
れ
る

病
名
、
症
状
を
持
ち
、
歩
行
に
支
障
あ
る
高
齢

者
は
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
人
ら
だ
か
ら
で

す
。

　

営
業
は
こ
れ
ら
介
護
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど

を
回
り
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
訪
問
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
必
要
な
患
者
の
紹
介
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
あ
く
ま
で
も
紹
介
で
す
か
ら
、

新
参
の
見
ず
知
ら
ず
の
治
療
院
に
紹
介
し
て
く

れ
る
介
護
ス
タ
ッ
フ
は
い
ま
せ
ん
。
何
度
も
通

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
用
や
治
療

院
の
方
針
な
ど
を
話
し
、
こ
の
治
療
院
に
紹
介

す
る
と
担
当
す
る
利
用
者
に
と
っ
て
、
良
い
結

果
が
生
じ
る
と
判
断
し
て
、
初
め
て
紹
介
し
て

く
れ
る
の
で
す
。

　

お
わ
か
り
の
様
に
、
治
療
院
を
開
設
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
患
者
が
一
杯
に
集
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
営
業
初
期
で
は

営
業
日
数
・
回
数
と
患
者
数
は
正
比
例
し
ま
せ

ん
。
一
方
、
営
業
・
施
術
内
容
な
ど
で
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
信
頼
を
得
る
と
、
患
者
の
増
加
率

は
幾
何
級
数
的
な
ア
ッ
プ
を
し
は
じ
め
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
営
業
・
施
術
を
担
当
す
る
人
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
施
術
内
容
に
も
よ
る
と
思
い

ま
す
が
、
近
年
は
競
合
も
増
え
、
患
者
の
増
加

率
が
ア
ッ
プ
を
迎
え
始
め
る
の
は
、
営
業
開
始

か
ら
最
低
で
も
６
カ
月
目
以
降
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
高
額
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
支
払
っ

た
あ
と
の
６
カ
月
間
、
入
金
ま
で
を
考
え
る
と

８
カ
月
間
以
上
の
院
の
運
営
費
、
自
分
の
生
活

費
を
工
面
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
人
の
あ
マ
指
師
が
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
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で
１
カ
月
間
に
売
り
上
げ
ら
れ
る
金
額
を
算

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

朝
9
時
か
ら
18
時
ま
で
を
勤
務
時
間
と
し
て
、

施
術
時
間
を
20
分
間
、
次
の
患
家
ま
で
の
移
動

時
間
を
20
分
間
、
昼
休
み
を
1
時
間
と
る
と
す

れ
ば
１
日
13
軒
の
患
家
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
の
経
験
で
は
患
者
１
人
当
た
り
の
収
入

は
３
３
０
０
円
程
度
で
す
の
で
単
純
に
か
け
算

し
て
み
ま
す
と
約
86
万
円
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
患
家
間
が
20
分
間
で
移
動
で
き
ず
30
分
間

か
か
る
所
が
あ
っ
た
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は

あ
る
が
入
院
し
て
い
た
り
、
空
き
は
あ
る
が
20

分
間
で
移
動
で
き
る
適
当
な
患
者
が
い
な
か
っ

た
り
で
、
平
均
80
万
円
弱
に
な
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
会
社
に
加
盟
す
る
と
そ
の

金
額
か
ら
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
な
ど
を
20
％
と
す

れ
ば
16
万
円
弱
が
控
除
さ
れ
ま
す
し
、
残
り
の

金
額
か
ら
、
あ
マ
指
師
と
し
て
の
給
与
を
引

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
も
引
け
ば
、
残
る
金
額

は
微
々
た
る
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に

多
額
な
加
盟
料
を
支
払
い
、
高
額
な
研
修
料
も

納
め
る
必
要
も
あ
れ
ば
、
何
の
た
め
に
働
い
て

い
る
か
判
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
請
求
代
行
を
し
て
く
れ

る
会
社
の
事
務
手
数
料
が
平
均
５
％
程
度
で
す

の
で
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
営
業
を
や
っ
て
く
れ

る
な
ど
、
よ
ほ
ど
魅
力
的
な
他
の
要
素
が
な
い

場
合
は
、
じ
っ
く
り
見
極
め
て
か
ら
加
盟
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

加
盟
に
は
契
約
書
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
読
み
方
も
用
語
も
勉
強
す
る
必
要
が
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　営業開発研修（1.5 日間）
在宅医療に関する基本知識と姿勢 高齢社会での在宅医療

在宅医療マッサージ基礎知識
患者新規開拓　 介護事業者

訪問看護事業者・他

ケアシート
ケアシート作成
患者情報収集と管理
保険の仕組み
保険の種類と負担割合

同意書管理
依頼・引取・確認・管理
大規模医療機関と個人開業医
文書取扱　

　業務管理研修（0.5 日間）
スケジュール作成と管理 作成上の注意点　

既存患者と新規患者の注意点
クレーム処理 実例とその対処法

特　　徴　訪問医療マッサージ施術業務の営業ノウハウを具体
的な事例を数多く入れながら研修を実施しますの
で、独立・開業の手助けになります。万一、問題が
発生した場合にも、ＮＰＯ法人日本手技療法協会や
会員事業者からの支援も約束されています。

目　　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージ師及び在宅
訪問マッサージ業の普及と育成を目的として営業に
特化した研修を講師が出張して実施。

対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格
者、未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経
営者、営業担当者、事務担当者他

期　　間　２日間（土、日、祝可）
時　　間　１０：３０～１６：３０
場　　所　招聘者の手配・費用負担（場所は特に問いません）
定　　員　3 名以上 10 名まで
申込方法　電話により申込、スケジュール等調整後決定。ご希

望の日程が取れない場合もありますのでご了承くだ
さい

研修費用　会員１回 20 万円（消費税込）
　　　　　一般１回 30 万円（消費税込）
出張費用　往復旅費交通費（発地東京）・現地交通費実費は招
　　　　　聘者費用負担
講　　師　佐藤吉隆（ひーりんぐマガジン編集長・日本手技療

法協会理事長）　
※都合により変更される場合があります。

研修内容　営業開発研修、業務管理研修教材は当方で用意します
前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行って戴くことが

あります。
持参していただくもの　筆記用具、ノート
注意事項　テープレコーダー、ＶＴＲ等不可　詳細は下記へお
　　　　　問合せ下さい。
　　　NPO 法人日本手技療法協会
　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　　　Mailedit@healingm.com　http//www.e-shugi.jp

研　修　科　目

あ
り
ま
す
。

　

契
約
書
は
、
基
本
的
に
作
成
し
た
側
の
都
合

の
良
い
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
充
分
注

意
し
て
読
ん
で
下
さ
い
。
ま
た
、
後
の
ト
ラ
ブ

ル
発
生
の
危
険
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
当

事
者
双
方
の
役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ

れ
を
契
約
書
に
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

契
約
書
全
体
の
注
意
と
し
て
は
次
の
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

１　

契
約
の
要
素
と
な
る
事
項
が
５
W
１
H

に
そ
っ
て
具
体
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か　

と

く
に
目
的
や
サ
ー
ビ
ス
は
充
分
に
特
定
さ
れ
て

い
る
か

　

２　

用
語
の
定
義
な
ど
の
表
現
は
裁
判
所
な

ど
の
紛
争
処
理
機
関
に
理
解
さ
れ
る
も
の
か

　

３　

紛
争
に
な
っ
た
場
合
、
リ
ス
ク
を
適
切

に
制
限
で
き
て
い
る
か

　

４　

契
約
内
容
が
会
社
法
や
独
禁
法
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
の
法
令
に
抵
触
す
る
も
の
で
な
い

か
　

５　

実
際
に
契
約
を
結
ぶ
相
手
方
の
権
限
に

問
題
が
な
い
か

　

そ
の
場
の
〝
の
り
〟
や
雰
囲
気
、
儲
か
り
そ

う
だ
、
良
さ
そ
う
だ
な
ど
、
あ
い
ま
い
な
気
持

ち
で
の
契
約
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
す
。
契

約
す
る
前
に
上
司
や
友
人
、
知
人
、
弁
護
士
な

ど
に
相
談
す
る
の
も
後
悔
の
な
い
契
約
を
す
る

コ
ツ
で
す
。

　

■

　

も
ち
ろ
ん
、
優
良
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
会
社

も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
加
盟
し
た
方
が
良
い

の
か
悪
い
か
の
判
断
力
を
養
う
た
め
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
や
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
内
容
や
現

状
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

安
易
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
事
業
が
失

敗
し
た
り
、
悪
徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
た
り
、
さ

ら
に
は
不
正
行
為
に
走
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い

の
で
す
。

　

新
規
開
業
で
も
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
加
盟

す
る
に
し
て
も
、
現
況
を
打
破
す
る
方
法
と
考

え
た
と
し
て
も
、
ま
ず
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
の
た

め
に
実
績
の
あ
る
当
会
の
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
研

修
を
受
け
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
知
識
、
問
題

点
を
知
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

■
※
本
号
で
は
、
前
号
の
内
容
と
重
複
し
て
い
る

箇
所
や
説
明
を
省
略
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
「
ひ
ー
り
ん
ぐ

マ
ガ
ジ
ン
27
号
」
の
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
現
状

「
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
態
」
と
合
わ
せ
て
ご

覧
下
さ
い
。
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あん摩マッサージ指圧師の現状

訪問医療マッサージ研修制度

目　　的　高齢社会に貢献する訪問マッサージ師及び訪問マッサ
　　　　　ージ業の普及と育成を目的として研修制度を確立し実
　　　　　施する。優秀な研修修了者（あマ指師）には優良訪問
　　　　　あん摩マッサージ指圧師として認定し、支援を行う。
対象者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格　
　　　　者。未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経　
　　　　営者、営業担当者、事務担当者他
　　　　　※この研修はあマ指師の資格をとるものではありません
認定条件　本研修講座の４課程を修了した者で、優秀な成績を
　　　　　修めた者。未資格者の認定制度有（有料）。
研修費用　３日間コース：会員８万円（税込）　一般 10 万円（税込）
　　　　　２日間コース：会員７万円（税込）　一般 10 万円（税込）
時　　間　10:30 ～ 17:00
場　　所　東京都千代田区神田淡路町

（変更される場合もあります）
定　　員　各回若干名（会員優先）
申込方法　電話により申込後、協会から申し込み用紙を書類送
　　　　　付します。申込み用紙記入捺印後返送してください。
　　　　　研修参加許可書を郵送いたします。

※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めにお
申込みください。ご希望の日程が取れない場合もあり
ますのでご了承ください。

受講時、持参していただくもの　
●筆記用具・ノート・マッサージ師免許のコピー・白衣・他
●未資格者はマッサージ師免許のコピー・白衣不要
●テープレコーダー持参可

 営業開発研修（1.5 日間）
訪問マッサージの役割と背景 高齢社会での訪問マッサージ

訪問マッサージに関する基礎用語と知識
保険取扱い基礎用語と知識
健康保険等の種類と保険適用の仕組み

マッサージの種類と基礎知識
事前調査
保険の仕組み、施術料と往療料

ケアシートと同意書

ケアシート作成
患者情報収集と管理
同意書の依頼・引取・確認・管理
病名・症状内容確認・部位・温罨法
文書取扱　礼状

生活保護者への訪問マッサージ 指定施術所申請から意見書記
載の仕方

 業務管理研修（0.5 日間）
スケジュール作成と管理
業務日報作成
療養費支給申請書

作成上の注意点
既存患者と新規患者の注意点
種類と対処
記載方法と提出先

治療院運営 個人請求と保険者対応

 施術研修（0.5 日間）＊２日間コースを除く
リハビリマッサージ論 筋萎縮と関節拘縮

患者宅同行 訪問医療マッサージの実際

 レセプト発行用ソフト概論（0.5 日間）＊２日間コースを除く

患者情報入力から
レセプト発行まで

施術者情報・受診者 ( 患者 )
情報、保険証情報

・同意書情報等各種情報の入力法
レセプト出力法
患者向け請求書・領収書出力
病院・紹介者向け礼状出力

研修時間
研　修　内　容 時　　間

１日目 営業開発研修 10:30～ 17:00

２日目 営業開発研修・業務管理研修 10:30～ 17:00

３日目 患者宅同行・ＰＣ研修 10:30～ 17:00

申込・問合先　ＮＰＯ法人日本手技療法協会（担当佐藤）
　　　　　　　〒 101-8691 郵便事業（株）神田支店　郵便私書箱 53 号
　　　　　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　　　　　　　Mailedit@healingm.com　http//www.e-shugi.jp

研修科目

特　徴　

研修は訪問医療マッサージ施術業務の営業

ノウハウを中心に、具体的な事例を数多く

入れ、レセプト発行用ソフト「レセ Pro（R）」

も使用しますので、すぐにでも独立・開業

ができます。

万一、問題が発生した場合にも、ＮＰＯ法

人日本手技療法協会および会員事業者から

の支援も約束されていますので安心です。

NPO法人日本手技療法協会の訪問医療マッサージ研修
２日間コース新設

※休憩時間 12:30 ～ 13:30
※研修内容及び時間は変更することがあります。
※２日間コースには３日目の研修内容がありません。

研修実施日

第107回研修　　８月４日（水）～８月６ 日 （金）
第108回研修　　８月16日（月）～８月18日（水）
第109回研修　　９月１日（水）～９月３ 日 （金）
第110回研修　　９月13日（月）～９月15日（水）
第111回研修　　10月20日（水）～10月22日（金）
第112回研修　　11月８日（月）～11月10日（水）
第113回研修　　11月24日（水）～11月26日（金）

回 開始日と終了日

※研修日程は基本的に毎月１回目の水～金曜日、第３週目の月～水曜
日です。研修日程は変更になることがあります。この研修はあマ指師
の資格をとるものではありません。
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4･5 　
　

今
回
で
11
回
目
を
迎
え
る「
癒
し
フ
ェ
ア
」

は
、女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
癒
し
関
連
の

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト

だ
。毎
年
、東
京
・
大
阪
の
２
地
域
で
開
催
し
て

き
た
が
、昨
年
は
九
州
で
も
開
催
さ
れ
好
評
を

博
し
た
。ち
な
み
に
昨
年
8
月
の
東
京
開
催
で

は
、３
万
人
を
超
え
る
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

毎
回
多
彩
な
講
師
陣
が
登
場
す
る
の
も
こ
の

フ
ェ
ア
の
特
徴
で
、今
回
は
女
優
の
萬
田
久
子

氏
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
く

ん
氏
を
は
じ
め
、身
体
に
負
担
の
少
な
い
代
替

医
療
を
数
多
く
取
り
入
れ
る
田
中
温
医
師
、ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
歯
科
治
療
の
藤
井
佳
朗
医

師
、マ
ド
ン
ナ
や
デ
ミ
・
ム
ー
ア
な
ど
を
指
導
す

る
カ
リ
ス
マ
・
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、ダ
ン

カ
ン
・
ウ
ォ
ン
氏
な
ど
癒
し
系
の
第
一
人
者
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、癒
し
フ
ェ
ア
は
、多
種
多
彩
な「
癒
し
」

を
実
際
に
見
て
、触
れ
て
、体
験
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、溢
れ
る〝
商
品
・
商
材
・
サ
ー
ビ

ス
〟の
中
で
、自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も

の
を
選
別
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
や
癒

し
に
関
心
の
高
い
企
業
、サ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
女
性
を
制
す
る
施
術
院
は
成
功
す
る
」と
言

わ
れ
る
昨
今
、国
家
資
格
者
、民
間
資
格
を
問
わ

本
誌
持
参
で
入
場
無
料
！

ず
施
術
家
は
、一
度
は
見
て
お
き
た
い
イ
ベ
ン

ト
だ
。

　

本
誌
読
者
は
、癒
し
フ
ェ
ア
会
場
前
の
受
付

で「
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
28
号
」を
提
示
す
れ

ば
、入
場
無
料
の
特
別
優
待
券
が
も
ら
え
る
。

　

開
催
場
所
は「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト　

東
5
、

6
ホ
ー
ル
」で
、開
催
時
間
は
８
月
７
日（
土
）が

10
時
～
18
時
、８
月
８
日（
日
）が
10
時
～
17
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
の
入
場
料
は
１
０
０
０
円（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
事

前
申
し
込
み
・
特
別
優
待
券
持
参
者
は
無
料
）。

　

な
お
問
い
合
わ
せ
は
主
催
者
の
株
式
会
社
フ

レ
イ
ア
癒
し
フ
ェ
ア
事
務
局（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
03
─
３

２
２
１
─
５
７
９
１
）ま
で
。

　

日
本
手
技
療
法
協
会
は
、
手
技
療
法
の
専
門

分
野
の
枠
を
取
り
払
い
、
技
術
及
び
社
会
的
認

知
の
向
上
を
図
る
た
め
情
報
の
提
供
や
普
及
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
情
報
の
提
供
の
一
環
と
し

て
季
刊
誌
「
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
」
を
各
号

と
も
約
５
万
部
発
行
し
７
年
目
を
迎
え
た
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
月
間
ア
ク
セ
ス
数
５
万
ビ
ュ
ー

で
５
年
目
を
迎
え
、
手
技
療
法
家
か
ら
絶
大
な

支
持
と
業
界
の
信
頼
も
厚
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
性
格
上
、
基
本
的
な
部
分
は

会
員
が
支
え
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
役
割
を
果
た
し
、
今
後
よ
り
充
実
し

た
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、企
業
の
支
援
・

支
持
を
う
け
運
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
。
こ
の
様
な
趣
旨
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
で
は
賛
助

会
員
制
度
を
設
け
入
会
す
る
企
業
を
募
集
し

て
い
る
。
手
技
療
法
業
界
へ
の
新
規
参
入
、

業
界
で
よ
り
以
上
の
展
開
を
望
む
企
業
は
一

考
の
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
。

　

募
集
対
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法

協
会
・
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
の
事
業
に
賛

同
す
る
法
人
・
団
体

　

会
員
期
間　

会
員
の
有
効
期
間
は
、
入
会

日
よ
り
１
年
間

　

募
集　

随
時

　

会
費　

１
口
10
万
円
／
年
間
（
１
口
以
上

か
ら
）

　

入
会
特
典

　

１
．
賛
助
会
員
紹
介
広
告
・
基
本
は
Ａ
４

版
の
４
分
の
１
ペ
ー
ジ
広
告
無
償
提
供
／
会

員
期
間
中
1
回

　

２
．
記
事
広
告
５
割
引
、
共
同
イ
ベ
ン
ト

等
／
ど
ち
ら
か
会
員
期
間
中
1
回
実
施

　

３
．
年
間
契
約
社
は
広
告
料
の
３
割
引　

単
発
契
約
社
は
２
割
引（
求
人
広
告
は
除
く
）

　

４
．
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.

e-shugi.jp/
）
で
賛
助
会
員
と
し
て
社
名
掲

載
―
― 

他

　

詳
し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協

会
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
03
─
５
２
９
６
─
９
０
５
５
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

８月７日・８日開催
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ＮＰＯ法人日本手技療法協会入会のご案内
『会員の種別・入会方法』

【一般会員】
１　「ひーりんぐマガジン」が無料配布されます。
２　会員カードが配布されます。
３　本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員の表彰制度があります。
４　本協会主催の各種セミナー・研修・講演会に優先参加できます。
５　本協会主催のセミナー・研修費用の割引が受けられます。
６　在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバーを実費（コピー代）
　　で入手できます。
７　本協会の持つ各種情報の提供を希望により受けることができます。
８　本協会と提携企業の商品割引が受けられます。
９　名刺に「ＮＰＯ法人日本手技療法協会会員」と記載できます。
10　掲示用の会員証を購入することができます。

　　会員会費　入会金無し　年会費　5,000 円
＊入会希望の方は巻末の払込取扱票でお支払い下さい。
　郵便局から年会費を一括でお支払いいただきます。

　【ネット会員】
１　療養費支給申請書発行用ソフトウエア（レセプト発行用ソフト）「レセ Pro
　　(M)」と「レセ Pro(R)」が無償で使えます。
　　※柔道整復師用の「レセ Pro(M)」、訪問マッサージ用「レセ Pro(R)」
２　「ひーりんぐマガジン」が無料配布されます。
３　会員カードが配布されます。
４　本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員の表彰制度があります。

５　本協会主催の各種セミナー・研修・講演会に優先参加できます。
６　本協会主催のセミナー・研修費用の割引が受けられます。
７　在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバーを実費（コピー代）
　　で入手できます。
８　本協会の持つ各種情報の提供を希望により受けることができます。
９　本協会と提携企業の商品割引が受けられます。
10　名刺に「ＮＰＯ法人日本手技療法協会会員」と記載ができます。
11　掲示用の会員証を購入することができます。

　会員会費　入会金無し月会費 2,000 円（毎月お支払いいただきます）

　　＊お支払いは口座引き落としになります。
入会ご希望の方はホームページの会員登録からお申し込み下さい。折返し必要
書類を送付いたします。
※注意※　ネット会員と一般会員は会員期間及び会費の納入方法が異なりま
すのでご注意ください。

『ひーりんぐマガジンの購入方法』
非会員で「ひーりんぐマガジン」の購入を希望する方は、巻末のはがき「ＮＰＯ
法人日本手技療法協会会員申込書」でバックナンバーとしてお申し込み下さい。
会員は送料・手数料込みですが、非会員の方は別途 300 円を御申し受け致します。
なお、非会員の方は定期購読ができませんので、発売後毎回バックナンバーとし
てお申し込みいただきます。在庫のない号はご購入いただけません。

ＮＰＯ法人日本手技療法協会　Mail:info@e-shugi.jp

〒 101-8691 郵便事業（株）神田支店郵便私書箱 53 号
電話　03-5296-9055　FAX　03-5296-9056
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ナチュラルメディスン大学 日本校
事務局  〒154-0004  東京都世田谷区太子堂 3-15-5   TEL 03-5481-8988  FAX 03-3411-1483

University
of
Natural
Medicine
Japan

University
of
Natural
Medicine
Japan

話題を呼んでいる学外単位認定制度｡
これはアメリカの大学だけが持つ制度で、

あなたのこれまでの人柄･特技･資格･技術･業績･知識･
実績･学習経験･社会経験･ボランティア活動など、
70～ 80％の学外単位が認定されますので、

あらゆる経験が生かされる素晴らしい制度と言えます。

｢何らかの学位を持っていれば良かった…｣と考えておられる､経験を積んだ手技療法の先生や
エステティシャンの皆様に米ナチュラルメディスン大学日本校は手をお貸しします｡

学
長
挨
拶

　

我
が
国
に
お
け
る
学
校
教
育
事

業
は
明
治
年
間
に
基
礎
的
な
も
の

が
制
定
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
間
に
人
間

の
寿
命
も
著
し
く
延
び
、
人
生
を

謳
歌
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
い
ろ
い
ろ
な
通
信
、
連
絡

の
手
段
の
飛
躍
的
発
展
に
よ
り
、

教
育
の
形
態
も
少
し
ず
つ
様
変
わ

り
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
を
含
む
一
般
の
教
育

課
程
の
年
齢
の
時
分
に
何
ら
か
の

理
由
、
た
と
え
ば
健
康
上
、
経
済

上
な
ど
の
理
由
で
学
業
に
専
念
出

来
な
か
っ
た
方
た
ち
に
、
そ
の
学

習
の
場
を
提
供
す
る
の
が
本
校
の

目
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
す
で
に

大
学
ま
で
学
習
し
た
方
で
も
人
生

の
充
実
を
計
る
た
め
、
別
の
分
野

の
学
問
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
一
般
の
学

校
登
校
し
て
の
学
習
は
経
済
的
に

も
時
間
的
に
も
困
難
と
い
う
方
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
方
に
、
本
校
を
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｎ
Ｍ
Ｕ
日
本
校
学
長　

大
井
淑
雄

ナ
チ
ュ
ラ
ル

メ
デ
ィ
ス
ン

大
学
日
本
校

ナ
チ
ュ
ラ
ル

メ
デ
ィ
ス
ン

大
学
日
本
校

自分の出版物に○○○博士と入っているだけでも売れる冊数に大きな違いが出ると言われています。
学位の最高位｢博士号｣の学位取得をめざし､夢を捨てることなく､お問い合わせください。

あなたの治療･施術人生に｢学位｣で輝きを与えませんかあなたの治療･施術人生に｢学位｣で輝きを与えませんか

チャンス到来 !!

貴方も博士号（論文博士）が取得できる｡

働きながらでも､論文だけでも博士号の取得が可能 !!
手技療法家以外にエステティシャンへも門戸を拡大

2009 年２月 博士号授与式にて

Santa Fe, New Mexico, USA ●  Since 
19

96
 ●

University of Natural Medicine

※ ナチュラルメディスン大学は日本の学校教育法による大学ではなく､米国の学外単位認定校です。
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本気で独立開業を目指すからココを選びました。
自費でもやれる実力が欲しいからココに来ました。

仕事・職場情報

正社員 20～70万円以上月
給

ＪＲ青梅線
福生 ( ふっさ ) 駅 歩３分

募集情報

 

 

東京都

【仕事内容】
   整骨院の院長候補、スタッフ、講師候補、
   リラクゼーション、エステサロンほか　
   あなたの適性を100％生かして下さい。

【職場環境】
   スタッフ同志､ 仲が良いので離職者が少ない。
   グループ内ＳＮＳで24時間勉強できる環境。

【ココだけの特徴】
   夢を叶える研修制度、開業して違いのわかる
 「勝ち残れる」整骨院の経営が学べます。
   年３回の賞与制度。頑張りに応えます。
   技術はレベル別に学べる｡ ｢揉み屋｣ にならな
   い本当の手技療法を学べます。

【独立支援制度】
   資金の無い人でも独立まで応援できます！
   あなたの「本気」にとことん応えます。

東京都福生市､ 立川市､ 羽村市､
あきる野市､ 青梅市   他
9:00～12:30／15:00～20:00
日祭日､平日交代休有
社保､ 厚年完備､ 賞与年３回!!
柔整師､ 針灸師､ カイロほか応談
TEL後履歴書 (写貼) 持参
電話連絡の上､ 面接

福生整骨院グループ
〒197-0022  東京都福生市本町58

メゾンドヌール山崎1F
TEL042-553-5445  FAX 042-530-6433

http://www.seikotu.net

　募集情報 

株式会社メディケア英伸
〒157-0066 東京都世田谷区成城2-34-13  成城ハイツ901号
TEL  03-3416-0313　FAX  03-3416-0318
E-mail  medei-jimu@y7.dion.ne.jp　  小松澤
URL  http://www.sanwa-medicare.com/

  

東京都  
社員 25万円～（柔道整復師の場合）
あなたのやる気をお待ちしております!!

パート 1,000円～1,200円

小田急線

成城学園前駅 歩２分
月
給

時
給

【仕事内容】グループ整骨院９院で毎日1,000人以上の
   患者さんが来院する整骨院でのお仕事｡多くの臨床経験
   を積むことが出来､将来の夢に近づけます!!
【研修制度】新卒者･未経験者でも入社後の研修で､
   基礎からしっかり指導しますので､ご安心下さい！

東京都…世田谷区・調布市・多摩市・国分寺市、
神奈川県…川崎市　　＜新院、続々開院中＞
 社 ／ パ  ９時～19時  ※院により多少前後｡ パ は応相談｡
日曜・祝日・夏／冬期休暇（５～６日間）
交通費月２万円まで支給・昇給年１回・賞与年２回・
雇用、失業、労災、治療各保険・白衣貸与
柔道整復師、マッサージ師、整体師、カイロプラクタ
ー、学生応相談
TEL後またはE-mail後､履歴書持参　　面接

【身に付く技術･知識】勉強会を定期的に実施｡
   外傷処置･骨格調整･生体システムを活用した独自の
   ソフトテクニック･患者管理･レセプト･高度な接遇力｡

　仕事･職場情報

人と人との｢和｣を
　　　大切にする会社です｡
人と人との｢和｣を
　　　大切にする会社です｡

万全の研修体制でお待ち致しております｡万全の研修体制でお待ち致しております｡

 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

メリット・アイコン

未経験者OK 高収入交通費支給長期歓迎学生OK

土・日のみ
　勤務OK

新規・新装
　　OPEN

車・バイク
　通勤OK

食事つき

2010   Summer
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面接場所 ･

仕事・職場情報

正社員 柔整師･鍼灸師16.3万円～25万円／院長35万円＋インセンティブ月
給

札幌･青森･岩手･宮城･新潟･群馬･埼玉･栃木
東京･千葉･愛知･大阪･福岡

募集情報

 

 

全国

【仕事内容】
   整骨院スタッフ･院長／トレーナー活動
【求む人材】
   院長を目指す人材･院長経験者･
（新卒･学生歓迎）
【グループ企業】
   (株) OMG、(株) 介護NEXT
【勉強・スキルアップ】
   キャリアプランに沿った勉強会が
   多数あり､２年後院長を目指します。
【開業支援】
   安定した治療院を（のれん分け）する
   制度で安心した経営が目指せます。

札幌～東北～新潟～北関東～
東京～千葉～名古屋～大阪～福岡
院により異なります
院により異なります
社会保険･労働保険･医療賠償保険
加入･白衣貸与･交通費支給
柔道整復師･鍼灸師･
あん摩マッサージ指圧師（学生可）
TEL･メール後履歴書持参（郵送）
面接･適正検査､随時実施してます

株式会社  GENKIDO
東京都豊島区南大塚2-42-6-4F   JR大塚駅南口   徒歩2分
　　　　　　　　　　　　 　  mail：recruit@genkido-s.com
　　　　　　　  　　　　 HP：www.genkido-s.com

※鍼灸師のための｢介護施設併設
　鍼灸院｣開業セミナー開催中
  （事前申し込み必要）

0120-17-8662

目先ではなく､ 夢につながる選択を｡
H23年新卒者エントリー受付・治療現場見学受付開始

げんき堂は24ヶ月で院長を目指せます。
げんき堂は教育プランが充実しています。
げんき堂は24ヶ月で院長を目指せます。
げんき堂は教育プランが充実しています。

小澤（時間外 080-3350-3484）

東京都 JR 山手線

品川駅 歩10分

仕事・職場情報
【仕事内容】３月から来患数上昇中の
きれいな整骨院での治療業務。
【身につく技術･知識】骨盤矯正や症状
改善させるマッサージテクニックなど
身につけられます。
【院長はこんな人】常に患者様とスタッ
フの事を考え行動しています。１人で
も多くの患者様が明るく元気になって
欲しいと願っています。
【やりがい】マッサージのマニュアルは
ないので、決められた時間の中で患者
様を良くするために自分自身の持って

募集情報
東京都港区
9：30 ～ 13：00／15：00 ～ 20：00
土･日10：30 ～ 19：00
シフト制･週２日（社）
交通費全額支給
有資格者（社）／学生（ア）
TEL後履歴書（写貼）持参
面接･実技チェック

 

いる100％を出しきって治療しても
らっています。マッサージ経験の少
ない方は、親切･丁寧に指導します｡
【運営会社】ツユキファクトリー㈱

あらゆる症状に対応できるよう､スタッフ一同一丸と
なって治療しています｡1人でも多くの人を笑顔にしたい!

社員 月
給30万円～ アルバイト 時

給1,000円以上

こうなん整骨院
〒108-0075  東京都港区港南4-2-6  シティタワー品川2F

TEL&FAX 03-5715-6228
http://www.lacool.jp/　   鈴木 克典

神奈川県横浜市
港 北 区  

骨折･脱臼･捻挫･打撲･挫傷及びスポーツ傷害が多数来院しています。
柔道整復師卒後臨床研修施設の認定も受けている整骨院です。

【身につく技術・知識】
  外傷患者さんが多数来院している整骨院で
  す｡提携整形外科や勉強会があり､整骨院本
  来の技術を習得するのに最適な環境です。
  医薬品販売店も併設しており、薬品販売の
  経験も積む事ができます｡  将来､  成功する
  ためにフジタ整骨院で修行してみませんか。

仕事・職場情報

フジタ整骨院 〒223-0058 神奈川県横浜市港北区新吉田東6-31-6
TEL&FAX 045-541-5625 　フジタ

募集情報

東横線

綱島駅
市営地下鉄線

新羽駅
社員 25万円（経験３年､応相談）月

給

　  神奈川県横浜市内の妙蓮寺駅･大倉
山駅･日吉駅にも勤務地有り
　  9:00 ～ 20:00 の中で応相談　    週休
２日制 (日曜と平日1日)､夏季･冬季休暇
有り　  交通費全額支給､労災､雇用保険
完備　  柔道整復師(学生可) ※50歳位迄
　  TEL後歴 (写貼) 持参　   面接

 

 

ひだまり整骨院
〒 285-0837 千葉県佐倉市王子台1-27-28

TEL&FAX 043-463-2011

仕事・職場情報

募集情報

千葉県
社員 月

給20万円～（経験･能力に応ず）

【仕事内容】整骨･鍼灸･整体､各種研修
  等でやさしく丁寧にお教えしますので
  新卒者も歓迎です。自費治療を学びた
  い方、自分の力を存分に発揮し、地域
  医療に貢献したい方。

 

京成本線

うすい駅 歩２分

　うすい　  8:30～20:00（土曜18:00） 
　日･祝･第３土曜日･夏期･秋期･冬期
　交通費･制服貸与･昇給　  柔整師･鍼灸師･
あマ師･学生　 TEL後履歴書持参　 面接

　8:00～17:00または13:00～21:00 
　日祭日､平日希望日（4週7休以上）
　労災･雇用保険､住居有､車通勤可
　柔整師（鍼灸師）  TEL後歴（写貼）持参

こてやま鍼灸整骨院
〒 321-3235 栃木県宇都宮市鐺山町2023-7
TEL&FAX 028-667-9119　 矢部

仕事・職場情報

募集情報

栃木県 宇都宮市･大田原市
社員 月

給24 万円以上（交通費24,500円迄）

【仕事内容】 整骨・鍼灸・カイロ
　プラクティック、新卒も歓迎です｡

 

山の手鍼灸整骨院
〒 324-0051 栃木県大田原市山の手1-6-2
TEL&FAX 0287-24-0999　 高野
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求人情報のご案内

■次号 (29号) は平成22年10月25日発行
　を予定しています。掲載される方は
　９月10日までにお申し込みください。
■ただし、枠が埋まり次第、締切りと
　させていただきますのでお早めに
　お申し込みください。

カラーで見やすい求人情報
スペースをぜひご活用ください。

　 ●掲載料金

 ※基本的に制作費はいただいておりませんが、
パターン外の原稿作成の場合、制作費を
請求させていただく場合もございます。

1 PAGE　   ￥157,500　
1/2 PAGE　 ￥94,500　
1/4 PAGE　 ￥52,500　
1/8 PAGE　 ￥31,500　
1/16 PAGE　 ￥15,750　

≪ひーりんぐマガジン編集部≫
TEL 03-5296-9061  FAX 03-5296-9056

内容

日時
費用
場所
特典

内容

日時
費用
場所
特典

初回時に改善予測がたてられる安心のO脚矯正法です｡初診時にどの程度改善
するかどうかが分かるので､お客様はもちろんのこと､施術者にとっても精神的
に楽で安心です｡当店のO脚矯正の流れを丸ごとお教えいたします｡100％返金
保証｡ 受講後､半年間のメール・電話によるサポートをいたします。
日曜･祝日。詳細は､ http://seijotc.com/seminar.html をご覧下さい。
98,000 円（100％返金保証）
小田急線：成城学園前駅（西口から徒歩２分）
日本手技療法協会の会員証を提示された方には5,000円割引いたします。

成城トータルコンディショニング
〒157-0066 東京都世田谷区成城6-6-5 広川ビル2F

TEL 03-5490-6257  FAX 03-5490-6284
http://seijotc.com/

脚矯正法セミナー

 予測するO脚矯正ＯＯ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

東京東京
●

内容

対象

日時
費用
場所
特典

内容

対象

日時
費用
場所
特典

明日からお客様より1,000円～3,000円を出していただける即効性抜群
のテクニック。
柔整師・鍼灸師・整体・カイロ・スポーツジム・介護・美容師等。
経営者または学生様。
毎月第２・第３土曜日15時。※希望により調整
5,500円（５回セミナー）※１回のみ可｡（１回5,500円×回数）
京阪交野私市線・交野市駅より徒歩１分。
日本手技療法協会の会員証を提示された方は、初回セミナー無料。

第二稲田柔道整骨院
〒576-0052 大阪府交野市私部3-11-10

TEL&FAX 072-893-6288
http://www.jyusei-web.jp/seibi/

客様を笑顔にする

 スマイルセラピーおお
セ
ミ
ナ
ー
情
報
②

セ
ミ
ナ
ー
情
報
②

大阪大阪
●

内容

対象
日時
費用
場所
特典

内容

対象
日時
費用
場所
特典

歯科医師が考案した究極のリフトテクニック。５分で小顔、肩こり、
首こりの改善。上級ではウエストダウンまで可能に!!
エステティシャン､手技療法家､歯科医師等プロ向け｡（一般の方も可）
８月19日（木）※詳細はホームページ「さとう式」→検索で。
10時～12時：初級（１万円）／13時～17時：上級（３万円）
㈱分子生理化学研究所｢研修室｣ ※東京メトロ 表参道駅A4出口徒歩1分
日本手技療法協会の会員証を提示された方には､ ｢耳たぶ回し美顔術｣
の本をプレゼント。

月見歯科クリニック
〒486-0835 愛知県春日井市月見町59

TEL 052-710-6611  FAX 0568-82-6019

問合せ：mimitabu_mawashi@yahoo.co.jp

とう式リンパケア

 講習会ささ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
③

セ
ミ
ナ
ー
情
報
③

東京東京
●

内容

対象

日時
費用
場所
備考

内容

対象

日時
費用
場所
備考

日本という国で接骨院を成功させるならこのセミナ―は必見！
成功する接骨院になる為に必要な事がこのセミナ―で全て分かります。
2010年もしくは2011年に接骨院の開業を予定している柔道整復師の
先生またはオ―ナ―様。
８月28日・29日・９月11日（13：00～14：30／15：00～16：30）
無料（有料版を特別に無料開催）
㈱メディックス  東京メトロ淡路町駅徒歩１分
詳細はこちら http://www.mdx-center.com/seminar/

株式会社メディックス
〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-1-1　KA111ビル

TEL 03-3255-1088 FAX 03-5297-8121
http://www.mdx-center.com  E-mail：seminar@mdx-grp.co.jp

メディックス主催

 接骨院開業セミナー㈱㈱
セ
ミ
ナ
ー
情
報
④

セ
ミ
ナ
ー
情
報
④

東京東京
●

内容

対象
日時
費用
場所
備考
特典

内容

対象
日時
費用
場所
備考
特典

あん摩手技による実践的な治療が学べます。臨床経験に合わせて
丁寧に指導します。
マッサージ師、鍼灸師、整体師および各々の学生。
毎月第１・第３木曜日19時～／第１・第３土曜日13時～
１回 3,150円
ヒカリ治療院＜新宿明治通り店４階＞　
新宿駅南口徒歩５分｡ 詳しくはHPにて http://www.hikari-relax.com/
日本手技療法協会の会員証を提示された方には150円割引いたします。

ヒカリ治療院
〒160-0022 東京都新宿区新宿3-8-8 平田ビル3階

TEL&FAX 03-3350-0959

http://www.hikari-relax.com/ E-mail：san@hikari-relax.com

ん摩実践

 手技勉強会ああ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
⑤

セ
ミ
ナ
ー
情
報
⑤

東京東京
●

内容
対象
日時
費用
場所
特典

内容
対象
日時
費用
場所
特典

骨盤のドロップ矯正法を主に全身を整える技術と哲学を学びます。
有資格者、学生、カイロ師、整体師
毎月第２日曜日　午後２時～５時
42,000円（６回分前納）
小田急線相模大野駅１分
日本手技療法協会の会員証を提示された方にはテキスト（2,520円相当）
を無料で差し上げます。

PCTカイロプラクティック
〒252-0303 神奈川県相模原市南区相模大野3-12-6

TEL 0427-49-5084　FAX 0427-11-6347

http://pct.endo-dc.com/ E-mail：spacetimeist@nifty.com

CT骨盤複合体

 矯正法勉強会ＰＰ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
⑥

セ
ミ
ナ
ー
情
報
⑥

神奈川神奈川
●

セ ミ ナ ー 情 報

ひーりんぐマガジンを発行している「NPO法人日本手技療法協会」の会員の皆様にはこのページで紹介しているセミナー
の主催者様のご好意により特典がございます。内容はそれぞれの情報をご覧下さい。
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〒101-8691 郵便事業株式会社神田支店
　郵便私書箱 53号
「ひーりんぐマガジン」編集部
TEL 03 -5296-9061　FAX 03-5296-9056

第 13号 ( 平成 18年 10月 25日発行 )

覆面座談会－専門学校 3年生だからみえる学
校と業界／ “高齢者向け筋トレ”を中心とし
た介護予防のノウハウを学ぶ「介護予防運動
指導員」の将来性／知らなかったではすまさ
れない！保険請求と個人情報の関係／他

各号 1 冊 1,000 円 ( 税込 )＋送料･手数料 300 円
（会員は送料･手数料無料）

第 19号 ( 平成 20年 4月 25日発行 )

食育と手技療法／ 後期高齢者医療制度とその
裏側／究極の自由診療  技･極める／第 16回
あマ指師､はり師､きゅう師､柔整師試験合格者
発表 !! ／学院紹介／成功への道／治療家のた
めの法律入門／業界ニュース／他

第５号 ( 平成 16年 10月 25日発行 )

成功への道／覆面座談会－行きたい治療院、
行きたくない治療院／不正請求の実態Part3
 ／治療院開業マニュアル／上田曽太郎の初歩
の会計教室／鰯酸はＤＨＡ・ＥＰＡを安全に摂
取できる／柔整専門学校入試情報一覧／他

第８号 ( 平成 17年７月 25日発行 )

＜日本手技療法協会ＮＰＯ認証記念号＞不正
請求の実態Part5－患者アンケート＜保険者
からの照会が増加＞／成功への道／増患請負
人の㊙テクニックを公開／院長直言／治療院
開業マニュアル／他

第９号 ( 平成 17年 10月 25日発行 )

成功への道／院内デザインの奥義／ホームペ
ージの活用とポータルサイト／国試対策は万
全ですか？／上田曽太郎の初歩の会計教室／
花谷博幸の勝ち組治療院のツボ／治療院開業
マニュアル／他

第 10号 ( 平成 18年１月 25日発行 )

節税対策と資産形成－生命保険の活用…前編
／交通事故の保険請求―仕組みと実際／人材
派遣の活用を考える／続・院内デザインの実
際／新春メッセージ／成功への道／治療院開
業マニュアル／他

第 11号 ( 平成 18年４月 25日発行 )

特報！無料で手に入るレセプトソフト／自由
診療に役立つ学校－増患・増収につながる技
術の習得／／院内デザインの実際 vol.3 ／国
家試験学校別合格発表／成功への道／ニュー
ス／他

第 12号 ( 平成 18年 7月 25日発行 )

無料レセプト発行用ソフトとポータルサイト
／開業資金節約、不用品のリサイクルで経営
改善／治療院における個人情報保護／院内デ
ザインの実際 vol.4 ／成功への道／治療院開
業マニュアル／携帯メールで国家対策／他

第 14号 ( 平成 19年１月 25日発行 )

新春覆面放談－国家資格はもういらない？／
特集ＳＰマークとその効用－ＳＰマーク取得
者に聞く「取得経過で悩みは解決」／専門学
校探訪／リハビリ難民を救うか？ “リハビリ
ハートプラン”／成功への道／他

第 15号 ( 平成 19年４月 25日発行 )

「初歩の会計教室」番外編－いまさら聞けな
い超初級会計の話／必見！自由診療向け技術
セミナー／学院紹介－フィットバランス療術
学院／第 15回国試合格者／成功への道／企
業に見る現代社員気質／他

第 16号 ( 平成 19年 7月 25日発行 )

ＡＴのワザを日常の手技に取り入れる－ア
スレティックトレーナー三巨匠に聞く／ 請
求団体を探る／カリスマ養成講座－リーダ
ーの条件／ 専門学校探訪／自由診療に役立
つ機器導入／成功への道／他

第 18号 ( 平成 20年 1月 25日発行 )

自費導入に成功した柔整師３氏による新春ス
ペシャルトーク／ 潮流・平成 20 年度の厚労
省予算／ 各界からの新春メッセージ／専門学
校探訪／治療院業界専門の人材派遣の有効利
用／治療院開業マニュアル／他

第 20号 ( 平成 20年 7月 25日発行 )

モンスターペイシェントの実態／話題のホリ
スティック医学とは？／勝てるチラシのつく
り方／専門学校探訪／セミナー開催のツボと
コツ／成功への道／治療家のための法律入門
／治療院開業マニュアル／他

第 21号 ( 平成 20年 10月 25日発行 )

超多忙の年末に備える！／メディカル・サポ
ート・コーチング／手技療法業界の将来を読
む／学院紹介／いまさら聞けない施術院の常
識／成功への道／治療家のための法律入門／
治療院開業マニュアル／NEWS／他

第 23号 ( 平成 21年 4月 25日発行 )

緊急電話アンケート・あなたの院では経済
不況の影響を受けていますか／歯科医師が
考案した美顔術―メディカルリンパケア／
第 17回国試合格者発表／不況時代を乗り
切る !もう１つの資金調達法／学院紹介／他

第 27号 ( 平成 22年 4月 25日発行 )

特集① 民主党政権が目指す手技療法業界とは？「受領委任払いは今後も
堅持」／特集② 覆面座談会  教育現場から見た柔整業界の今後／特集③
レセプロ（M）（R）のネット会員増加中／特集④ 第 18回国試合格者発表
既卒者の伸び目立つ柔整師合格率／特集⑤ ネーミング入門  流行る治療
院のネーミングはココがちがう！／成功への道 ｢GENKI NEXT 伊勢崎
広瀬店オーナー  桐生かおる氏｣｢東京・さくら接骨院院長  斉藤豊氏｣／
連載 治療院開業マニュアル／治療家のための法律入門／上田曽太郎の
初歩の会計教室／花谷博幸 勝ち組治療院のツボ／訪問マッサージの現状
／｢手技療法家の輪｣ 関西編Vol.5 ／続･療養費の請求と支給／他

各号 1 冊 1,000 円（税込）＋送料･手数料 300 円（会員は送料･手数料無料）です。
ご希望の方は､左記までお申し込み下さい。なお､在庫数に限りがございますので
ご希望に添えない場合がございます。あらかじめご了承下さい。また、完売して
おります創刊号～第４号･第６号･第７号につきましては、会員の方に限り、モノ
クロ（1P=10 円･送料別）またはカラー（1P=30 円･送料別）のプリンター出力した
もの、もしくは PDF ファイル（１冊 500 円･CD-R･送料別）にてお分け致します。
詳しくは左記までお問い合せ下さい。

第 24号 ( 平成 21年 7月 25日発行 )

新型インフルエンザ対策などにみる院内感染
予防法／施術院の常識③国民健康保険団体連
合会／開業セミナーに見る柔整師気質／専門
学校探訪／成功への道／開業マニュアル／手
技療法家の輪／訪問マッサージの現状／他

第 17号 ( 平成 19年 10月 25日発行 )

請求団体を探る２－退会理由のNo.1 はいっ
たいなに？＜ココがイヤで辞めました＞／体
幹チューニングPart.2－“最高の戦闘状態”
にもっていく体幹チューニング応用した施術
／ 学院紹介／民間資格の法律的背景／他

第
２
号

創
刊
号

第
３
号

第
４
号

第
６
号

第
７
号

第
22
号

会員に限り左記の在庫切

れナンバーの有償コピー

サービスを行っています。

各号の内容については↓

http://www.e-shugi.jp/

第 25号 ( 平成 21年 10月 25日発行 )

保健･衛生行政業務報告に見る接骨院の現状
／障害者の雇用と､安全な食を治療院患者に
ファーマーズマーケットのチャレンジ／民主
党政権下における手技療法業界はどうなる？
／成功への道／開業マニュアル／他

在
庫
僅
少

会員に限り●送料･手数料無料!! ●在庫切れバック
ナンバーのコピー･サービス（有償） ●PDFファイルの
販売サービス有り!! ⇒ http://www.e-shugi.jp/

在
庫
僅
少

在
庫
僅
少

在
庫
僅
少

在
庫
僅
少

在
庫
僅
少

第 26号 ( 平成 22年 1月 25日発行 )

食べる社会貢献と接骨院の取り組み―ファー
マーズマーケット／リラクゼーションサロン
に見る人材教育のノウハウ！／新春対談 今年
流行る治療院スタイルを占う／新春メッセー
ジ 長妻昭・厚生労働大臣／成功への道／他

在庫僅少
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▼
ま
た
ク
ソ
暑
い
夏
が
来

…
い
や
も
う
す
で
に
来
て
い

る
。
風
呂
上
り
に
汗
び
っ
し

ょ
り
か
い
て
も
う
一
回
入
っ

ち
ゃ
お
う
か
な
っ
て
く
ら
い

だ
。
こ
れ
だ
と
永
遠
に
風
呂

に
入
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
…
。

と
こ
ろ
で
以
前
は
今
時
分
か
ら
Ｔ
Ｖ
で
怪

奇
特
集
や
心
霊
番
組
を
よ
く
や
っ
て
い
た

け
ど
、
最
近
見
か
け
な
い
の
は
何
故
だ
ろ

う
？
ま
た
そ
の
手
の
番
組
で
も
、よ
く
「
暑

い
夏
を
怪
談
で
涼
し
く
過
ご
す
」
み
た
い

な
言
い
方
を
し
て
い
た
と
思
う
が
、
少
年

の
頃
の
私
は
、
怖
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
頭
か

ら
布
団
を
か
ぶ
っ
て
い
た
の
で
、
む
し
ろ

汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
、
蒸
し
パ
ン
み
た
い

な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
朝
フ

ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら
「
怪
談
で
涼
し
く

な
る
わ
け
無
い
だ
ろ
う
！
」
と
心
の
中
で

叫
ん
で
い
た
も
の
だ
。
た
だ
、
今
は
懐
か

し
く
汗
び
っ
し
ょ
り
の
心
霊
番
組
を
久
し

ぶ
り
に
見
て
み
た
い
と
思
う
の
だ
が
…
。

（
ま
）

　

▼
４
月
に
家
の
前
に
植
え
た
茄
子
、
ピ

ー
マ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
胡
瓜
が
順
調
に

育
ち
、
発
育
が
よ
い
胡
瓜
は
6
月
初
旬
に
、

あ
と
２
日
ほ
ど
で
食
べ
頃
に
な
る
と
い
う

翌
日
に
２
本
何
者
か
に
盗
ま
れ
た
。
野
球

の
ネ
ッ
ト
を
胡
瓜
の
蔓
に
か
ぶ
せ
る
防
犯

対
策
を
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
3
日
後
さ
ら

に
3
本
盗
ま
れ
た
。
今
度
は
防
鳥
ネ
ッ
ト

を
か
ぶ
せ
ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
ま
で
設
置
し
た

が
、
10
日
後
に
ま
た
2
本
盗
ま
れ
た
。
そ

こ
で
丈
夫
な
動
物
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
で
し

っ
か
り
胡
瓜
を
囲
ん
だ
。
以
来
、
盗
人
は

来
な
い
が
、
家
人
も
で
き
た
胡
瓜
を
穫
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
上
、
妻

も
息
子
二
人
も
家
の
前
を
通
る
人
に
対

し
、
目
を
細
く
し
て
疑
惑
の
ま
な
ざ
し
を

送
る
日
々
が
続
く
。
胡
瓜
は
罪
な
食
べ
物

だ
っ
た
。（
さ
）

　

▼
数
年
前
、
長
女
が
捻
挫
し
、
近
所
の

接
骨
院
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
日
夕
方

遅
く
、
体
育
で
怪
我
を
し
て
帰
宅
し
た
長

女
、そ
の
接
骨
院
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
「
予

約
が
い
っ
ぱ
い
で
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
」。

「
急
患
随
時
」
と
診
察
券
に
は
書
い
て
あ

る
の
だ
が
…
。
い
つ
覗
い
て
も
そ
の
接
骨

院
の
待
合
室
は
込
ん
で
い
る
。
近
所
に
は

救
急
指
定
の
外
科
病
院
や
、
総
合
病
院
も

あ
る
中
、
集
客
の
た
め
に
外
傷
の
患
者
を

捨
て
て
、
自
費
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
リ
ピ

ー
ト
患
者
を
増
や
し
た
の
か
？　

そ
の
日

は
あ
き
ら
め
て
外
科
病
院
へ
。
人
気
接
骨

院
の
秘
密
を
探
る
べ
く
私
も
か
か
っ
て
み

た
い
が
、
あ
い
に
く
雪
国
生
ま
れ
で
歩
き

方
が
慎
重
な
た
め
、
滅
多
に
怪
我
を
し
な

い
し
、
コ
リ
な
ど
の
悩
み
も
な
い
。
い
つ

に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
某
駅
南
口

の
「
大
●
接
骨
院
」
さ
ん
、
そ
の
時
は
色

々
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
（
青
）

　

▼
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
の
権
丈
善
一

教
授
は
、
日
本
の
財
政
が
破
綻
の
危
機
に

あ
る
こ
と
、
医
療
、
介
護
、
保
育
、
教
育

を
充
実
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
公

費
が
な
い
こ
と
、
国
の
税
金
の
無
駄
づ
か

い
を
な
く
し
て
も
医
療
、
介
護
、
保
育
、

教
育
の
財
源
不
足
を
補
う
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
、
国
民
負
担
率
の
高
さ
と
経
済
成

長
に
は
ま
っ
た
く
相
関
関
係
が
な
い
こ

と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
「
社
会
保
障

の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
負
担
増
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
話

し
て
い
た
。
権
丈
教
授
は
、
経
済
学
者
で

は
あ
る
が
、
研
究
分
野
は
専
ら
年
金
・
医

療
と
い
っ
た
社
会
保
障
や
経
済
政
策
で
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
課
題
を
経
済
学
の
立
場

で
分
析
す
る
の
を
得
意
と
し
て
い
る
。
一

説
に
は
菅
総
理
が
最
近
掲
げ
た
「
強
い
経

済
と
強
い
社
会
保
障
は
矛
盾
し
な
い
」
と

い
う
論
拠
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
今
回
の
参
院
選
で
は
、
衆

院
選
で
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
実
行
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
、
事
業
仕
分
け

な
ど
に
よ
っ
て
「
努
力
は
し
て
い
る
」
と

受
け
止
め
ら
れ
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
民
主

党
だ
っ
た
が
、
菅
総
理
の
唐
突
な
消
費
税

引
き
上
げ
論
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が
国
民

か
ら
「
拙
速
」
だ
と
判
断
さ
れ
た
。
な
ぜ

引
き
上
げ
な
の
か
、
と
い
う
説
明
が
足
り

な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
国

家
財
政
の
危
機
は
誰
で
も
が
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
前
に
公
務
員
改
革
や
国
会
議
員

の
定
数
問
題
あ
る
い
は
歳
費
の
問
題
な
ど

取
り
組
む
べ
き
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
今
回
の
結
果
な
の

だ
と
思
う
。
そ
の
後
で
消
費
税
の
論
議
が

で
き
る
の
だ
と
い
う
の
が
国
民
の
声
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。（
き
）
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編集後記

読者アンケート&プレゼント

巻
末
の
応
募
は
が
き
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

３
名
様
に
左
記
の
単
行
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

● 手技療法とオステオパシーにおける
　 トリガーポイントと筋肉連鎖
痛みを訴える患者に効果的な療法トリガー
ポイントを見つけ出し､刺激を与え､リリースする!
 ■ 筋肉連鎖のさまざまなコンセプトを紹介。
 見落とされがちな、痛みの原因となっている
 筋肉組織。多数存在する筋肉組織とトリガー
 ポイントが原因の運動器の痛み。
 膨大な写真を掲載して解剖学的な概要を説明、
 トリガーポイントとその痛みの領域の正確な
 位置が簡単にわかる。

書
名
　
手
技
療
法
と
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
に
お
け
る

　
　
　
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
筋
肉
連
鎖

著
者
　
フ
ィ
リ
ッ
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リ
ヒ
タ
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／
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リ
ッ
ク･

ヘ
ブ
ゲ
ン

　
　
　
森
岡 

望（
監
修
）／
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訳
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発
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ガ
イ
ア
ブ
ッ
ク
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保険訪問マッサージ推進協会は、業界を取巻く不安定要素が院の経営を圧迫していく今､
『われわれ施術者に何が出来るのか？』を原点から考えました。まずは、これから迎える高齢化
社会に必要不可欠とされるであろう訪問マッサージに注目し、医療と施術者と患者様をつなげる
新たな架け橋となるべくサポート体制の構築を目指します｡（特に同意医師でお困りの方は必見です！）

保険訪問マッサージ推進協会を設立いたします!!保険訪問マッサージ推進協会を設立いたします!!

安全保障柔道整復師会・鍼灸マッサージ師会の会員募集!!

Point1. 医療機関の紹介をサポート
Point2. 煩雑な事務のサポート
Point3. マッサージ師、独立開業をサポート
（保険訪問マッサージ推進協会は、平成22年9月の設立を予定しております）

【費用等】
○ 入会金・年会費：0円　月会費：10,000円　※施術賠償共済掛け金込み
○ 上記割合は、当会で発送したレセプトの保険請求金額に対する割合です。（費用額ではありません）
○ 振込み日が銀行休業日の場合は、翌銀行営業日が振込日です。

超速10日後払い!!超速10日後払い!!
●柔道整復師会プラン

レセプト受付日 振込み日 預託事務手数料 事務手数料
毎月15日 当月25日 ３％ ３％

その他に３パターンのプランがございます｡詳細はHPもしくはお問合せ下さい｡

特急35日後払い!!特急35日後払い!!
●鍼灸マッサージ師会プラン

レセプト受付日 振込み日 預託事務手数料 事務手数料
毎月15日 翌月20日 ２％ ４％

その他に２パターンのプランがございます｡詳細はHPもしくはお問合せ下さい｡

安全保障柔整師会 検索TEL:03-3275-1987（柔整師会）
TEL:03-3275-1955（鍼灸マッサージ師会）
FAX:03-3275-2228

MAIL： anzen@e-daikoku.com　
URL： www.e-daikoku.com/anzen
〒103-0028 東京都中央区八重洲1-7-20 八重洲口会館7F（東京駅正面）
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万が一の施術事故､その対策は万全ですか？
一般社団法人日本治療協会は手技療法家および民間手技施術家の立場を保護し、手技業界の地位

向上および発展を目的とする団体です。１万人を超える施術家の方々から、クレーム対応や賠償

問題といった施術トラブルへの対策としてご加入頂いております。

ＪＨＡ　　日本治療協会
〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-8　 TEL：03(5289)8171　FAX：03(5289)8173

受付時間：平日10:00～18:00
E-mail：info@jha-shugi.jp  URL：http://www.jha-shugi.jp

■詳しい資料を無料でご送付いたします。

一　　般
社団法人

正会員Ａ 13,000円

準 会 員

民間手技施術家（整体･リラクゼーション等）対象

正会員Ｂ 1,800円

 

会員種別 条　　件 会費(年払いの場合） 会費(月払いの場合）会
員
種
別

当会が認定する国家資格を
１つ以上有し､手技療法･民間
手技施術を業として行う方

■会員種別、会費等のご案内
手技療法家（国家資格者）対象

11,000円 1,100円

1,300円

18,000円当会が認定する民間手技
施術を業として行う方

*当会が認定する国家資格は柔道整復師・鍼師・灸師・あん摩マッサージ指圧師の4資格となります。
*入会金および保険料は無料です。会費以外の費用は掛かりません。
*学校・治療院における練習およびボランティア活動への参加時の手技は業とみなされません。

ＪＨＡが提供する主な福利厚生
●施術トラブル／クレーム対応無料電話相談・ＪＨＡ  ＮＥＷＳの発行・会員保障制度など
※本会は会員保障制度の確実な履行のために、会員全員を包括被保険者とした賠償責任保険包括契約を損害保険会社と締結しております。

 

お支払いできる主な内容
１. 会員本人の手技に起因する利用者のケガ等が対象です。
２. 対人保障限度額は１億円（正会員Ａ、正会員Ｂ）です。
３. １事故あたりの免責額は国家資格者１万円、民間手技施術家３万円です。
４. 法律上負担した損害賠償金が保障の対象となります。
５. その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用が保障の
　  対象となります。
＊  1  （４＋５）－免責額＝支払金となります。
＊  2  他保険・他共済と重複して支払われる時は按分の支払いとなります。

お支払いできない主な場合
１. 会員の故意によるもの。
２. 名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。
３. 美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。
４. 施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。
５. スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６. 無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。
７. 外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことに
　  よって生じた賠償責任など。

会員保障制度概要

病気やケガによって働けなくなったとき、所得が保険金にて補償されます。
また、ご希望の方にはケガによる死亡・後遺障害が発生した場合の補償を特約として追加することができます。

●エステティシャン保険（個人向：保険料18,000円／人・年）
【補償内容】提供する美容サービス業務によってお客様にケガをさせてしまった場合等
※フォトエステ・セルライト・脱毛・ボディ美容サービス・フェイシャル美容サービス等（医療行為を除く）
●エステサロン保険（保険料24,000円／店舗・年）
【補償内容】店舗内での事故、預かり品の破損・紛失、販売した製品の使用に関するトラブル等
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■所得補償保険（ＪＨＡ会員専用）

■エステ保険（非会員もご契約頂けます）
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